
        
            
                
            
        

    











































































可愛い女の子に攻略されるのは好きですか？３
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　女子高生・瓦屋かわらや木影こかげは、不法侵入で現行犯逮捕された。

　広大な北御門きたみかど家の庭である。

　いつものように帝みかどの情報を集めようと潜入したところ、生体センサーに引っかかって警報が発動。屋敷を守護する警備員チームと必死の逃亡劇を繰り広げ、厨房ちゅうぼうに飛び込んでパンプキンパイに頭を突っ込み、池に落下して貪欲どんよくな鯉こいの攻撃を受けた末の捕獲だった。

　屈強な警備チームに両手を摑つかまれ、全方位からサーチライトを浴びせられた木影は、捕まった宇宙人のような姿で恐怖に震えていた。

　北御門家の当主がゆっくりと歩み寄ってくる。

「どんな刺客が忍び込んだかと思えば……瓦屋の娘ではないか」

「ち、違います！　違うんです！　これは悲しい誤解が生んだ悲劇なんです！」

　木影は無我夢中で訴えた。

　警察ではなく私人による逮捕とはいえ現行犯、しかも北御門家は司法にも大きな影響力を持っている。このまま留置場に叩たたき込こまれれば、少女の人生など一瞬で蒸発してしまう。

「誤解、とは……？」

　亡者の行き先を決める閻魔えんま大王のように、当主が重々しく訊きいた。

「忍び込んだんじゃなくて……その……迷い込んだんです！　学校に遅刻しそうで慌ててたら、ついうっかり庭を通っちゃってて！」

「うっかり通ってしまうには、我が家の塀は高いと思うが」

　実に五メートル、電流も流れている。

　闇夜やみよに閃ひらめく火花が凶暴だった。

「うっかりよじ登っちゃったんです!!」

　木影は飽くまで主張した。

「それはもはや故意ではないのか」

　当然の反駁はんばく。

「こ、故意じゃないです！　よじ登るのがもう癖くせになっちゃってるっていうか、ちょっと面白そうな情報があったらとりあえず高いところに登って覗のぞいちゃうというか！　今回もほんっとーに悪気はなかったんですけど、気がついたらお庭にまで迷い込んじゃってて！」

「要するに情報が欲しくて侵入したと」


「あうぅぅぅぅ……」



　ぐうの音も出ない。

　進退窮きわまった木影は逃げ場を探すが、完全に取り囲まれている。肝心のターゲットである帝はまだ帰宅していないようだし、助けを求めることもできない。

「このカメラは没収する。北御門家の機密を、外に漏もらすわけにはいかぬからな」

　当主は木影から取り上げたデジタルカメラを操作し、しかめ面で写真を調べる。

「あっ、それはっ……」

　木影は肝きもを冷やして当主の方へ手を伸ばす。

「なんだ」

「いえっ、その……ほ、他ほかのところで撮った写真もあるので、全部没収は困るなあっていうか……も、もちろん、図々しいお願いだとは分かってるんですけど、か、返してもらえないでしょうか……？」


「……………………」



　当主から無言で睨にらみ据すえられ、木影は泣いて土下座した。

「ごめんなさあああああいっ！　わたしがやりましたーっ！　警察、警察だけは！　通報するのだけは許してくださああああいっ！」

　全力の謝罪だった。

　地べたに額を擦りつけて三つ指を突く少女の姿に、警備員たちは引いている。

　だが己おのれにも他者にも妥協を許さぬことで有名な当主は、眉まゆ一つ動かさない。侵入者に憐憫れんびんの欠片かけらも示すことなく、厳然と写真を閲覧し、眼を見開く。

「これは……どういうことだ」

「えっ」

「これはどういうことかと聞いている！」

　鍛え上げられた肩が、憤怒ふんどに燃えていた。当主が木影に突きつけたデジタルカメラの画面には、姫沙きさが帝に抱きついた写真が表示されている。

「えっと……帝くんと姫沙ちゃんのツーショットですけど……」

「なぜこのような状況になっているのだ」

「わ、分かりません。わたしが現場に来たときには、もうそんな感じで……」

「帝を問い詰めてみなければならぬようだな……」

　少年の父は般若はんにゃの顔だった。

　日本の政財界をリードする北御門家の当主が、どうしてここまで怒りを露あらわにしているのか、木影には分からない。けれど、自分がなにか恐ろしいモノを呼び起こしてしまったのは、否いやが応おうでも感じ取れた。







　北御門家、当主の書斎。室町時代の掛け軸が飾られ、当時の将軍家から献上された銘刀の鎮座する和室で、帝は実の父親と対面していた。

「お前、もしや……南条なんじょうの娘とよからぬ関係を持っているのではなかろうな？」

　言い逃れは許さぬとばかりに置かれた写真が、帝の体を凍りつかせる。姫沙とキス寸前まで行ったときの写真。見るだけで、今でも彼女の体温と吐息といきが鮮やかに蘇よみがえってくる。

「南条家は……北御門家の宿敵。その娘と俺おれが妙な関係になることなど、あり得ない」

　帝の背筋を冷や汗が流れた。

「では、なぜ抱き合っている」

「周囲の地盤が緩ゆるんでいた。南条は崖がけ崩れに巻き込まれて俺の上に落下しただけだ」

　当主は厳然と眉根まゆねを寄せる。

「つまり、単なる事故と？」

「ああ」

「キスをしようとしていたわけではないと？」

「ああ」

「南条の娘と定期的に性交をしているわけではないと？」

「してるわけないだろ！」

「帝……お前は……童貞どうていなのだな？」

「心配しないでくれ、父さん。俺は童貞だ」

　帝は父親の目を真まっ直すぐに見て告げた。それだけは紛まごう事なき真実だった。

　そして、真実の言葉は人の心を動かす。

「澄んだ瞳ひとみだ……非童貞の瞳ではない……。噓うそはついておらぬようだな」

「あ、ああ」

　ひとまず疑いは晴れたようで、帝は胸を撫なで下ろす。

　そんな帝の肩に、当主が節くれ立った手を載せる。

「だが……分かっているな？　たとえ事故であろうと、北御門と南条の融和は許されぬ。世間から勘繰かんぐられるようなことは……」

「……重々気をつける」

　父親の指が骨に食い込み、帝は声を絞り出した。北御門家当主の膂力りょりょくは、鍛錬を欠かさぬ帝の肩すらも砕きそうなほど圧倒的だ。

　その激痛が、教えてくれる。

　当主は決して納得していない、道を踏み外すなと警告している、と。

　帝は体をこわばらせ、当主の書斎を後にした。







「はぁ……お父さんからもらったデジカメがぁ……」

　予備のデータディスクも含めて身ぐるみ剝はがされた木影は、とぼとぼと夜道を歩いた。

　追って沙汰さたあると言い渡され、ひとまず警察には突き出されずに解放されたものの、どんな沙汰があるのか予想もつかないから怖い。

　北御門家の絶大な影響力を考慮に入れるならば、ひょっとしたら警察に引き渡された方が安全だったかもしれない。南条家と違ってコンクリ詰めにされることはないだろうけれど……などと思いを巡らすと、不安が募ってくる。

　木影がバス道路から住宅街の方へ入ったとき、黒塗りの車が前方に止まった。

「……っ!?」

　近くには建物があるわけでもなく、停車する理由はない。目的は木影以外に考えられない。木影が慌てて逆方向へ駆け出すと、車は猛スピードで後退してくる。

「ふえええええええ!?」

　肝を潰つぶす木影。道の真ん中でへたり込んでしまう。

　車が木影の隣までやって来ると、後部座席の窓が開いた。

　中から冷徹な眼差まなざしで見下ろしてくるのは、北御門家の当主。その険しい眉間には、先程よりもさらに深い皺しわが刻まれている。視線だけで脳天に大穴が空きそうな、強烈な眼光。

「ごめんなさい、ごめんなさい、殺さないでください！」

　木影は命乞ごいした。

「殺すなどといった非道な行為に、北御門が手を染めるわけがなかろう」

「そ、そうなんですか？」

　当主はそそりたった鼻を鳴らす。

「せいぜい、全国の監視網を駆使して瓦屋一族の盗聴や盗撮等の証拠を確保、一族もろとも刑務所に封じ込めて二度と出てこられなくするだけだ」


「それだけは────────────っ!!」



　木影は悲鳴を上げた。

　確かに法律に則ってはいるが、殺されるのと同じくらい暗黒の未来。自分の過ちで家族の団らんが全滅してしまうのは堪えられなかった。そして瓦屋一族は情報屋であるからにして、その種の法律で叩かれたら手も足も出ない。

「だが、お前が北御門の未来のために協力するというのなら、今回の件に関しては目をつぶっても構わない」

「な、なんでもします！　お屋敷のお掃除ですか!?　帝くんの鞄かばん持ちですか!?　あっ、帝くんの専属メイドになってご奉仕とかも、全然大丈夫です！　頑張ります！」

　垂らされた蜘蛛くもの糸に、木影は無我夢中ですがりつく。

　当主が濃い眉を上げた。

「なんでもすると……言ったな？」

「は、はい！　暗殺とかは……やったことないですけど、頑張ります！　わたしのご先祖様は江戸時代にそういう仕事もしてたみたいですしー！」

「暗殺はせずともよい。北御門は非道に手を染めないと言っておる」

「ありがとうございますー！　じゃあなにをしたらいいんですかー！」

　必死だった。もう自分がなにを喋しゃべっているのかもよく分からなかった。

「確か、お前は帝と同じクラスだったな。静川しずかわ殿の令嬢や、南条の娘もいたはず」

「そ、そうですね……」

　木影は固唾かたずを呑のむ。いったいどんな無理難題を押しつけられるのか怖くてしょうがないが、こうなってしまった以上は従う他ない。

「お前には、帝の恋愛事情の監査を申しつけたい」

「れんあい……じじょう……？」

　木影はぽかんと口を開けた。

「帝と南条の娘が良からぬ仲になっていないか、つかず離れず密ひそかに監視し、決定的な証拠を摑み、私に報告するのだ」

「良からぬ仲って……お互いの脳味噌をスプーンで食べさせ合う仲、ってことですか？」

「そのような異常な仲ではない」

　当主は若干青ざめた。

「異常じゃないですよー！　こぐま座シリウス星人の世界ではよくある犯罪です！　脳の交換は個人のプライバシーの侵害に当たるとしてシリウス星では禁止されているってＮＡＳＡの極秘情報で──」

「宇宙の話はしていない。話をはぐらかすつもりか」


「あぅぅ……」



　一刀両断。

　話をはぐらかすつもりなんてなかったのに、耳寄りな情報を教えたかっただけなのに、と木影は悲しい気持ちになる。

「要するに、帝と南条の娘が恋仲になっていないかを監視してもらいたいのだ」

「ええっ!?　帝くんと姫沙ちゃんって付き合ってるんですか!?　えーっ、えーっ？　だったら言ってくれればいいのにーっ！　えーっ、いつの間にーっ!?　二人は両家の公認なんですか!?　デートとかしちゃってるんですか!?　教えてください！」

　木影は夢中で身を乗り出した。情報屋一族の、そして女の子の血が騒いでいた。

「いや……教えるほどの情報がないからお前に調査を依頼している」

「なんだぁ……」

「なんだとは……」

　がっかりする木影に、当主は頰ほおを引きつらせる。

　諦あきらめたように大きくため息をつき。

「……やはり昔から瓦屋の人間は苦手だ。しかし、この問題はお前が適任なものでな」

　木影は自信たっぷりに胸を叩いた。

「はい！　調査ならまっかせてください！　わたし、そういうの大得意ですから！」

「知っている」

「ミステリーサークルの鑑定も得意ですから！」

「それはどうでもよい」

　なかなか北御門家当主を宇宙の道に引っ張り込むのは難しそうだった。帝に宇宙の話をしてもやはりスルーされてしまうし、これも血筋というものだろうかと木影は頭を振る。

　当主は重々しく咳払せきばらいした。

「調査に並行して、お前には帝の恋愛工作も依頼したい」

「帝くんと姫沙ちゃんの恋のキューピッドになれってことですね！　分っかりました！」

　木影は鼻息も荒く引き受ける。

「そうではない。帝と静川殿の令嬢……凛花りんか殿の仲を取り持ってほしいのだ」

「そっちですかー」

「当然だろう。帝と凛花殿は婚約者同士なのだから。日本の命運は二人の縁談が上手うまくいくかどうかにかかっている」

　壮大なスケールの物言いに、胸を高鳴らせる木影。

　固く手を握り締め、恐る恐る尋ねる。

「つまり……わたしが日本の救世主になると……？」

「まあ……ああ……そうとも言えるかもしれん……」

　なぜか当主は苦虫を嚙かみ潰したような顔をしていた。

「その任務をこなせば、わたしは警察に通報されなくて済むんですよね？　瓦屋家はお取り潰しにならないんですよね？」

「無論。それだけではなく、成功時の報酬として、お前には『北御門家・専属情報官』の立場を約束しよう」

「専属情報官……？」

　木影はぼんやりと繰り返す。

「北御門家に流れ込んでくる政財界の情報を、優先的にお前に提供し、北御門家の各種情報戦にも尽力してもらう、といった立場だ。情報屋の卵であるお前にとって、これ以上の報酬はないと思うが」

　その通りだった。これまで帝の周囲を嗅かぎ回り、車のトランクに忍び込んだり教室の屋根裏から監視を続けたりしてきたのも、北御門家が政財界のハブ、中心点ともいうべき存在だから。

　そんな北御門家から、情報を直々にもらえる。

　覗き見する必要さえなく、口を開けていれば空から降ってくる。

　まさに情報屋の理想郷、恐るべき幸運。

　木影は涙を流して首肯する。

「はい……はい……。ありがたくお請けさせていただきます……。わたしは世界一幸せな女の子です……。お小遣こづかいはたいてアンドロメダ星雲の幸せの石を買った甲斐がありました……」

「残念だがそれは詐欺だ」

　北御門家の当主は窓を閉める。

　黒塗りの車が走り去り、その姿が見えなくなるまでずっと、木影は両手を合わせていた。
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　南条なんじょう美月みづきの部屋は混沌だ。

　壁には最近夢中でプレイしているスマホゲーム『スウィート・ブラッド・ワールド』のポスターが貼はられ、昔はまっていたゲームのポスターも貼られ、水族館の真珠取りで手に入れた真珠のパックやら、街角でもらった可愛かわいいメイドカフェのチラシやら、お洒落しゃれな飴あめ玉の包み紙やら、美月が気に入ったモノが無秩序に貼られている。

　しばらくは帝みかどの写真も大きく印刷して飾っていたのだが、貼り出す度に姉に没収され、部屋中を捜索されてデータディスクを取り上げられたので、今の美月はスマホで帝の写真を眺めるだけで満足している。

　壁だけではなく、床も棚もベッドの上もカオスの極きわみ。

　服は脱ぎっぱなしだし、漫画は読みっぱなしだし、マーブルチョコは大量に散らばっている。頻繁にメイドが片付けてくれてはいるのだが、美月は十分もしないうちにまた散らかしてしまう。そもそも整理する必要性を感じない。

　そんな密林の奥地──本人にとってはこの上なく心地良い巣──で、美月が寝っ転がって帝とのツーショットプリを眺めていると。

　音もなく扉が開き、姫沙きさが部屋に現れた。

　美月は飛び起きる。

「おねーちゃん！　珍しいじゃん、どうしたのー？　遊びに来てくれたのーっ？」

　大喜びで姉に駆け寄ろうとすると、それより速く姫沙が美月の背後に回り込んだ。美月を羽交い締めにして動きを封じ、両目に暗器を突きつける。

　寸止めである。美月の眼球の一ミリ先に、アイスピックの鋭い刃が輝いている。

　美月は逃れようとするが、南条家の暗殺術を究めた姫沙の拘束は微塵みじんも揺るがない。

「おねーちゃん、また固め技巧うまくなったね！　なになに、この遊び？　アタシ殺しごっこ？」

「遊びじゃないわ、本気で怒ってるのよ！」

「やったー！　おねーちゃんが怒ったー！　アタシ、どんなすごいことしたの？　まだ帝くんとはえっちもしてないし……もっとすごいこと？」

「それ以上にすごいことなんてないし、やったら南極の永久凍土に埋めるわ！」

「えー、じゃあなんだろ？　帝くんに後ろから近づいて『だーれだっ？』って目を塞ふさいだのを怒ってるの？　どさくさに紛まぎれて抱きついたら、帝くん真まっ赤かになってさー。もー可愛いの！　ついでに帝くんの膝ひざにも乗っちゃった！　えへへー！」

「私をわざと怒らせようとしてるわよね!?」

「うんっ！」

　美月は元気にうなずいた。基本的に妹に興味のない姫沙だが、怒っているあいだだけは構ってくれる。それはとても嬉うれしいことだ。

「最近、妙な気配を感じるのよ。誰だれかに覗のぞかれてるみたいな……。変質者かとも思ったんだけど、女物の化粧品の匂においがしたし……美月が覗いてるのよね？」

　姫沙の固め技が力を増した。下手な返事は許さないとの警告だ。

「覗いてないよ！　アタシがおねーちゃんの裸を見たかったら普通にお風呂ふろに突っ込むよ！」

「裸の話をしてるんじゃないのよ！　私の情報を探ってるんじゃないかって聞いてるの！」

「探ってないよー。そんなヒマあったら帝くんとチャットでもするしー。てゆーか帝くんと通話してた方が楽しいしー。昨日も三時間お喋しゃべりしてたんだよ！　帝くんは切りたがってたけど、頑張って引き留めたの！」

　美月が自慢すると、姫沙は歯ぎしりする。

「どうしてクラスメイトの私より美月の方が帝と喋ってるのよ！」

「帝くんに愛されてるから？」

「愛されてないわよ！」

「結局男は若い子が好きだから？」

「私だって若いわよ！」

　ぜーはーと姉が息を切らす。

　美月は首を締めつけてくる姉の腕にしがみつく。

「なんか、こうしてると、おねーちゃんにぎゅーってハグされてるみたいだねっ！　これが姉妹しまいの絆きずなってヤツなのかな？」

「あなたの頭の中はベニテングタケでも生えているの……？」

　姫沙は心底恐ろしいといったふうにつぶやいた。そのあいだに美月は姫沙の拘束からするりと抜け出し、勢いよくベッドに飛び込む。

　姫沙は疲れたようにベッドの端に腰掛けた。ただしアイスピックは握り締めたまま。

「とにかく、覗きは美月の仕業しわざじゃないのね？」

「もちろん！」

「誓える？　もし噓うそだったら生きたままマントルに送り込むけど」

「誓えるよ！　命にかけて！　南条美月は覗きはやっておりませんっ！」

　美月は笑顔で敬礼した。人類史上初のマントル探検は挑戦してみたい気もするが、今月はスマホゲームのイベントで走らなければならないので無理だ。

「だったら……いったい誰がこの私を、闇やみの女帝の後継者を探っているのかしら……？　Σシグマに正体を突き止めさせないと……」

　姫沙は顎あごをつまんで考え込む。Σシグマは南条家の私兵部隊の隊長だ。

「まーまー、難しいことはいいじゃん。それより遊ぼうよ！　帝くんとデートしたときの写真を街中の監視カメラから集めたから、一緒に見よっ？」

「ただの拷問ごうもんよね!?」

「拷問じゃないよー、ノロケだよー。ほら、まずは帝くんとアタシがポテトを口移しで食べようとしてるときの写真から……」

「燃やす！　部屋ごと燃やすわ！　確か倉庫に火炎放射器が……」

「それ家ごと燃えちゃうよー！」

　廊下へ駆け出す姉を、美月は猛スピードで追いかけた。







　自分のクラスの教室に登校すると、帝は姫沙の席へ密ひそかに近づいた。

　北御門家当主に関係を疑われているのを警告しておかなければならないが、あいにく姫沙との連絡手段がない。美月を通すという手もあるが、今回の議題は伝言ゲームにするには繊細だ。

　帝は姫沙の背後で声を潜める。

「……姫沙」

「きゃっ!?」

　姫沙は小さな悲鳴を漏もらして椅子から跳び上がった。

　振り返るや、警戒心も露あらわに半歩後じさる。

「い、今、私の命を狙ねらっていたわよね？」

「誰がクラスメイトの命を狙うか！」

「じゃ、じゃあ……私の髪の匂いを嗅かごうとしていたわよね？」


「誰がお前の髪の匂いを…………嗅ぐか！」



　即時否定できなかった帝である。

　正直、姫沙の使用しているシャンプーの銘柄については並々ならぬ興味がある。しかしそのことを悟られては北御門男児としての恥なので、努めて真面目まじめな表情を保つ。

「ちょっと……二人だけで話がしたいんだ」

「えっ、それって……」

　姫沙の頰ほおが真っ赤になった。

　明らかに告白かなにかと勘違いした顔だった。

「いや、違うからな!?　そういうアレじゃないからな!?」

「え、ええ、分かっているわ！　恥ずかしがらず言って頂戴！　帝ならきっとできるから！　こ……から始まる話よね!?」

「全然分かってない！」

　帝は自らも高熱に苛さいなまれながら教室を出た。

　わずかに距離を置いてついてくる姫沙。いつもの減らず口はどこへやら、伏し目がちに唇を結び、帝が見やるとさっと視線をそらす。

　可愛い。

　可愛いが、違うのだ。今回の案件はまったくの別件なのだ。

　帝はやるせない思いと羞恥心しゅうちしんにかき乱されつつも、手近の資料室に姫沙を連れ込む。中は棚と教材と本だらけで、うっすらと床にホコリが積もっていた。あまり人の出入りはないようだし、ここなら密談に打ってつけだ。

　姫沙は壁に背中を預け、指でくるくると髪の毛先をいじる。

「は、はい……どうぞ。しっかり聞いておくから、一世一代の告白をなさい。一生の思い出に残る、最高にロマンチックな告白がいいわ。下手な告白したら殺すわよ」

　完全にスタンバイＯＫだった。

　誤解なのに全力でプレッシャーをかけてくるのが姫沙流だった。

「とりあえず……告白ではないからな？」

「あなたは……なにを言っているの……？」

　頭大丈夫？　とでも問いたげな表情。

「ちょっと、うちの父さんから、北御門家の当主から呼び出されてな。俺おれたちの行動について注意した方がいいと思って、相談を……」

「本当に……告白じゃないの……？」

「ああ」

「本当に本当に？」

「北御門の名にかけて真実だ」

　帝が神妙に告げると、姫沙の目が怒りにつり上がる。

　すらりとした脚が、床を砕く勢いで踏み下ろされる。

「信じられないわ！　期待させるだけ期待させておいて、あなたはそれでも男なの!?」

「期待……したのか……？」

　姫沙は肩を跳ねさせた。

「き、期待はしてないわ！　私は！　全然！　でも普通の女の子なら、今の状況ですごく期待するでしょう!?　そこを帝は踏みにじったのよ！　この……女の敵！　史上最悪の人類！　脊椎せきつい動物にも値しない下等生物！」

「えええ……」

　さすがに言われすぎではないだろうかと帝は思った。

　しかしそこまで過剰な反応を見せるということは、やはり姫沙も少なからず緊張してくれていたのかもしれない……なんて思うと、耳たぶが妙に熱くなってくる。

　帝は咳払せきばらいして話を仕切り直す。

「とにかく、父さんが疑ってるんだ。俺と姫沙がその……良からぬ関係じゃないかって。あのときの写真まできっちり押さえられていた」

「あのときって……？」

　姫沙は不思議そうに首を傾げた。

「だから……あのときの写真だよ。ほら、俺が寺で修行をしていたときの……」

「修行中の写真を見られてなにか困るのかしら？」

「そうじゃなく！　つまり……だな……」

　帝は言葉を濁す。姫沙とキス寸前までいった瞬間の写真だと伝えたいが、はっきり口に出すのは羞恥心が許さない。必死に他ほかの表現を探す。

「姫沙が俺を……治療しようとしたことがあっただろ？　その……粘膜と粘膜を接触させることによる医療行為というか……」

　余計に恥ずかしい言い方になってしまった。

　姫沙も顔を赤くする。

「あ、ああ！　あのときの写真!?　よ、よく存じ上げているわ！　ええ存じてますとも！」

　動揺のあまり日本語がおかしくなっていた。帝から逃げるように壁に背中を押しつけ、瞳ひとみをさまよわせる。口をとがらせ、うわずった声で主張する。


「で、でも、違うのよ？　キ、キキキキキスとかそういうのじゃ決してないから！　あのときしようとしていたのは、本当に医療行為！　そ、そう！　まずは帝が正常かどうか確かめるため、おでこで熱を測ろうとしてたの！　私のおでこの計測精度の高さといったら、世界一だからね！　なにせ私の脳内には最先端のサーモスタットが埋め込まれているから！　これこそが南条家の科学力の成せる技であり、私の偉大さの顕現けんげんなのよ────────!!」



　息もつかせぬマシンガントークを繰り出すほどの必死さである。

　──このまま押さえ込んでキスしてえ！

　帝は己おのれの破滅的な衝動と全力で抗あらがった。

　それはいけない。自分からキスしてしまったら、恋愛ゲームは即座に帝の負けになる。今の慌てっぷりだって、帝を籠絡ろうらくするための姫沙の計略かもしれないのだ。


「うぅぅぅぅぅぅ……」



　姫沙は情けない声を漏らしながらうずくまってしまった。

　膝と両腕で紅潮した顔を隠し、細い肩を震わせる。

　──いや……計略じゃないなこれは。素だな。

　そう気付くと同時、帝も資料室から飛び出して顔面を隠したくなる。陽ひも昇りきっていない朝っぱらだというのに、今日の学校は妙に蒸し暑い。

　復帰まで十分ほどかかっただろうか。

　なんとか落ち着いた姫沙は、ほっぺたを両手で叩たたいて冷ましながら立ち上がった。やはり帝には目を合わせようとはせず、懸命に平静を装って尋ねてくる。

「そ、それで？　北御門家の当主にはちゃんと誤魔化ごまかしたのかしら？」

「努力はした。キスも、その……、同衾どうきんもしていないと説明した」

「す、するわけないじゃない！　まだ結婚だってしてないし！　付き合ってさえいないし！　早すぎる！　まだ早すぎるわーっ！」

「まだ……？」

　それはすなわち、交際さえ始めればそういうことをするのもやぶさかではないのだろうか、むしろしたいのだろうか、と帝は考えてしまう。ピンク色の思考で脳が占領されそうになるが、今は白昼夢を見ているときではない、現実を見て対策を練るときだ。

「……でも、父さんを納得させることはできなかった。次なにかあれば終わりだ。恋愛ゲームで闘っているということまで調べ上げられて、北御門家に介入される」

「まずいわね……両家に勘付かれたら勝者なしのゲームオーバーだわ」

　姫沙は表情を引き締めた。普通の少女のように揺れていた瞳に、南条家らしい叡智えいちと敵意が宿る。

「……実は私も、気になる情報を摑つかんでいたのよね。帝には関係ないかもしれないから、言うべきかどうか迷っていたのだけれど」

「なんだ？」

「どうも最近、私の周りを瓦屋かわらやさんが嗅ぎ回っているみたいなのよ。やけにしつこいから、うちの私兵部隊に調べさせたら、瓦屋さんに調査を依頼した人がいるらしくて」

「まさか……父さんか？」

　帝が頰を引きつらせると、姫沙はうなずいた。

「北御門家の当主と瓦屋さんが密談している現場を、私兵部隊が突き止めたわ。てっきり南条家の秘密を暴あばこうとしているのかと思っていたけど……違うみたいね」

「俺たちのことを……調べさせている……」

　臓腑ぞうふが冷たくなる帝。

　いつの間にか、事態は恐ろしいところまで進んでいた。姫沙という最凶にして最愛の敵、そして新たに参戦してきた美月や凜花りんかといったプレイヤーにばかり気を取られているあいだに、背後には政界最大の脅威が忍び寄っていたのだ。

「このままじゃ……恋愛ゲームの続行さえ厳しいな……」

　姫沙はにこやかに微笑む。

「ええ。さくっと瓦屋さんを抹殺まっさつしましょう」

「お前は笑顔でなにを言っているんだ！」

「あら、伝わらなかったかしら？　やっぱり私以外の人類は愚かで理解力が足りないのね。分かりやすく言うと……瓦屋さんを暗いところで襲って八つ裂きにしましょう？」

「それは最初から伝わってる！　瓦屋はクラスメイトだからな!?　父さんに依頼されて仕事してるだけで、特に罪もないヤツだからな!?」

　帝は暗殺計画を水際で食い止めようとするが、姫沙の眉間みけんの皺しわは消えない。むしろますます表情は険しくなり、人形のように端正な顔立ちから憤怒ふんどの魔王のオーラが滲にじみ出す。

「いいえ、最悪の大罪人よ。小林こばやし一茶いっさは言ったわ……人の恋愛ゲームを邪魔する奴やつは、馬に嚙かまれてミンチになれ、と」

「小林一茶はそんな無慈悲な句は詠よまない！　あとそれは詠み人知らずだ！」

　そもそも正しくは、『人の恋路を邪魔する奴は馬に蹴けられて死んじまえ』という都々逸どどいつである。

　それはそれでどうかと思う帝だが、気持ちは分からないでもない。自分がなんとしても手に入れたい人、実現させたい関係を、横槍よこやりで失ってはたまらない。

　姫沙は腰に手を当てる。

「じゃあ、どうするのよ！　殺す以外の選択肢があるなら教えてほしいわ！　ほら、ないでしょう？　大丈夫、クラスメイトのよしみで苦しませず即死させてあげるから！」

「クラスメイトのメリットほとんどないな！」

「拷問がないのが優しさよ」

「優しさの水準が悪魔すぎる！」

　しかしそんな少女に惚ほれてしまった帝も帝なのだが。光の北御門家とは対極に位置する存在なのに、どうしてここまで可愛く感じてしまうのか。とかく人の心は難しい。

「父さんの疑いを晴らす方法は、他にもいろいろあるだろ？　たとえば……そうだな……、俺と姫沙が瓦屋の前で喧嘩けんかしてみせるとか」

「み、帝と殺し合いを……？　上手に殺せるかしら……」

「そこまで行かんでいいし、お前はなんの心配をしているんだ！　仲が良すぎるんじゃないかと勘繰られてるんだから、仲が悪いところを見せればいいんだよ。口喧嘩とか、そっけない態度とか、たまには姫沙が俺を殴ってみたりとか」

「え……？　帝は女の子に殴られたい人なの……？」

　姫沙は目を見張った。

「その言い方はおかしいだろ！」

「え、ええ……おかしいわよね……女の子に殴られて嬉しくなるなんて……。本当は私に靴で踏まれて罵ののしられたかっただなんて……。でもまあ……大歓迎よ！」

「歓迎するな！　違うから！　俺はそういう趣味じゃないから！」

　艶美えんびに笑う姫沙。

「問題ないわ。私は闇の女帝になる女……奴隷となった帝を調教するのは主の務めだものね。その予行演習ということよね」

「違うと言ってるだろ！　演技だ演技！　瓦屋に思い込ませるだけでいいんだ！」

　北御門家の教育方針に沿って体は鍛え上げている帝だが、闇の支配者たる南条家の攻撃を受けたらお互い無事では済みそうになかった。

「分かったわ。死ぬ気で喧嘩をしましょう」

「分かってくれてなによりだ……」

　死ぬ気で、というところが気になるが、これ以上の配慮を求めても仕方ない。

　宿敵たる北御門家と南条家、史上初の共同作戦の開始だった。







　帝と姫沙は、二人の関係を怪しまれるのを避けるため、きっかり五分の間隔を置いて教室に帰還した。それぞれが教室の端と端に分かれる。

　警戒を悟られぬよう、帝は視界の隅で木影こかげの姿を視認した。

　木影はいつも通りカメラを構え、帝の様子を窺うかがっている。それだけではなく、今日は姫沙の方もしきりに見ているから、やはりターゲットが二人なのは間違いない。

　木影の注意が一瞬離れた隙すきに、帝は姫沙とうなずき合い、疑似戦争の火蓋ひぶたを切った。

　窓際に歩いていく帝、廊下に出ていこうとする姫沙。二人の距離が互いに近づく。すれ違いざまにぶつかって口論を始める流れだろう、と帝は身構える。

　だが、姫沙は帝の少し前で仁王立におうだちし、真まっ直すぐに帝を指差しながら。

「あなたの目つき……気にくわないわ！」

　物凄い言いがかりをつけてきた。

　さすがにそれは無理があると感じる帝だが、やりきるしかない。精一杯反っくり返り、全身から威圧的な空気を滲ませて姫沙を見下ろす。

「俺の目つきに、なにか問題でも……？」

「ほら、その目よ！　自分がこの国の帝王だとでも思っている傲慢な目だわ！　全人類を見下している目だわ！　この宇宙の支配者は……私一人だけなのに！」

「お前の方が傲慢だよな!?」

　国家どころか宇宙レベルの尊大さだった。

　帝の指摘に勢いを削がれることもなく、姫沙は迫ってきて至近距離から帝を睨にらみ上げる。その挑戦的な眼差まなざし、赤々と燃えた頰、尖とがらせた唇に、帝は鼓動を速める。

「目つき以前に顔も気に入らないわ！　なんなのその顔？　えーと、えーと、目が二つあって、鼻が一つあって、口が一つあって……見ているだけでムカムカするわ！」

「いや普通だろ！」

「普通なのがダメなのよ！　無個性なのよ！　格好悪い、わ！」


「ぐうっ……！」



　心臓に特大のミサイルが撃ち込まれた。帝は胸を押さえ、衝撃で数メートル吹き飛ばされる。

「帝くん!?　大丈夫ですか!?　どうしたんですか!?」

　木影がびっくりして駆け寄ってくる。

　彼女に手を貸してもらって立ち上がりながら、帝は切れ切れの声を出す。


「大丈夫だ……このくらいの傷……ッ！」




「どうして血を吐いてるんですか!?　傷ってなんですか──────!?」



　木影は混乱している。

　心の傷だった。姫沙の罵倒は無茶苦茶なのに、木影を騙だますための演技だと分かっているはずなのに、『格好悪い』という言葉の響き自体が帝の心に突き刺さったのだ。

　他の人間に言われるなら、なんの問題もない。その言葉がよりにもよって姫沙から放たれたという事実に、帝の意識は凄すさまじいダメージを受けていた。

　帝は必死に理性を搔かき集あつめ、戦線に復帰する。

　喧嘩をしなければならない。木影に見せつけなければならない。

「そ、そういう南条も……性格の悪さが滲み出ていて、まったく可愛くない、ぞ」

「えっ……」

　姫沙の目がじわりと潤む。肩が震え始め、唇をきつく嚙み締しめる。

「か、可愛くない……。そうよね、素直な静川さんの方が、やっぱり可愛いわよね……」

　本当に悲しそうな、傷ついた表情。

　──いや可愛いから！　めちゃくちゃ可愛いからな!?

　即刻訂正したくなるのを、帝は意思の力を振り絞って堪える。両手を握り締めて手の平に爪つめを食い込ませることによる激痛で自らの愚行を抑え、勝手に動き出そうとする舌を嚙みしだくことで言論を封殺する。


「かはっ……！」




「帝くーーーーーーーーん!?　さっきよりいっぱい口から血が出てますよーっ!?」



　木影は跳び上がった。

　周囲のクラスメイトたちも、南北の壮絶な闘争、帝が舌を嚙み切るほどの舌戦に、恐れを成してざわめいている。

「これは……いったい……？」「俺たち程度では、割って入ることもできやしねえ！」「ついに世界が終わるのか……」「家族に！　家族に電話をさせてくれ！」「まだ死にたくない！」

　絶望におののきながら、ただ傍観するだけの生徒たち。それはあたかも、ラグナロク始まりし刻に自らの無力を悲嘆する人間たちの姿のよう。

「うふ……うふふふ……私を怒らせるなんて、北御門さんはよっぽど死にたいのね……」

「それはこっちの台詞せりふだ。北御門家を軽んじた罪、必ずやその未来で償わせよう……」

　不敵な笑い声と共に教室の左右に分かれながらも。

　実のところクラスで最も損傷を受けているのは、帝と姫沙だった。







　それからというもの、南北の戦いは激しさを増していった。

　掃除の時間、生物の教室で姫沙や木影と同じ班になった帝は、早速戦争を仕掛ける。姫沙が雑巾ぞうきんでから拭きした机に指を載せ、端から端まで流麗りゅうれいに滑らせてから、指の腹についたわずかな塵ちりを眺めて眉まゆをひそめる。

「ホコリが残っている。やり直し」

「あなたは姑しゅうとめなのかしら!?」

　姫沙が帝に雑巾をぶん投げた。

　帝は肩を少し動かすだけで雑巾を避け、冷然として姫沙を見据える。

「机を拭くのは南条の担当だったはずだ。お前には、非の打ち所のない完成度で任務を仕上げる義務がある。さあ、今すぐ教室中のすべての机を拭き直せ」

「はあ!?　そんなに気になるなら、自分でやればいいじゃない！」

　姫沙は肩を怒らせた。

　帝は静かに首を振り、屈かがんで床に指を這はわせる。指の腹に塵は……欠片かけらもない。

「見ろ、これが完璧かんぺきな仕事だ。そして俺には床を完璧に仕上げるという義務がある。残念だが、南条の作業まで手を貸す余裕はない。……分かるな？」

「分からないわよ！　ちまちまちまちま、うるさいこと言って！　みみっちいわ！　それでも男なの!?」

「くっ……」

　帝はたじろいだ。北御門の後継者たる者、いかなる日本男児よりも益荒男ますらおであれと教え込まれて育っている。男らしさを疑われるなど、一生の不覚。しかも姫沙から、である。

　──待て待て、落ち着け。これは演技だ。姫沙も本気じゃない。

　帝は心の中で懸命に言い聞かせ、ダメージを和らげる。自分で自分に優しくしなければ、誰も優しくしてくれない。下手すると舞台で心が折れてしまう。そんな心境だった。

「わ、わたしは清潔感って大事だと思いますよー？　几帳面きちょうめんなのも悪くないかとー……」

　木影がおずおずとフォローしてくる。

　監視者が近くにいる以上は、作戦を続けなければならない。今こそが姫沙との不仲をアピールするチャンスだ。帝は両手を気障きざったらしく上げて応戦する。

「そ、そういう南条も……もう少し女子力というものを磨いた方がいいんじゃないか？　いくらお嬢様だからといって掃除の一つもできないようでは、女子力がなさすぎる」

「じょ、女子力は……あるわよっ……」

　姫沙が涙ぐんだ。肩を縮めて人差し指を突き合わせる。

「そ、そりゃ、弁当だってあんまり上手に作れなかったし、裁縫もできないし、人形やヌイグルミを見てもサンドバッグぐらいにしか思えないけど……これでも女だしっ！　か、可愛い服とかは、普通に好きだもの！」

「あ、ああ、そうだよな……女子、だよな……」

　帝は焦あせった。

　非常にやりづらい。演技とはいえ攻撃されるだけで計り知れない損害が生じるし、姫沙がへこむところを見るのは苦しい。この作戦は命がけだ。

「というわけで、理不尽な侮辱ぶじょくをした北御門さんを殺すわ！」

「論理の飛躍が理不尽すぎる！」

　姫沙が恐るべき勢いで襲いかかってきた。少女とは思えない速度で帝の懐ふところに潜り込み、手に握った暗器を繰り出してくる。帝はとっさに姫沙の手首を摑んで止めた。

　暗器──毒々しい輝きの液体が満たされた注射器から、微かすかに飛沫しぶきが散る。

　帝は肝きもが冷えるのを感じた。なんの薬品をぶち込まれそうになっているのかは不明だが、南条家が所持しているからにはまともな液体のわけがない。

　姫沙の侵攻を食い止めながら、顔を寄せてささやく。

「お、おい……まさか本気で怒ってるとかじゃないよな？　演技だよな？」

「ええ、演技よ……半殺しくらいで止めるわ……」

　全力で注射器を帝の首筋に届かせようとしてくる姫沙。

　はー、はーっ、と口から熱い吐息といきが漏れている。

　およそ九十五パーセントは本気である。鮮烈な怒りにたぎった瞳が美しい。

　注射器を奪い取ろうとする帝の手を、姫沙がもう片方の手で握り締める。タイツの脚を踏ん張って揉もみ合あいになる。

　木影はおろおろと二人を見回した。

「ちょ、ちょっと、喧嘩はダメですよ～っ」

「誰のせいよ！」「誰のせいだ！」

　姫沙と帝は手を握り合ったまま木影を睨んだ。シンクロ率は百パーセントだった。

　木影はぽかんとする。

「え……？　誰のせいって……？」

「あっ」

　二人は我に返って互いの手を放す。

　あまりにも平常心を失っていて、口を滑らせてしまった。しかも非常事態とはいえ姫沙の手を握るなど、今さらながら首筋が熱くなってくる帝である。

「だ、誰のせいってその……北御門さんのせいよ！」

「いや、南条のせいだ！　つまらない喧嘩を吹っかけてくる南条が悪い！」

「北御門さんが私に従わないからでしょう!?」

「南条がふざけた掃除をするからだ！」

　二人は言い争いながら、靴音も荒く特別教室を飛び出す。


「…………掃除は!?　まだ終わってないですよー！　帝くーん！　姫沙ちゃーん!?」



　残された木影が必死に呼びかけた。







「……帝様。ひょっとして、南条さんと喧嘩でもなさいましたか？」

　体育館でバスケットの時間。凛花は帝の隣に腰を下ろすなり、気後きおくれがちに訊いてきた。

　凛花には本当の事情を話しておこうかと思う帝だが、数メートルと離れていないところから木影が監視していることに気付く。

　食い入るような視線、体操服の胸元むなもとに構えたカメラ。木影が男なら問題だし、男でなくても問題なのだが、教師も諦あきらめているのか注意しようとしない。

　婚約者に誤魔化すのは気が引けるが、敵を騙すにはまず味方から。

　帝はぎこちなくうなずく。

「あ、ああ。まあ、そんなところだ」

「なにがあったんですの？　わたくしでよろしければ、お話ぐらいは聞けますわ」

「いや……大丈夫だ。外に出すような話でもない」

「そう……ですの」

　凛花は悲しそうに目を伏せた。

　帝は罪悪感を覚える。せっかく気遣ってくれているのを無下むげにするのが申し訳ない。この凛花という許婚いいなずけは、恐るべき善人なのだ。いっそ姫沙のような魔女なら、化かし合いをすることにも抵抗がないのだけれど。

　凛花が元気に顔を上げる。

「でも、これは素晴らしい機会ですね！」

「え？」

「帝様が南条さんと仲違なかたがいをされている……つまり、わたくしは今、帝様にどれだけ近づいても許されるということですわ。帝様のお子様だって作り放題ですわ！」

「一応は校内なんだから言葉を選ぼうな！」

　人差し指を口元に添え、小首を傾げる凛花。

「帝様のお子様を……産み放題？」

「選べてない！　余計に酷ひどくなってる！」

　帝は羞恥しゅうちに身が灼やけるのを感じた。

「いずれにせよ、この機を逃すわけにはいきませんわ。帝様は南条さんのことをお嫌いになったのですし、南条さんの邪魔も入りませんもの」

「嫌いになったわけじゃ……」

　帝は小声で訂正しようとするが、それより先に凛花が帝に肩を寄せてくる。

　体操服の半袖はんそでから伸びた、ひんやりとした腕が、帝の腕に触れた。

　透明感に満ちた純白の脚が、帝の脚に押しつけられる。しっとりと艶つやを帯びた肌はまるで吸い付くようで、彼女の奥底に燃える熱を抗いようもないほどに伝えてくる。

「お、おい。くっつきすぎだ」

　帝が咎とがめると、凛花は濡ぬれた瞳で上目遣うわめづかいに覗いてきた。

「……いけませんか？　喧嘩をなさっていても、やっぱり帝様は南条さんのことを愛していらっしゃるのですか？」

「そういうわけでも……ないが」

　木影が二人の話を聞こうと身を乗り出してくるのが見え、帝は肝を冷やした。

　強く突っぱねて、凛花に姫沙のことをこれ以上喋られるのはまずい。凛花が帝の想おもいを皆に黙ってくれているのは、飽くまで彼女の厚意にすぎない。やろうと思えば、凛花はいつでもすべてをぶちまけて、恋愛ゲームを終了させられる。

「でしたら、許婚のわたくしが帝様に寄り添っているのは自然なことだと思いますわ。二人を阻はばむ障害は、もう何一つ存在しないのですから」

　凛花はますます帝に体を密着させ、嬉しそうに微笑む。彼女の涼やかな髪の香りが、帝の鼻腔をくすぐり、本能を鮮烈に刺激してくる。

「帝様はお嫌ですか、わたくしとこうしているの。気持ち悪いとおっしゃるのでしたら、すぐにやめます」

「……気持ち悪くはない」

「よかった……。わたくしは、とても心地良いです。胸がどきどきしています……」

　凛花は恥ずかしそうに頰を染めた。

　このような美しい少女に真正面から迫られて、男として悪い気がするわけもない。

　けれど、怖いのだ。さっきから姫沙が試合中だというのに強烈な殺意を向けてきているのだ。嫉妬しっととは違うだろうが、恐らく将来の奴隷を奪われそうになって激怒している。

　敵チームがバスケットゴールにシュートを放ち、外した。

　リバウンドしたボールを取った姫沙が敵のゴールを目指す……ことなく、そのまま帝に全力でぶん投げてくる。

　帝は回避しようとするが、凛花が腕にしがみついているせいで敏速に動けない。ボールが顔面に叩き込こまれ、のけぞった視界に天井てんじょうが映る。

「南条さん!?　なにをなさっているのです!?」

　凛花が驚きの声を上げた。

　姫沙は腰に手を突き、もう片方の手をわざとらしく差し上げる。

「あら、ごめんなさい。敵のチームにぶつけようとしたのだけれど、勢い余って北御門さんに当たってしまったわ」

「まず敵にぶつけようとするな！　今日の授業はドッジボールじゃない！」

　帝は痛む鼻柱を押さえて抗議した。

「悪気はないのよ？　ちょっと北御門さんが敵に見えちゃっただけだし……平和的に爆弾じゃなくてボールで我慢しておいたのだから、まったく悪気はないの」

「明らかに俺を狙ってるだろ！　悪気しかないだろ！」

「ううん、本当に……悪気はないの……」

　姫沙はボールの大量に積まれたカートを押してくると、両手にボールを抱えて目をぎらつかせた。それは捕食獣の眼、皮膚を刺し貫くほどの敵意。

　帝は即座に退避しようとするが。


「帝様だけはわたくしがお守りいたします────っ！」



「ッッ!?」

　渾身こんしんの力で凛花にかばわれ、顔を抱きすくめられる。

　弾力性に満ちた感触、豊かな双丘が帝の顔面に押しつけられた。

　悩ましくも甘い香気が肺を満たし、一瞬で理性を飛ばす。帝は抜け出そうとするが、膝に力が入らない。凛花は無我夢中で帝の頭を抱き締めている。
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　少女の胸の向こうから、姫沙の震えた声が聞こえた。

「い、いい度胸じゃない……。あなたたちは二人とも私の敵よ……。これより、公開処刑を開始するわ……」

　もはやドッジボールですらない。

　そして南条家は、やると言ったら必ずやる。

「凛花、撤退するぞ！」

「み、帝様!?」

　帝は意思の力を振り絞って立ち上がると、凛花の手を握って走り出した。死の危険に溢あふれた戦場から、光と希望の待つ外を目指す。

　凛花はうっとりとささやいた。

「なんてロマンチックなのでしょう……。白昼堂々、帝様と愛の逃避行だなんて……」

「呑気のんきなこと言ってる場合か！」

　背後から襲いかかってくるボールを、帝は気配だけで叩き飛ばして凛花を守った。







　そんな感じで、姫沙との演技戦争（ときどき本気）が続いたものだから。

　一週間経たつ頃には、帝は深刻な飢餓きが状態になっていた。

　いわゆる姫沙欠乏症である。普通に喋りたいのに、木影に監視されているせいで喋れない。姫沙の笑顔を見ることができず、衰弱しているところに罵倒が突き刺さる。

　北御門流の教育で鍛錬されている肉体も、この手の攻撃への耐性はついていない。

　特別教室からの帰り、心身共に疲弊した帝は、亡者もうじゃのようによろめきながら廊下を歩く。

「大丈夫ですか、帝くん？　なんだか顔色が悪いですけど……」

　隣に並んだ木影が尋ねた。

　帝はしわがれた声を漏らす。

「大丈夫だ……この一週間で十キロ瘦やせたが……俺は大丈夫だ……」

「全然大丈夫じゃないですよ！　目の下のクマすごいですし！　ほっぺとか落ちくぼんで完全におじいちゃんですし！」

「きちんと食事も睡眠もとっている。食べても食べても瘦せていくだけだ」

　木影は震え上がった。

「余計怖いですよ！　宇宙人に寄生されてるんじゃないですか!?　一度、解剖して調べてみた方がいいです！」

「いいわけあるか！　解剖したら死ぬだろ！」

「やだなー、一度だけですよー」

「一度だろうと百度だろうと、したら死ぬ！」

　せめて手術と表現してほしかった。噓でもオブラートに包んでもらいたかった。

「心配しないでください、知り合いにすごく信用できるお医者さんがいるんです。宇宙人問題では必ず名前が出る、その手の界隈では有名な人です」

「その手の界隈かいわいってだけで信用度ががっくり下がるんだが……」

　雲行きが怪しくなってきたので、帝は木影から距離を置く。

　瓦屋家は南条家と違い、誘拐アブダクションなどはしてこないはずだが、木影は瓦屋一族の中でも特に変わり者だから確証がない。

「とにかく、寄生じゃない。ちょっと……ストレスが溜たまっているだけだ」

「ストレス……ですか。世知辛いご時世ですからねえ。政治は腐敗していますし、ＳＮＳは炎上ばっかりですし、税金はどんどん上がりますし」

「うむ……お前、本当に高校生か？」

　愚痴の内容に若々しさが皆無だった。

　木影は誇らしげに胸元でゲンコツを作る。

「そういうことなら、わたしに任せてください！　ストレスによく効くお薬があるんです。一粒飲むだけで、今までの人生であった嫌なことを全部忘れる薬です！」

「その薬危なくないか!?　確実に記憶喪失だよな!?」

「いえいえ、記憶喪失ではないです。自分が人間だってことさえ忘れちゃいますから」

「記憶喪失より酷かった！」

　せめて己の種族ぐらいは最後まで覚えていたい帝。

　木影は哀しげな眼差しでつぶやく。

「きっと、人間にとって最大の不幸……一番嫌なことは、人間という業の深い生き物に生まれてきてしまったことなんですよ……」

「そんな悲観的な哲学は要らないが……」

「でも一番業が深い生き物は、個人的にはガニメデ星人だと思います。人に親切にすると体が破裂してしまうので、どんなに優しくしたくてもできない……だからガニメデ星からは争いが絶えない……悲しい生き物なんです……」

「そんな遠い星の情報も要らないが！」

　胡散臭うさんくさい情報、と切り捨てないのは帝の配慮である。

「お薬、買いすぎてしまって家にたくさんストックがあるので、ちょっと取って来ますね！　楽しみにしといてくださいっ！」

　木影は慌ただしく走り去っていった。

「早く戻らないと、さぼりになるぞー……」

　まったく楽しみではないし、むしろ絶対に飲みたくない薬だが、帝は木影を止めない。ここのところずっと監視を受けているから、少しは安息の時間を味わいたかった。

　久々に視線を感じない状態で階段を上り、自分のクラスの教室に入る。

　既に教室へ帰っていた姫沙が、帝の姿を見るなり顔をしかめて近づいてきた。不機嫌そうに肩を怒らせ、尖らせた口から罵倒が飛び出す。

「北御門さん、さっきの授業中の態度はなんだったのかしら！　私が発表している最中に土下座以外の姿勢で聞くなんて、不遜ふそんにも程があるわ！　即刻、土下座なさい！」

　相変わらず難癖なんくせの付け方が無茶苦茶だった。

　帝は唇に人差し指を当てる。

「しっ。大丈夫だ、今は喧嘩しなくても。木影は家に帰ってる」

「え……そうなの？」

　姫沙の眉間から皺が消えた。表情が緩ゆるみ、肩からも力が抜ける。

　まだ教室に生徒はあまり戻ってきていなかった。帝と姫沙は自分の席につかず、ぎこちなくお互いを眺めて言葉を交わす。

「えっと……、こうやって普通に喋るのって……久しぶりよね」

「あ、ああ……そうだな……」

　嬉しいのに、帝はなにを話したらいいのか分からなかった。演技とはいえ喧嘩をしていた期間が思った以上に長く、その前はどう接していたのか思い出せない。

　壁の時計を見ると、授業が始まるまで七分しかない。帝は焦った。

　またしばらく、姫沙とまともに会話するチャンスはないだろう。

　連絡先を交換しておきたいけれど、自分から尋ねたら恋愛ゲームで不利になる。学校の外でまで姫沙とコミュニケーションを取りたいのかと疑われる危険性があるのだ。

　まったくもって、その通りなのだが。

　帝は悩んだ末、ごく自然な流れでの情報入手に挑むことにした。

「ホモ・サピエンスがコミュニケーション能力を発達させた原因には、部族内で噂うわさ話をすることで社会の調整を図っていたという経緯があるらしいな」

「へ、へえ……そうなの……？」

　姫沙は目をぱちくりさせた。

　──馬鹿ばかか俺は！　二十万年前から話を始めてどうするんだ!?　連絡先を交換するまで二十万年かかるぞ!?

　結果として凄まじく遠回りな流れになってしまい、帝は内心で頭を抱える。

　休み時間は残り五分。人類二十万年の歴史を、どうやって五分に詰め込むのか。

「帝は、ホモ・サピエンス派なのかしら？」

「ホモ・サピエンス派……？　なんだそれは」

　そのくらいも分からないの？　といったふうに姫沙が肩をすくめる。

「旧人類と比べてホモ・サピエンスが好きなのか、それともホモ・エレクトスやホモ・ローデシエンシスが好きなのかと訊いているのよ」

「一応俺もホモ・サピエンスだから、そっち派だが……」

　帝はもはやなんの話をしているのか分からなかった。話題が二十万年前から、さらに百八十万年前まで遡さかのぼっていた。

　姫沙は腕組みして鼻を鳴らす。

「私はホモ・ネアンデルターレンシス派よ。いわゆるネアンデルタール人ね。ホモ・サピエンスとの生存競争に敗れて絶滅するなんて、愚かしくてゾクゾクするじゃない？」

「そんな嗜虐しぎゃく的な趣味は知らん！」

　刻々と授業の時間が迫ってくるのを時計で見て、帝は絶望する。せめて電話についての話題から始めればよかったのに、まだまだ人類は電話を発明する気配もない。

　──くそっ……原始時代に電話があれば……！

　帝がそう願ったのは、生まれて初めてのことだった。

　姫沙が視線をさまよわせて続ける。

「お、愚かしいといえば、電話もそうよね。グラハム・ベルが一八七六年に電話を発明して以来、人類のコミュニケーション手段は大幅に発達したけれど、ほとんどの愚民ぐみんがくだらない噂話に電話を使っているだけじゃない」

「人類百八十万年の歴史が効率的に圧縮……!?」

　帝は感嘆した。

「圧縮……？　帝はまだ旧人類について語り合いたかったのかしら？」

「いや、語り合いたくない！　決して語り合いたくないぞ！」

　太古へのタイムスリップを断固として阻止する。あと百五十年ほど時計の針を進めれば、ようやく連絡先の交換ができるのだ。

　姫沙は落ち着かない様子で指をいじる。

「そ、それでね？　単なる音声通話のツールだった電話を、パソコンに替わる地位にまで押し上げたスマートフォンは一種のパラダイムシフトだと思うの」

　よし！　百四十年進んだ！　と心の中でガッツポーズを取る帝。

　姫沙の要約力は素晴らしい。帝は改めて彼女に惚れ直してしまう。

「確かに……革新的な発明だよな。スマホなしの生活なんて考えられない」

「でしょう。ちなみに私のスマホは、南条家傘下の企業に開発させた特製で、軍事衛星とも繫つながっているんだけど……」

　姫沙はスマートフォンを口元にかざしながら、ちらちらと帝の顔を見やった。その耳たぶはうっすらと朱に染まっている。

　言っていることは大変に恐ろしいが、女子高生のスマートフォンごときに軍事衛星がリンクしているのは国家安全保障的にどうかと思う帝ではあるが。

　──これはもしかして……姫沙も連絡先を交換したがっているのか？

　なんて天啓が、突如として降ってくる。

　動機は多分、帝とお喋りをしたいなどといったメルヘンなものではなく、帝の個人情報を摑んでおくことで後々のゲームを有利に進めようという腹だろうが。

　それでも、姫沙も同じ目的を持っているという仮説は、帝を勇気づけた。

　一ミリほど。

「お、俺のスマホは、内部にスーパーコンピュータ級の並列ＣＰＵを格納している。まだ実験段階の技術だが、世間に先んじて体感しておかなければ、今後の時代の流れを分析することもできないからな」

「あら、北御門家の技術はその程度なの？　私のスマホは量子コンピュータのプロトタイプとも言うべきテクノロジーを利用しているのよ？」

　スマートフォンの自慢大会になってしまっていた。相変わらず遠回り過ぎて、一億年経ってもお互いの連絡先という議題にはたどり着きそうにない。

　そうこうしているあいだにチャイムが鳴り、古文の教師が教室に入ってくる。

「くっ……もう時間か！」

　奥歯を嚙み締める帝。

「もう！　グズグズしてるからよ！」

　姫沙は恨みがましく帝を睨むと、席に戻っていった。







　その夜、南条家の屋敷に帰った姫沙は、自分のベッドに沈没していた。うつ伏せで枕まくらに顔をうずめ、制服も着替えていない。

　姫沙は涙声でつぶやく。


「うぅぅぅぅ……私がグズグズしてるからぁ……」



　きっと帝も連絡先を知りたがっていたはずなのに。少し勇気を出して、さりげなく電話番号かラインのＩＤを尋ねれば幸せになれたのに。

　どうしても恥ずかしくて、その一言が口にできなかった。

　演技だとしてもこの戦争が長引けば、取り返しのつかないことになるかもしれない。帝は姫沙の罵倒に愛想を尽かし、急接近している凛花と結ばれてしまうかもしれない。

　そう考えると、姫沙は焦燥しょうそう感に襲われる。

　いっそ最初に木影を抹殺しておけばよかったのだが、今さら木影の行方ゆくえが知れなくなったら、帝は確実に姫沙の仕業だと気付く。正義感の強い彼は姫沙を許さないだろう。

「どうすれば……いいのかしら……」

　姫沙が悩んでいると、元気な足音が響き、部屋に美月が飛び込んできた。

「おねーちゃん、おかえりーっ！　どしたの、死にかけた食パンみたいな格好して！」

「食パンはそもそも死んでいるわ……」

　姫沙は顔を上げる元気もない。

　当然のことながら妹の相手をしている余裕もないというのに、美月は構って欲しがる子犬のようにベッドに飛び乗り、姫沙にスマートフォンを差し出してくる。

「見て見て、帰ってからずっと帝くんとチャットしてたんだよー」

「帝と……？」

「うんっ！　帝くんってば、意外と可愛いスタンプ持っててねー。ほらほら、猫がごろにゃーんってしてるやつ！」

　美月からスマートフォンを押しつけられ、姫沙が仕方なく見やると、画面には帝とのチャットだけではなく、彼の写真まで表示されていた。

　自撮りなのだろう、瀟洒しょうしゃな洋室の壁と暖炉を背景に、帝がしかめ面をしている。貴重な普段着姿の帝に、姫沙は目が覚める思いがする。

「これは……」

「えへへー、すごいでしょ！　写真くれなきゃ一晩中チャットやめないからーっておねだりしたら、一枚だけって言って送ってきてくれたの！　写真撮り慣れてない感じがもー、かわいーよねー！　そして相変わらずかっこいーよねーっ！」

　美月は無邪気にはしゃぐ。ベッドの上で飛び跳ねてスプリングをたわませる。

　姫沙は美月とは正反対に、どん底まで落ち込む。

　中学生の妹ですら、帝と仲睦まじく連絡を取り合っているのに、南条家の後継者たる自分が手も足も出せないなんて。ひょっとしたら自分は考えすぎなのかもしれない。もっと欲望に忠実になるべきなのかもしれない。だけど。

「私は南条姫沙……闇に生きる女……」

「おねーちゃん!?　なんでベッドの下の暗いとこに潜っていくの!?」

「今は一人になりたいの……」

「一人になりたいのは分かったから！　アタシが自慢しちゃったのがダメだった!?　ベッドの隙間すきまを毛布で埋めるのやめて！　なんか怖いから！　出てこられなくなりそうだから！」

　美月は必死に呼びかけるが、姫沙は断固としてベッドの下に引きこもる。ビーバーの巣のような密閉空間にいると、少しだけ気持ちが安らぐのを感じた。

　美月は諦めたのか、足音が遠ざかっていく。部屋の扉が閉じる音。

　姫沙はベッドの下から這い出すと、学生鞄かばんからスマートフォンを取り出し、再び巣の中に戻った。真っ暗な中でスマートフォンのアルバムを開き、帝の写真を表示する。

「私だって……写真ぐらい持ってるもの……」

　小さくつぶやく。

　彼からもらった自撮りではないけど、教室でこっそり撮ったスナップだけれど。姫沙のスマートフォンには、対象の動きを分析して予測し、気付かれずに撮影する機能もついている。

　でも……やっぱり、羨うらやましい。

　姫沙が唇を嚙み締めていると、突然スマートフォンが振動を始めた。

　画面に映っているのは、知らない電話番号。人が落ち込んでいるときにセールスだろうか、もしそうだったら会社ごと潰つぶしてやろうと思いながら、姫沙は通話ボタンを押す。

『……もしもし？』

　スピーカーから流れてきたのは、誰よりも聞き覚えのある声で。

「え!?　帝!?」

　姫沙はびっくりして跳ね起き、ベッドの底板で頭をしたたかに打った。悲鳴。意識が遠のきそうなほどの激痛に、再びうずくまる。

「いったぁ……」

『まさか姫沙か!?　なにがあった!?　すごい音が聞こえたんだが！』

「な、なんでもないわ……」

『襲撃を受けているのか!?　大丈夫か!?』

「大丈夫よ……うちに侵入する無謀な犯罪者なんていないから……」

　帝に知られるわけにはいかない。あろうことか闇の女帝の継承者がハムスターのようにベッドの下に隠れていたことだけは。

　姫沙はベッドのあちこちに体をぶつけながら、部屋に這い出した。マットレスの上に腰を下ろし、ようやく人心地つく。

「え、えっと……帝、よね……？　どうして私の番号を……？」

　問いかける声がうわずっている。あまりにも予想外の相手から、予想外のタイミングで電話をかけられ、心臓が暴れるのを抑えられなかった。

『いや……その、美月からチャットで『この番号にかけてみて！』って言われてな』

「美月が!?」

『ああ。ひたすら駄々をこねられたから、一回だけならと思って』

「……帝、いつか美月にキスしてって駄々こねられてキスしそうよね」

『そんなことはない！』

「どうかしら。一回だけならって思いそう」

『ないと言ってるだろ！』

　ムキになって否定する帝に、姫沙はくすくす笑う。彼と自分を繫げてくれるスマートフォンを大事に握り締め、ベッドの端から下ろした脚を擦り合わせる。

　帝の声が聞けるのが、こんなに嬉しいなんて。

　ずっと彼と喧嘩ばかりで飢餓状態にあったせいか、その存在がいつも以上に愛おしかった。

　そしてこれは、帝との初めての電話なのだ。

「ちょっと待って。録音アプリを起動するわ」

『言質げんちを取るためか……』

　帝が警戒する。

「もちろんよ！　私たちの会話は、常に恋愛ゲームの対象だもの！」

　初めての記念を残しておきたいから、なんてことは言えない。その発言が恋愛ゲームで致命的な失点になるのは当然だけれど、なにより恥ずかしすぎる。

　姫沙は録音アプリのアイコンをタップしてから、スマートフォンを耳に添えた。

「はい、録音を開始したわ。あなたの証言はすべて法廷で不利な証拠として扱われます」

『全部不利になるのかよ！　救いがないな！』

「気にしないで。法廷に出る前から帝の敗訴は決まっているから」

『酷いインチキ裁判だ！』

　帝は憤慨するが、その声が心なしか弾んでいるように聞こえるのは、ただの期待だろうか。それとも、本当に彼は話ができて喜んでくれているのだろうか。

　分からないけれど、姫沙は二人の時間をできる限り長く味わっていたいと思った。学校に行けばまた、木影に仲違いの演技を見せなければならないのだ。

「えっと……この番号、登録しておいた方がいいわよね？」
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　姫沙は緊張に身を硬くしながら尋ねた。電話なんてしないと言われるのが怖い。自分の問いが好意の表明とみなされたらどうしようとも心配になる。

『あ、ああ。瓦屋にバレないように連絡を取る必要があるからな』

「そうよね！　そもそも今まで妹の方が対戦相手の私より帝と連絡していたのがおかしかったんだし！　当然のことよね！」

『本当にな……なんで俺は美月と毎晩チャットしているんだ……』

　わけが分からないといった口調だった。そんな流れに無理やり持っていっているだけ、美月が強力な参戦者ということでもあるが、今回ばかりは美月に感謝だ。

　しかし、敵に塩を送ったのが妹の運の尽き。このチャンスを逃さず、全力で挽回せねば。

　姫沙は長い髪の先を指でくるくるといじる。

「あ、あのね。私、思ったんだけど。学校じゃ瓦屋さんに監視されていてゲームができないから、他に対戦の場を設ける……というのはどうかしら？」

『校外で会う……ってことか？』

「え、ええ」

　帝はしばし沈黙してから。

『……デート？』

「デートじゃないわ！　そんなっ、付き合ってもないのにデートなんてあり得ないわ！　なにを勘違いしているのかしら!?　帝はそこまで私とデートがしたいの!?」

『し、したいわけがない！　北御門家と南条家がデートなど言語道断！　ああ違うとも！』

「で、でしょう!?　だからこれはただのゲーム！　飽くまでゲームよ！　学校の外で二人きりで会うからといって、深い意味は絶対にないの！」

　まくし立てた姫沙は息を切らした。

　帝に指摘されて初めて気付いた。ゲームと称していても、これは完全にデートではないか。しかも自分から帝にデートの誘いをしてしまった。

　恥ずかしくて死ぬ。叶かなうことなら数分前までタイムトラベルして、バカな自分をモーニングスターで沈黙させたい。

『……分かった。どこで闘う？』

「え。いいの？」

『このままゲームが停滞しているのは俺も困るからな』

「帝は死ぬかもしれないけどいいの？」

『なんでだよ！　物理的な戦場じゃないだろ!?』

「え、ええ……まあ……」

　好反応に驚きながら、最適な試合場所を考える。

　地元の商店街は駄目だ。いつ知り合いに出くわすか分からないし、外は木影に尾行される危険がある。かといって、南条家や静川家の息がかかった施設も望ましくない。監視カメラに二人きりの姿が残ると面倒なことになる。

　他にふさわしい選択肢は……。

「海に行きましょう」

『東京湾に沈める気か！』

「違うわよ！　帝は沈めないわ！　私の専用クルーザーがあるの。その上でなら、誰にもゲームの邪魔をされないでしょう？　沖合に出てしまえば、尾行もできないし」

　帝の声に疑念が滲む。

『なるほどな……しかし、俺を拉致らちすることも容易よういになる……』

「私がそんなことするわけないでしょう」

『されたことあるんだよな……起きたら無人島だったりしたんだよな……』

　痛い指摘だった。が、ここで引くのは南条流ではない。

「そんな無茶苦茶なことが現実にあるわけがないでしょう」

『無茶苦茶やるのが姫沙なんだよな……』

「帝は一度、医者に診てもらった方がいいんじゃないかしら？」

『すべての事実をうやむやに!?』

「日程と集合場所を検討してから連絡するわ。楽しみに待っていなさい！」

　反論を封じ込めるように、姫沙は電話を切った。

　熱を帯びたスマートフォンを胸に抱き締め、大きく吐息をつく。ほっぺたが熱い。

　最後はちょっと強引だったけど、帝と約束することができた。久しぶりに充実したお喋りができた。それが嬉しくて仕方なくて、居ても立っても居られず自室を飛び出す。

　美月の部屋の扉を勢いよく開き、妹に襲いかかる。

「あ、おねーちゃ……わっ!?」

　ベッドでスマートフォンをいじっていた美月を抱きすくめる。

「帝が……帝が……」

　夢中になっていて、まともな言葉が紡つむげない。

「あー、電話来たんだ。えへへー、びっくりしたでしょー。おねーちゃん、めちゃくちゃへこんでたから、ちょっとは元気になってほしくて！　元気出た？」

「すごく出たわ……」

　姫沙は思いきり妹を抱き締める。

「喜んでもらえてよかったよー。でもね、おねーちゃん？　あんまりぎゅーってされると、アタシそろそろ潰れそうなんだよね？　ほら、骨がミシミシ言ってるし。聞こえてる？　おーい！　ホント無理だからギブギブギブ！」

　美月が死に物狂いでマットを叩き、ようやく姫沙は妹を解放した。美月はベッドの端まで転がって退避する。獰猛どうもうなクロコダイルの襲撃を受けたかのような逃亡っぷりだ。

「今回は殺すつもりはなかったのよ？」

「うん、知ってる。前回は殺すつもり満々だったけどね！」

　姫沙はぎこちなく告げる。

「その……一応感謝しておくわ、電話のこと。もし私が帝以外の全人類を滅ぼす気になったときも、美月の番は最後にしてあげる」

「それ優しいみたいで全然優しくないよね！　一番残酷なヤツだよね！」

「最初がいいのかしら？」

「どっちもヤだよ！」

　ワガママな妹だった。

「じゃあ、なにをして欲しいの？　お、お礼ぐらい……用意しても構わないのだけれど」

　姫沙はほっぺたを搔いた。こういうことを口にすることは滅多めったにないから照れくさい。けれど、今日ばかりは美月のお陰だ。

　美月は目をきらめかせ、ベッドに手を突いて身を乗り出す。

「えー、お礼!?　おねーちゃんがアタシにお礼参りじゃないお礼とか、十年ぶりじゃない!?」

「い、いいから言いなさいよ」

　居心地の悪さに姫沙は視線をそらす。

「じゃーね、じゃーね！　もしおねーちゃんが帝くんを恋愛ゲームでゲットしたら、アタシに半分わけて！」

「半分わける……？　縦……？　それとも横……？」

「怖いよ！　そういうのじゃないよ！」

「重さで臓器を二等分にするということかしら？」

「余計にグロいよ！　帝くん死んじゃうし！」

「なにが望み……？」

　姫沙の質問に、美月は艶美な笑みを浮かべる。

　中学生にしては色っぽすぎる唇を、人差し指でゆっくりとなぞる。

「つまりねえ～。週の半分はアタシが帝くんと寝るってこと。おねーちゃんと帝くんをシェアするの。もちろん寝るときは服なんてナシで……くふふ」

「それはダメーっ！」

「三人一緒がいい？」

「一緒もダメよ！　帝だけは絶対渡さないから！」

　美月は口を尖らせる。

「えー、おねーちゃんのケチ～」

「ケチじゃない！　当たり前でしょ！」

「お金なら払うから～！」

「自分の恋人をお金で売り渡す女の子がどこにいるのよ！」

　ゲームの勝利後も妹にだけは厳重な警戒が必要だと、姫沙は肝に銘じた。










　午後十一時、港の堤防脇わきで南条家の小型ボートに乗り込んだ帝は、姫沙の入院時にも会ったΣシグマの操縦で、洋上のクルーザーを目指した。

　小型ボートに姫沙の姿はない。北御門家の宿敵である南条家の実行部隊、その指揮官であるΣシグマと狭い甲板に押し込まれているというのは、なんとも気詰まりな状況だった。

「まったく……姫沙様はアタシを雑用係とでも勘違いしてるんじゃないかね……」

　Σシグマはボートのハンドルを操あやつりながらぼやく。

「だいぶ信頼されているみたいだが、姫沙とは長い付き合いなのか？」

　尋ねる帝に、Σシグマは鋭い視線を向けてくる。

「ノーコメント。北御門クソミカドの坊主なんぞに渡す情報はないよ」

「そうか……」

　少しでも重い空気を和らげようと配慮したつもりだったのに、けんもほろろの対応だ。とはいえ、本来は決して馴なれ合う関係ではないのだから無理もない。

　帝がため息をつくと、Σシグマはさすがに冷淡すぎたと思ったのか、軽く肩をすくめる。

「悪いね、アタシも仕事だからね。アンタが南条家に婿むこ入りしたときは、姫沙様とのことも全部教えてやるさ」

「婿入りするつもりはないが」

　姫沙を北御門家に迎えることこそ、この恋愛ゲームの目的だ。北御門の正義に姫沙の叡智えいちが加われば、日本は素晴らしい国家として完成する。

　Σシグマは鼻を鳴らした。

「さっさと姫沙様に降参した方が幸せだと思うけどねえ。あの子、間違いなく旦那だんなには全力で尽くすタイプだよ？」

「それはないだろう。ゲームに負ければ、俺は奴隷にされる。待っているのは……屈辱と隷属と悪徳の日々だ」

　帝は戦慄せんりつした。姫沙のことは愛しているが、北御門が南条の下僕になるわけにはいかない。誇りを捨て、ひたすら虐げられるなど、もってのほかだ。

「だから……あの姫沙様がアンタを奴隷にできるわけが……」

「え……？」

「いや、なんでもないよ！　あんまり余計なこと喋ったら、姫沙様に殺されちまう」

　Σシグマは身震いしてハンドルを握り締めた。

　非常に大事なことを言われかけた気がする帝だが、Σシグマは頑として口を開かない。それ以上追及することもできず、帝は黙ってボートに身を委ゆだねた。

　やがて、沖合にぼんやりと船影が見えてきた。

　近づくにつれ、それは豪奢なクルーザーであることが分かる。優雅な曲線を描いた流麗なシルエットに、数多く並んだ船室の窓。夜闇に白い船体が浮かび上がっている。

　Σシグマはクルーザーに小型ボートを横付けした。

「じゃあね。誰も邪魔しないから、二人で心ゆくまで楽しみな」

「お前は来ないのか？」

「朝には迎えに来るよ。アンタらを見てると、甘ったるすぎて砂糖を吐いちまう」

　帝がクルーザーの梯子を登り切ると、Σシグマは小型ボートで去っていく。

　甲板かんぱんから眺める海は、宝石を散らした宇宙のように美しかった。クルーザーのデッキには椰子やしの木や派手な花々が並び、もはや船というより南国の別荘だ。

　雰囲気たっぷりなカンテラに照らされた向こう、一段高くなったテラスのテーブルに、姫沙が腰掛けていた。

　ビビッドな赤と黄色の配された、異国情緒溢れるワンピース。剝き出しの肩が眩まぶしく、しどけなく組んだ太ももが悩ましい。

　輝く髪にはハイビスカスの花を挿し、ただでさえ赤い唇にルージュを引いている。

　その姿を見るだけで、帝の心臓は暴れ始める。

「いらっしゃい、帝。待っていたわ」

　艶然えんぜんと微笑む姫沙に、帝は脅威を覚えた。

　周囲のライトアップ、ムード、陸地からの距離に至るまで、あらゆる要素が姫沙の魔性ましょうを引き立てるため計算されている。自分がここに来てしまったのは、蜘蛛くもの巣に自ら入り込むような愚行だったのではないかと、帝は思った。

　即座にきびすを返し、甲板の水際へと駆ける。

「ちょ、ちょっと！　なんで帰るのよ！」

　姫沙が慌てて止めた。

「急用ができた。庭の水仙すいせんがいつ開花するか気になってな」

「放っておきなさいよ！　気がついたら咲いてるわよ！」

「最近は夕方には寝て夜明け前には起きているんだ。この年になると夜更かしはきつい」

「高校生よね!?　一番夜更かしが捗はかどる年頃としごろよね!?」

「とにかく帰る。たとえ陸まで泳いでも」

「二十キロはあるわよ！　さすがに死ぬわよ!?」

「命がけだ」

　帝は船縁ふなべりで準備運動を始める。海は深く暗かったが、この誘惑に満ちた空間に居続ける危険性に比べたら幾分マシだ。

「なるほど、私のあまりの美しさに敗北を予感したのね。だから逃げるというわけね」

「なっ……」

　帝が振り返ると、姫沙が挑発的な笑みを浮かべて見下ろしていた。

「あなたがそれでいいなら、私は構わないわ。勝負から逃げて負けを回避するのが、お偉い北御門家の流儀だというのならね？」

「くっ……。俺をバカにするのはともかく、北御門家を愚弄ぐろうするな……」

　帝は姫沙を睨み据えた。

「だったら、いらっしゃいよ。私と恋のゲーム、するんでしょう？」

　絶対的優位を確信した、女王の表情。

　普段の彼女からは想像もできない、匂い立つような色香。

　帝は少女の余裕を自らの下に屈服させたいとの思いに駆られる。

「……後悔するなよ？」

　甲板のテラスへと、木製の階段を上っていく。

「しないわ……どんな結果になってもね」

　それは、もし姫沙が負けて帝のモノになったとしても満足だということだろうか。

　帝は一瞬考えるが、すぐに妄念を追い払う。

　これはブラフだ、好意をほのめかして帝の理性を削ぎ、すべてを奪い取るための。闇の女帝たる南条が、ピュアな恋心など持つはずもない。

「さあ、座って。お祖母様が某国の王族を根絶やしにして取り上げた天才的な宮廷料理人に、今夜のディナーを用意させたの。絶望と怨念のこもった、とびきりの味よ」

　案の定、さっそく姫沙は血なまぐさいことを言っている。

　決して忘れてはならない。彼女は、普通の女の子ではないのだ。外見こそは愛らしいが、その頭脳には謀略が詰まっている。少しでも油断すれば命取りだ。

　帝は気を引き締め直し、準備の整ったテーブルに近づいた。

　テーブルは白い陶製で、側面に秀麗な植物の模様が彫り込まれている。

　並んだ食器はいずれも金や銀に輝き、アミューズブーシュや野菜のテリーヌ、生ハムと果実のマリネ、ヒラメのパンシアードや牛のグリルなど、上品な料理が載っている。

　クリスタルのピッチャーには、南国の太陽のように華やかな色の液体が満たされていた。

　テーブルの片側に、ちょうど船首を望む位置で二人がけのソファが置かれている。二人のディナーは向き合って食べるものだろうに、と帝は違和感を覚えつつソファの右側に座る。

　姫沙も隣に腰を下ろす。

　帝からやけに距離を作り、ソファのアームレストに身を押しつけるようにして。

「……なんでそんな端っこなんだ」

　さすがに帝もちょっと傷ついた。

　どう見ても避けられていた。

「き、気持ち悪いからよ！」

「ディナーの相手に対して直球だな！」

「帝が気持ち悪いわけじゃないわ。自分の隣に人間が存在するという状態が気持ち悪いのよ。人間なんて世界で最も不潔な生命体だから」

「だったらなんで椅子を二つ用意しなかった！」

「予算の都合よ！」

「クルーザーを用意する予算はあるのに!?」

「うううううるさいわね！　細かいこと気にするなんて男じゃないわ！」

　姫沙は顔を真っ赤にして肩を怒らせている。

　これは、ひょっとすると。

「……もしかして、恥ずかしいのか？」

「ひゃ!?　ひゃずかしいわけないでしょっ！　私はこういうの慣れっこなんだから！　初めてのデートにテンパってるとかそういうのじゃにゃいからーっ！」

　完全にテンパっていたし声は裏返っていた。紅潮した顔を隠すようにして、無我夢中で手を振っている。闇の女帝の貫禄はどこへやら、相変わらず変なところが脆もろすぎる。

　帝は一撃で一億のダメージを喰くらった。

　夜の洋上は涼しいのに、全身の血液が真夏のように煮えたぎる。ここのところずっと姫沙から演技の罵倒を受けていた反動か、素の彼女の破壊力は凄まじかった。

「そんな反応されると照れるんだが……」

「照れないでよ！　余計に恥ずかしくなっちゃうでしょ！」

「恥ずかしがられると、もっと恥ずかしくなる……」

「そしたら私はもっともっと恥ずかしくなるわ！　まず帝がしゃきっとしてよ！」

　増幅に次ぐ増幅、羞恥による羞恥で、際限がない。このままでは二人の体温が無限に上昇し、臨界点に達して、レーザー砲が放たれてしまう恐れすらある。

　帝と姫沙はお互いソファーの端と端に離れ、自分の頰を手の平で叩いて冷ました。戦う前にリングで昏倒こんとうしていては元も子もない。

「じゃ、じゃあ、ディナーを始めましょうか」

　テーブルの上に置かれたスイッチを姫沙が押すと、クルーザーがゆっくりと旋回し、さらに沖へ向かって前進を開始した。漆黒しっこくの海面に泡が浮かび、白の軌跡を刻んでいく。

　静かな水音が耳に心地良く、そよぐ潮風が肌に快い。

　移り変わる陸の夜景と海の漁いさり火びを眺めながらの食事は、恐ろしくムードに満ちていた。デッキの椰子の木に据えられたスピーカーから、ラテン系のＢＧＭも流れてくる。

　帝はいつ姫沙が攻撃を仕掛けてくるかと用心するが、姫沙は動く素振そぶりもない。

「美味おいしいな、このテリーヌ。いろんな野菜がジュレで固めてあって。オクラはあまり得意じゃなかったんだが、これならいける」

　満足してうなずく帝を、姫沙が睨みつける。

「つまり私の手料理よりこっちが好きだから、このシェフに一生ごはん作ってもらいたいとか言うのね！　だったらシェフと恋愛ゲームすればいいじゃない！」

「素直に褒めただけなのになぜキレる！　扱いづらいな！」

「ちなみにシェフは五十代バツイチ男よ。料理中に奇妙な踊りを始めるのが怖いって料理人たちが怯おびえているから、それだけは気をつけなさい」

「無駄な情報は要らん！」

　他愛たあいもない雑談を交わしながら、至極の品々に舌鼓を打つ。

　文明社会から少し遠ざかっただけで、木影による監視はなく、北御門家や南条家の妨害を恐れる必要もない。このまま平和な時間が続くのもアリかもしれない。

　なんて帝が思っていると、急にクルーザーが大きく揺れ、甲板が傾いだ。

「きゃっ!?」

　座っている姫沙が帝の方へと投げ出される。

　やわらかくて華奢きゃしゃな体を、帝はとっさに抱き止めた。帝の胸を酷く騒がせる、甘酸っぱくて悩ましい香り。長く美しい髪が、帝の腕へと乱れかかる。

　姫沙はすぐさま帝から離れ、頰を染めてうつむいた。

「ご、ごめんなさい……」

「いや……」

　二人はソファの上でぎこちなく身じろぎする。気が緩んでいるところに突然のアクシデントが降って湧わき、帝は心臓が激しく鳴るのを感じた。とても晩餐どころではない。

　そのとき再びクルーザーが、今度は逆方向に揺れた。

　動揺していた帝は足を踏ん張る余裕もなく、姫沙の方へと倒れ込む。

「ふにゃっ!?」

　可愛らしい姫沙の悲鳴。

　帝は己が犯した咎とがの重さに、愕然がくぜんとする。

　顔が埋まっているのだ──姫沙の双丘に。

　この世のものとも思えぬような、包容力に溢れた感触。ワンピースの襟えりぐりが深いせいで、帝の鼻先は極楽の谷間に挟まれてしまっている。

　しっとりと少女の汗を帯びた肌。そこから鼻腔を責め立ててくるのは、濃厚な香水の匂い、そして姫沙自身の甘い匂い。

　帝は意識が宇宙の彼方へ吹き飛ばされそうになるのを感じた。

　急いで離脱しなければ、死ぬ。身も心も、この美しい少女の虜になってしまう。

　帝は壮絶な危機感に駆り立てられるが。

「う、動いちゃダメ！　危ないわ！」

　揺れる船上で、姫沙は帝の頭を抱き締め、その顔をぎゅうぎゅうと胸に押しつける。

　まるで帝の理性を押し潰そうとしているかのような圧迫。全身で姫沙に抱きすくめられ、帝は世界一幸福な窒息死へ誘いざなわれそうになる。

「うおおおおお！」

　なんとか意思の力を振り絞って姫沙の腕から抜け出し、帝は違和感を覚えた。

　これだけ船が激動しているのに、テーブルの皿が少しも床に落ちていないのだ。まるで磁石でも埋め込まれて貼りついているかのように、天板にしっかりと居座っている。

「このままじゃ海に落ちるわ！　船室に避難しましょう！」

「あ、ああ……」

　ソファから飛び出す姫沙の後について、帝は階段を駆け下りた。

　クルーザーが揺れ、水飛沫が上がる。消防ホースから放射されたかと思うほどの大量の水が、二人に荒々しく浴びせられる。

　口元に垂れてきた水の味に、帝はさらなる違和感を覚えた。

　しょっぱくない。ここは淡水の湖ではなく、海のど真ん中だというのに。

　しかも、先程の一瞬、ほんのわずかな一瞬だけだが、見えてしまったのだ。椰子の木の陰からノズルのようなものが突き出し、きめの細かい水を放っているのが。

　甲板を転げ落ちる姫沙の手を握り締めながら、帝は高速で思考を組み立てる。

　大前提。姫沙は南条家きっての策謀家である。よって、単純な動機では動かない。

　疑義。なぜ彼女は、わざわざクルーザーを対戦の場所として選んだのか。二人きりになるだけなら、他の施設でも良かったはずだ。

　そして、この船上に散りばめられた違和感の数々。テーブルの皿が落ちないのは、クルーザーに激しい揺れが生じるのを想定しているからではないのか。

　結論。恐らくは……このクルーザー自体がアトラクション。

　世間には、水飛沫や匂い、揺れまでを人工的に造り出して体験させる映画館がある、と美月に聞いたことがあるが、そのクルーザー版。

　木影の執拗しつような監視に困り果てた姫沙は、監視の存在さえも利用して、帝を恐るべき特製の罠わなへと誘い込んだのだ。自らの餌食えじきを、今夜こそ確実に仕留めるために。

「……帝？　どうしたの？　早く中に入りましょう？」

　船室の扉の前で、姫沙が不安そうに急せかす。

　けれど、彼女の瞳に捕食獣の光が宿っているのを、帝は見逃さない。最初は帝が握っていたはずの手を今は姫沙がきつく握り締め、どこへも立ち去れないように捕らえている。

「いや……俺は……」

　帝は躊躇ためらうが、触れてもいないのに扉が開き、そちらに向かって甲板が傾かしぐ。

　二人は坂道を滑り降りるようにして、船室へと転がり込んだ。

　──くっ……。やられた……。

　背後で扉が閉じ、錠の下りる音までして、帝は退路が断たれたことを認識する。

　凡百の男子ならこれだけで縮み上がるかもしれないが、姫沙と何度も闘いを交わしている帝にとっては、ようやく本格的なゲームが始まったと思うばかりだ。

　そこは瀟洒しょうしゃな空間だった。

　壁には船窓を模したカンテラが組み込まれ、艶やかな灯を揺らしている。

　分厚い毛の絨毯じゅうたんに、光沢を帯びたサテンのカーテン。時代がかったワインテーブル。広々とした船室の片隅にシャワールームがあるが、仕切り壁は透明で、裸体を隠すものはない。

　部屋の中央にはクイーンサイズのベッドが据えられ、これでもかというほど存在感を主張していた。ベッドには西洋のお伽噺とぎばなしのような天蓋てんがいがあり、オーガンジーのカーテンの向こうから妖あやしい香の煙が薄くたなびいている。

　その香の匂いを嗅いだ帝は、頭がくらくらするのを感じた。

　全身の血がざわつき、視界が歪ゆがむ。これはいけない。姫沙のことだから自分の体に有害な薬物などは混ぜていないだろうが、明らかに媚薬びやくに近い類の香だ。

　不慮の事故ノズルでびしょ濡れになったワンピースを、姫沙が冷たそうにつまむ。

「ちょっと、着替えたいわ」

「分かった。俺は外に……」

　帝は入り口のドアノブを回すが、やはり開くわけもなく。

「この服、一人じゃ脱げないの」

「じゃあ、どうしたら……」

　姫沙はベッドの上に座り、帝に背を向ける。

「う、後ろのファスナー、下ろしてくれないかしら。自分じゃ手が届かなくて」

「そ、そういうのは、メイドを呼ぶべきなんじゃないか？」

　帝はたじろいだ。

　由緒正しき北御門男児たるもの、女性の服を脱がすなどといった行為はまったくの未経験。衣装の構造も不明だし、そのような状況に心臓が保つかも推測できない。

「メイドは乗っていないの。早く着替えないと、風邪かぜを引いちゃうわ」

　くちゅんっ、と姫沙がくしゃみをして身を縮めた。

　──これは……不可抗力だ。

　決して姫沙の誘惑に負けたわけでもないし、欲望に屈したわけでもない。飽くまで人助け、困っている姫沙を放置するのは北御門の生き様に反するからだ。

　帝は自らに言い聞かせながら、姫沙のワンピースのファスナーに触れた。柳のようにたおやかな首のところから、ゆっくりとファスナーを下ろしていく。

「んっ……」

　姫沙の喉のどが甘い吐息を漏らした。

　ファスナーがその秘められた封印を開くにつれ、なまめかしい背中が露わになっていく。

　眩まばゆいほど真っ白な肌に、帝は固唾かたずを呑のんだ。

　浮き出た肩甲骨、中央の緩やかなくぼみが、鮮烈な色気を放っている。

　もっと剝き出しにして全体を見たい、けれど開けてしまうのがもったいない。そんな矛盾した情念を搔き立てる、美の女神のような裸身。

　ほっそりとくびれた腰を、輝く雫しずくが滑り落ちていく。

「……ありがとう」

「いや……こちらこそ……」

　姫沙から感謝され、帝も思わず礼を述べてしまった。

　自分はいったいなにを言っているんだと混乱するが、その混乱を整理する暇もなく、またクルーザーに激しい揺れが襲ってくる。大きく船室が傾ぎ、姫沙が悲鳴を上げて帝の方へ転がってきた。
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　反射で抱き止める帝。しかし自分の行動をすぐに後悔する。その手に触れた姫沙の肌は、丸みを帯びた肩は、あまりにもなめらかで、残りわずかな理性を削り取るには充分だった。

　姫沙は離れようとせず、帝のシャツをきゅっとつまむ。帝も姫沙を押しのけることはできず、ただ彼女の震える軀からだを恐る恐る包み込む。

　帝の腕の中で、姫沙がささやく。恥ずかしくてたまらなさそうな、うわずった声。

「あ、あのね……？　このクルーザー、自動操縦だから、今夜は私と帝の二人しかいないんだけど……」

　それは致死的な破壊力を込めた言葉の暴力だった。

　人里から遙はるか彼方の洋上で、最愛の少女と二人きり。

　手を少し伸ばすだけで、帝は姫沙を得ることができる。同時にゲームの敗北は決するが、姫沙は帝を快く受け入れ、敗北の味は最高に甘美なものとなるだろう。

「みかど……」

　熱く潤みきった瞳で、姫沙が見上げてくる。

　半開きになった赤い唇が、愛くるしい舌が、擦り合わされる肌が、全身で帝を求めている。

　──駄目だ……ここで負けるわけには……。

　帝は脳内で懸命にお経きょうを唱えた。エウナタイとの合一を果たすべく、かつて導かれていた宇宙意思を呼び出そうと精神を集中させる。

　しかし、エウナタイが戻ってくるには、姫沙の躰からだはやわらかすぎた。全神経が姫沙の感触に占領され、女帝のなめらかな顎に魂が呑み込まれそうになったとき。

　どちゃりと、湿った音が甲板の方から聞こえた。

　続いて、なにかを引きずるような怪しい物音。足音にも聞こえるそれは、ゆっくりと、しかし確かな意志を持って、船室の方へと忍び寄ってくる。

「……なんだ？　この音は」

「し、知らないわよ！　セイウチでもよじ登ってきたんじゃないかしら……」

「セイウチがクルーザーに訪問を……？」

「噂には聞いたことがあるわ……。違法な研究所の実験でゾンビ化したセイウチが、夜な夜な復讐ふくしゅうの贄にえを求めて海をさまよい、リア充じゅうたちを地獄に引きずり込もうとしていると……」

「セイウチのゾンビとか迫力が足りないんだが……」

　てっきりまた姫沙の仕込みかと思った帝だが、どうやらそうではないらしい、と青ざめた彼女の顔を見て考え直す。

　だとしたら、乱入者はいったいなんなのか。

　彼女の推理通りセイウチか、それともアシカか、ペンギンか、トドか。いずれにせよ、正体を確かめてみなければならない。

「ドアを開けてくれ。ちょっと海の様子を見てくる」

　帝はベッドから立ち上がった。

「中にいた方がいいと思うけれど……」

「相手が特殊部隊の場合、狭い場所に手榴弾てりゅうだんを投げ込まれて制圧されたら終わりだ。そうなる前に、敵のタイプを調べておかないと」

　北御門家には閉鎖空間で特殊部隊と戦う手法も存在するが、これは船室から解放してもらう絶好の機会でもある。帝はもっともらしい論理で姫沙の説得を試みる。

「……分かったわ。気をつけて」

　姫沙の言葉と共に、入り口の扉が解錠される音がした。

　帝は扉を開け、周囲に警戒しながら甲板に出る。

　そして、視界に映ったのは。

　この世のものとも思われぬ、おぞましい異形いぎょうの姿だった。

　全身に生えた触手が、禍々まがまがしく蠢うごめいている。

　フシュー、フシューと漏れる、不気味な呼吸音。真っ赤にぎらつく双眸そうぼう。

　四本の足で甲板を醜く這いずり回り、穢けがらわしい痕跡こんせきを床に残していっている。

　とても人間と言える生き物ではない。しかし、他のいかなる動物とも違う。

「どういうタイプの敵だった……？」

　姫沙が帝の後ろから怖々こわごわ尋ねた。

「わけの分からないタイプだった！」

　その声に気付いたのか、異形が立ち上がり、物凄い速度で船室へ突進してくる。

　大きく開いた口から噴き出す海藻。海底の慟哭どうこくのような叫び。

「二足歩行もできるのかよ！」

　帝は即座に扉を閉めた。異形が扉に激突し、床に崩れ落ちていく音。

　扉が激しく揺さぶられ、滅茶苦茶めちゃくちゃに叩かれる。

　しばらくして諦めたのか、湿った足音が遠ざかっていく。

「な、な、なんだったの、今の……？」

　姫沙が震えた。

「セイウチ……ではなかったな……。妖怪ようかい？　いや、悪霊の類か？」

「あああああ悪霊なんているわけないわ！　非科学的よ！」

「科学ですべてが説明できるというのは人間の驕おごりだ。必ずしも知性は万能ではない」

　北御門家は俗世を統すべる一族だが、古くより陰陽師や易者といった人々との関かかわりも深い。政まつりごとにおいて重要な決断を下す際に天の意を問うのは、よくあることなのだ。故に、超自然の存在を否定するわけにもいかない。

　姫沙がベッドを手の平で叩く。

「と、とにかく、ないったらないの！　あれはセイウチよ！　海のマスコットよ！」

「海のマスコットにしては攻撃的な感じだったが……」

「戦闘型マスコットよ！　可愛さで都市を焼け野原にするのよ！」

「それはもはやマスコットじゃなくて爆撃機だ！　というかやけにびびってるな」

「こ、怖がってなんかないわ！　ええ怖くありませんとも！　私はいつも通りよ！」

　腰に手を当て、凜々りりしく顎を突き上げ、膝はガクガクである。ちょっと泣いている。

「言ってることとやってることが正反対すぎだ！」

「仕方ないでしょ!?　実体があるものは殺せば済むけど、幽霊の殺し方は分からないのよ！」

「殺せば済むってのも大概だが……そうか、意外な弱点だな……。姫沙はお化けとか苦手だったのか……」

　帝が頰を緩めると、姫沙は怯ひるむ。

「な、なによ……」

「いや、別に？　随分と可愛らしい闇の女帝だと思ってな？　ひょっとして、暗いところも怖かったりするのかな？」

「は、はぁ？　そんなわけないでしょ！　今は普通に平気よ！」

　頰を上気させて主張する。

「今は……？　つまり昔は怖かったと？　中学生くらいまでは夜は一人で眠れなかったとか、そんな感じか？」

　形勢逆転。帝はここぞとばかりに攻めていく。姫沙の優位性を削ぎに削いでから一気に攻め落とそうとの作戦だったが。

　突如、鼓膜が破れんばかりの悲鳴と共に、船室の窓を打ち破って異形が突入してきた。

　散乱するガラス片、投げ出される異形。腐臭が室内に溢あふれかえる。

　その正体不明の化け物は四つん這いになり、喘あえぎながら這い寄ってくる。

「姫沙！　俺の後ろに隠れていろ！」

　格好いいところを見せて落とすチャンスだと思い、背後にかばった姫沙を帝が振り返ると。

　姫沙は毛布を引ひっ被かぶって隠れ、雄々しく背筋を張り伸ばしていた。

「見えてないわ！」

「なんの話だ！」

「見えないモノは存在しないのよ！　だからこの部屋には私しかいないの！　安全なのよ！」

「俺もいないのかよ！　現実逃避にも程がある！」

「なにかしら？　ここはテントの中なのかしら？　きっとそうに違いないわ。外に出たら満天の星空が見えているのよ。でも今は夜だから、おやすみの時間……」

　ぶつぶつとつぶやく姫沙。

　──やばい。

　帝はリアルな脅威を覚えた。

　日本屈指の頭脳と知性を誇るはずの南条姫沙が、恐怖のあまり少々おかしなことになっている。早くなんとかしてやらないと、取り返しのつかない域に足を踏み入れるかもしれない。

「大丈夫だ、姫沙。お前は俺が守る」

「帝……？　あなたひょっとして、退魔術まで修めているって言うんじゃ……」

「嗜たしなみ程度にな！　北御門家だからな！」

　帝は異形に向かって疾駆しっくすると、その前肢を摑み、攻撃される前に投げ飛ばした。

　悲鳴と共に床を転がる異形。勢いで体から触手が剝はがれ落ちていく。

　いや……それは触手ではない。

　さっきは薄暗くて分からなかったが、よく見れば海藻だ。様々な長さと色の海藻が、幾重にも体にまとわりつき、そこへ海老やら海の雑多な生き物が絡からまって蠢うごめいているのだ。

「フンッ！」

　帝は海藻の端を鷲摑わしづかみにすると、一気に引ひっ張ぱって異形から剝ぎ取る。異形は着物の帯を引っ張られた芸者のように、くるくると回転して真の姿を見せていく。

　ぴっちりと体に吸いついたウェットスーツ。

　豊かな胸の形が浮き出て、太ももの線が悩ましい。

　血の気を失った顔に、濡れた髪が貼りついている。

「へ、へるぷみー……」

　異形が──クラスメイトの瓦屋木影が、潜水服姿で倒れ込んだ。

　起き上がるのもつらいらしく、床に顎をつけて喘いでいる。

「瓦屋!?　なんでこんなとこに!?」

　帝が驚くと、木影は切れ切れの声を絞り出した。

「ずっと……船底に隠れていたら、急に揺れが激しくなって……。頑張ってしがみついていたんですけど……酸素ボンベも海底に落ちちゃって、仕方なく避難してきたんです……」

「へ、へえ……」

　凄まじい執念だった。もはや一介の情報屋の熱意ではない。

　木影は小刻みに体を震わせる。

「こ、凍え死にそうなので、温かいスープと着替えを……あ、ブランデーもお願いします。お風呂は入浴剤が入っていた方が湯上がりがいい感じになると思います！」

「遭難者が図々ずうずうしいな！」

「お風呂上がりはやっぱりアイスですよね。バニラが大好きなんです！　チョコチップが入っているのは邪道です！　混じりっけなしのバニラでお願いします！」

「寒いんじゃなかったのかよ！　元気いっぱいだな！」

　帝は脱力する。化け物だと思っていた相手がクラスメイトだと判明したのもあり、熾烈な恋愛ゲームが中断されたのもあり、急に緊張感が失われてしまった。

　だが。

「よくも……帝の前で私に恥を搔かせてくれたわね……？」

　鬼が背後にいた。

　帝がひやりとして振り返ると、姫沙が悪鬼あっき羅刹らせつの表情で立っている。被っていた毛布を放り捨て、怒りを全身に滲ませて、木影に歩み寄っていく。

「これは……サメの餌えさにしましょう……」

「海賊か！」

「今ならお得よ……私たちしかいないから、完全犯罪ができるのよ……」

「わわわわわたしっ、美味おいしくないからサメも食べないと思いますーっ！　餌なら帝くんが！　帝くんが打ってつけです！」

「なんで俺が餌になるんだよ！」

「帝どいて！　沈めるから！　そいつをマリアナ海溝に沈めるからーっ！」


「やめろ！　クラスメイトに鈍器はやめろ────っ!!」



　ずぶ濡れのまま逃げ惑う木影。

　枕を摑んで襲いかかる姫沙。

　必死に木影を枕から守る帝。

　麗うるわしくも優雅なクルーザーの時間はどこへやら、そこにあるのは純粋な混沌だった。







[image: ]







　凛花りんかは空き教室の戸を躊躇ためらいがちにノックした。

「……静川しずかわです。いらっしゃいますか？」

「はいはい！　どうぞーっ！」

　密談に凛花を呼び出したとは思えぬほど快活な声が、教室の中から響き渡る。

　これは人目を忍ぶ意味があるのだろうかと疑問を抱えつつ、凛花は辺りに人がいないのを確かめてから戸を開けた。

　中に待っているのは、クラスメイトの木影こかげ。相変わらずの屈託くったくのない笑顔で、カーテンを閉め切った窓際から凛花の方へ歩いてくる。

　凛花は入り口の戸を閉め、念のために鍵かぎもかけておく。

「内緒のお話って、なんでしょうか？」

「実はですね……協力させてもらいたいんです！」

　木影はにこにこしながら言い放った。

「協力……？」

「はい！　分かりやすくたとえるなら、わたしがガムテープになるんです！　粘着率百五十パーセントです！　朝顔に台風が襲いかかってきても勝利です！」

「まったく分かりませんわ……」

　凛花は途方に暮れた。

　瓦屋かわらや家には用心しろ──意味不明だから、というのは社交界でよくささやかれる言葉だが、その言葉の真実味を身をもって思い知らされている。

　木影は人差し指を頰ほおに添えて体を傾かしぐ。

「つまりですねー、えっと、帝みかどくんと凛花ちゃんをラブラブにするのを協力したいんです」

「え……み、帝様と……？」

　唐突に最愛の人の名前が出てきて、凛花の心臓が跳ねる。

「北御門きたみかど家の当主さんから、直々に依頼されてましてー。許婚いいなずけの二人をくっつけてくれと」

「帝様のお父様が……？」

　目を見張る凛花。

「ほらっ！　証拠に、帝くんのお父さんの命令も録音してるんです！」

　木影がスマートフォンの画面をタップした。

　スピーカーから雑音混じりの音声が流れ出す。

『調査に並行して、お前には帝の恋愛工作も依頼したい』

『帝くんと姫沙きさちゃんの恋のキューピッドになれってことですね！　分っかりました！』

『そうではない。帝と静川殿の令嬢……凛花殿の仲を取り持ってほしいのだ』

　確かに、帝の父親と木影の声だった。

「録音なんてして、大丈夫なんですの……？」

　凛花が恐る恐る尋ねると、木影はきょとんとした。

「ふえ？　なんでですか？　わたし、基本的にだいたいのことは録音してますけど。後でいいネタになるかもですし」

「相手は北御門様ですわよ？　五年くらい前、北御門様についてのオフレコの情報を売ろうとした記者が行方ゆくえ不明になったって噂うわさ、ご存じないんですの？」


「あれっ……？　わたし……殺されちゃいますかね……？」



　木影は急に不安そうな表情になった。

「多分、大丈夫だとは思いますけれど……」

　清廉潔白せいれんけっぱくを旨むねとする北御門家のこと、汚れ仕事に手を染めることはないだろうが、いずれにせよ件くだんの記者が凄すさまじい制裁を加えられたのは間違いない。

「ど、どうしましょー！　こここ殺さないでくださあいっ！」

　木影は涙目で凛花にすがりつく。

「わたくしにおっしゃられても……」

「凛花ちゃんは帝くんの奥さんになる人じゃないですか！　なんとか命乞いしてください！　なんでもしますからーっ！」

「そういうことは軽々しく言うものではございませんわ……」

　軽々しく土下座する木影を、凛花は抱き起こす。他人から土下座などされるのは初で対応が分からないし、クラスメイトにされるのはもっと未知の世界すぎて困る。

　木影は制服の袖そでで涙を拭ぬぐうと、小さな拳こぶしで胸を叩たたいた。

「と、とにかく、わたしに任せておけば、あっという間に二人はラブラブですよ！　明日にはキス確定ですから！」

「そ、そんなに早く……？」

　凛花は頰が熱くなるのを感じた。

「そして三日後には出産確定です！」

「早すぎません!?　なんの生き物なんですの!?」

「六日後には孫も生まれます！」

「だからなんの生き物なんですの!?」

　自分は人類であることを予想以上に周知できていなかったのではないか。木影とのあいだに重大な誤解が生じているのではないか……と凛花は心配する。

　木影が凛花の方へ身を乗り出した。

「どうですか、凛花ちゃん？　わたし、お得ですよ？　もー便利に使っちゃってくださいっ」

　クラスメイトが全力で己おのれを安売りしてくる。未来のある乙女なのだし、もう少し我が身を大切にすべきではないのかと思う凛花である。

　それはともかくとして。

「ありがたいお申し出ですけれど……、今回は遠慮させていただきますわ」

　凛花は深々と礼をした。

「えー？　なんでですかー？」

「わたくしの帝様に対する愛は、わたくしだけのもの。自分の想おもい人くらい自分の力で射止めなければ、静川の娘は名乗れません。工作などといった卑怯ひきょうな手を使うのは、栄えある白瀬しらせ女子学院で育った女の風上にも置けませんわ」

「そうですかねえ……工作、みんなでやったら楽しいと思いますけど……」

　まるで図画工作の話をしているかのような口ぶりだった。

「そもそも、手段を選ばないというのなら、わたくしは帝様と南条さんの関係を北御門様に報告するだけで済みますし……」

「……え？」

「い、いえ、なんでもございません！」

　つい口が滑ってしまった。帝が姫沙に恋心を抱いているのは極秘なのだ。

　凛花は背筋を張り伸ばすと、胸に手を当て、きっぱりと告げる。

「これは、わたくしの……乙女の意地の問題なのです。この恋は必ずや、一人で立派に貫き通してみせますわ」

　堂々とした宣言が、静謐せいひつの教室に響き渡る。

　木影は目を見開いて立ち尽くす。


「ほえー…………凛花ちゃん、格好かっこういいです……」



「格好をつけているわけでは、ないのですけれど……」

　凛花は首筋が熱くなるのを感じる。純粋に、自分の素直な決意の表明だった。

　木影はしょんぼりとうなだれる。

「じゃあ……わたしは余計なことはしない方がいいですね……。協力のおまけに、参考データとして帝くんのプライベート写真を渡そうと思っていたんですけど……」

「え!?　帝様の!?」

　凛花は肩を跳ねさせた。

「はい。わたし、帝くんのことは前からずっと探ってまして。あ、探ってたって言っても、悪い意味じゃないんですけど！」

「やっぱりストーカーさん……ですの？」

　恐怖に震える凛花。ここは警察の手に委ゆだねるのがクラスメイトの責務かもしれない。

「違いますってば！　北御門家の情報が欲しかったんです！　で、昼も夜も追跡してたら、たくさん写真が撮れちゃいまして」

　木影が学生鞄かばんから大きな封筒を取り出し、凛花に手渡した。

　封筒の意外な重みに凛花は驚きながら、中身を確かめてみる。


「これは…………！」



　恐ろしいまでの、大量の写真。

　学校にいるときの帝だけではなく、公園を歩いている帝、送迎の車内で居眠りしているときの帝、洋服店で買い物をしている帝など、様々な場面をとらえた写真が詰まっている。

　極きわめつけは、どうやって撮影したのか分からないが、更衣室で着替えている帝の写真。引き締まった肉体と、凜々りりしい横顔が、眩まばゆい陽射ひざしを浴びて写っている。

「あ……ああっ……帝様っ……」

「凛花ちゃん!?　なんで写真をモシャモシャ食べてるんですか!?」

「はっ!?　す、すみません……つい我を忘れてしまいました……」

「どう我を忘れたらヤギさんになるんですか!?　人間らしさだけは忘れないでください！」

　凛花は慌てて口から帝のセミヌード写真を出し、ついでに口元のよだれを拭ぬぐう。危ない危ない、静川家の息女ともあろうものが、外で人様に恥ずかしい姿を見せるところだった。

「お気になさらないでください。よくあることですわ」

「よくあったらダメですよね!?　宇宙人に寄生されてるんですか!?」

　木影は本気で凛花の身を案じている。

　──ストーカーさんではあるみたいですけれど、良いストーカーさんですのね。

　凛花は木影を見直した。貴重な写真の数々を、一枚ずつじっくりと鑑賞していく。

「どれも素晴らしい写真です……帝様の魅力を、最大限に引き出していらっしゃいます……まさにこの世の宝……眼福がんぷくです……。見事な腕をお持ちなんですのね」

「え、えへへ～、そうですかぁ～？　お世辞は困っちゃいますよ～」

　木影は身をよじって恥ずかしがっている。普段は奇天烈な言動ばかりが目立つ少女だが、こうしていると年相応に愛らしい。

「お世辞などではございませんわ。この帝様のスナップ……左斜め四十五度という最高のアングルから撮られたベストショットです！　そう、帝様はただでさえお美しい方ですが、この角度が一番格好いいのです！　しかも背景に薔薇ばら！　なんという……味わい深い写真でしょう」

「ソムリエですか!?　帝ソムリエ凛花ちゃん!?」

　木影は目を白黒させた。

「ソムリエと呼ばれるには、わたくしなどまだまだですわ。もちろん、帝様の最良の理解者は未来の妻であるわたくしだと自認しておりますが、瓦屋さんも帝様の魅力をよく分かっていらっしゃるのですね」







[image: ]







「え、ええと……ありがとうございます？」

　困惑を覗のぞかせる木影。

　世界で最も偉大な存在、帝。その理解者に自分が成り得たという身に余る名誉に、木影は思考がついていっていないのだろう、と凛花は判断する。

「でも、わたしは協力しない方がいいんですよね。写真は持って帰りますね……」

「お待ちください！」

　写真と封筒を回収しようとする木影を、凛花は猛スピードで止めた。

「……はえ？」

　木影はぽかんとする。

「是非、是非、わたくしの恋にご協力くださいませ！」

「え、さっきは一人でやり抜くのが静川の娘って……」

　写真を引ひっ張ぱる木影、なにがなんでも放さない凛花。

「わたくしが浅はかだったんですの！　こんな素敵な写真を瓦屋さんがお撮りになっているとは思わなくて！　帝様の写真、まだ他ほかにもあるのですわよね!?」

「た、たくさん……何千枚かありますけど……」


「ああっ……！」



　凛花は忘我の域に達して、己の両腕を抱き締めた。

　すぐさま木影の手を握り締める。

「それはつまり……たとえば、たとえばですよ？　帝様の抱き枕まくらや等身大人形を作れるぐらい高解像度の写真もあるということですわよね!?」

「たとえが怖いですよ！　目も怖いですよ！」

「ほんのたとえです！　ございますのね!?」


「は、はいいぃぃ……ありますぅぅ……許してくださぁい……」



　凛花に額を重ねられて問い詰められ、木影は涙目で震える。

　級友を怯おびえさせるのは凛花の本意ではないけれど、これは重要な問題なのだ。

　恋する乙女として当然のことながら、凛花の私室には帝の抱き枕が詰まっているが、画像の質が木影の写真に比べれば劣り、バリエーションも少ない。新たな素材の確保は急務だ。

「ありがとうございます。あなたという協力者を得て、非常に心強く思いますわ」

「ま、まあ、断られたら帝くんのお父さんに怒られるから困るんですけど……」

　木影はいまいち腑ふに落ちない様子だ。

「よろしくお願いいたします、瓦屋さん！」

「が、頑張りましょう。全力でサポートします！」

　二人の少女は互いの手を握ってうなずき合った。







　昼休み。

　高等部の中庭に出た凛花は、倉庫の陰に帝の姿を発見した。

　木影の情報によれば、最近の帝は休み時間になるとこのスペースでのんびりしていることが多いらしい。人の行き来はほとんどなく、美しい木々も並んでいて環境も良い。

　──きっと、激務の合間に息抜きをされているのですね……。

　凛花は未来の夫の苦労を思いながら、帝へと近づいていく。

　邪魔をするのは忍びないが、せっかく木影にもらった情報は有効活用しなければならない。ここなら他の少女たちに妨害されることなく、許婚との距離を縮められるのだ。

　凛花は倉庫の角から覗き込み、さりげなく声をかける。

「帝様。見つけちゃいました」

「お、凛花か」

　帝は親に秘密の場所を知られてしまった子供のような、ばつの悪そうな顔をする。彼にしては珍しく幼い反応に、凛花は胸がきゅんきゅんするのを感じた。

「かくれんぼでもなさっているのですか？」

「かくれんぼ……うん、まあ、そんな感じかな。ここのところ、いろいろと騒がしいから、たまには休まないと身が持たない」

「申し訳ございません……お休みのときに来てしまって」

　肩を落とす凛花に、帝が苦笑する。

「気にするな。凛花だけなら静かだから、別に疲れない」

「なんてお優しい言葉……帝様は妻の気持ちをいたわってくださる最高の旦那様ですわ！」

「いや、まだ旦那じゃないからな」

「つまり、いつか必ず旦那様になってくださるということですわね！」

「そういう意味でもない！」

　凛花は胸の前に手を組んで、うっとりとつぶやく。

「ああ……その日が待ち遠しいですわ……」

「聞いて！　俺おれの話を少しは聞いて！」

　帝は必死に凛花の肩を揺さぶってくる。なにか訴えているようだが、その内容よりも、帝に肩を鷲摑わしづかみにされているという状況が凛花は嬉うれしい。頰を火照ほてらせながらささやく。

「なんだか……帝様に迫られているみたいです」

「なんの話!?　まったく迫ってないよな!?」

「大丈夫です。わたくしなら、心の準備はできておりますから」

「準備なんぞ要らん！　しっかりしてくれ、まだ午ひるだぞ！」

「そうですわよね、こういうことはやっぱり、夜でないと……」

「本当にしっかりしてくれ……」

　帝は力尽きたようにしゃがみ込む。

　これはいけない、と凛花は焦あせった。夫を疲れさせるのは妻失格だ、妻なら癒やしてあげなければ。ただでさえ、彼は休養を求めて中庭に来ているのだから。

　そして、木影の力強いバックアップを受けた今の凛花には、帝が好む話題も分かる。彼を楽しませるための予習も完璧かんぺきだ。

　凛花はふと思いついたように両手を合わせる。

「あ、そういえば。帝様は、レ・ミゼラブルの映画はご覧になりましたか？」

「最近ロードショーが始まったリメイク版か？　あれは観みていないが……」

　帝は表情を曇らせた。

『リメイク版、帝くんは苦手なんです！　更衣室でクラスの男子から話を振られて嫌そうにしているのを聞いたことがあります！』

　木影の言葉が、凛花の鼓膜に蘇よみがえる。

　なぜ更衣室での男子トークを木影が聞いたことがあるのかは不可解だが、瓦屋一族に追及しても仕方ない。重要なのは帝の情報だ。

「リメイク版ではなく、一九五二年に公開された白黒映画ですわ」

「ああ、もちろん観たぞ。急にどうしたんだ？」

　帝の目に輝きが戻る。

「先日、わたくしも観て楽しかったもので、帝様のご感想をお聞きしたくて」

　レ・ミゼラブル。原作は、ヴィクトル・ユーゴー著のフランス文学である。日本では『ああ無情』というタイトルが有名で、様々な翻訳書が出ている。

「そうだな、原作に忠実なのもいいが、一九五二年版は脚本家が独自の解釈を加えていてな。主人公のジャン・バルジャンだけでなく、当時の貧困に喘あえぐ民衆の心情がしっかりと描かれているから、市民の気持ちを知る上で勉強になる」

　凛花は帝の隣に寄り添ってうなずいた。

「確かに、原作にはいない追加キャラクターが良い味を出していましたわ。わたくしのお気に入りは、主人公の妹たちなんですけれど……」

「分かる。貧乏な家族の生活のためにパンを盗んで牢獄に入れられた主人公を、じっと待つ妹たち……健気けなげだったよな。できればハッピーエンドであってほしかったけど、途中で倒れていくのがまたリアルというか……世界の無常さを教えてくれる秀逸な作品だ。そして多分、コゼットはあの映画の中で妹の生まれ変わりのような存在として暗示されているんだと思う。そこに救いがあるんじゃないかな」

　ここまで熱を入れて語る帝を見るのは、凛花も初めてだった。ディナーのときは場の空気を悪くしないようそつなく雑談をしてくれるが、今日は勢いがまったく違う。

　凛花はくすりと笑みを漏もらした。

「あの映画がよっぽどお好きなんですのね」

「ま、まあな」

　帝は照れくさそうに頰を搔かく。話に興が乗りすぎたことに、遅ればせながら気付いたといった様子だ。そんな彼の姿もまた、凛花の知らない一面だった。

「自分の好きな映画の話ができるのは久しぶりだ。凛花とはもっと語り合いたいな」

「帝様……！　なんてありがたいお言葉……！」

　今だけは二人の時間。帝は凛花だけを見てくれている。

　──これが夫婦水入らずというものなんですのね！

　凛花は幸福感に満たされる。

　帝の居場所やお気に入りの映画の情報をくれた木影には、感謝してもしきれない。北御門家に嫁いだ暁には、木影の瓦屋一族にもできる限りのお礼をしなければならないだろう。

　うららかな陽射しの中、許婚と映画談義を弾ませる凛花だったが、好事魔多しと言うべきか。

「……こんなところにいたのね、帝」

　最大のライバルの声が聞こえて、凛花はひやりとした。

　渡り廊下の方から姫沙が歩いてきている。腰に手を当て、見るからに不機嫌そうな表情だ。また帝に喧嘩けんかを売られるのか、ボールでもぶつけられるのかと凛花は身構える。

「どうやって……ここがお分かりになったんですの……？」

　木影に情報をもらったならともかく、普通に散歩をしていて見つかる場所ではない。そして、北御門家当主の息がかかっている木影は南条家には協力しないはずだ。

　凛花の問いに、なぜか姫沙は視線を泳がせる。

「えーと、その……なんていうか……に、匂においよ！　匂いで帝の居場所ぐらい分かるのよ！」

「お前は犬なのか!?」

　帝がたじろいだ。

「犬じゃなくても分かるわ！　帝の体臭は五キロ離れていてもはっきり匂うもの！」

「いくらなんでも酷ひどすぎるよな!?」

　凛花は手の平を握り締めてよろめく。

「ご、五キロ……わたくしでも一キロが限界ですのに……」

「凛花は凛花でなにを言っているんだ！」

　姫沙は傲然と顎あごを突き上げる。

「ふふん、四キロの差は大きいわよ？　所詮しょせん、静川家の嗅覚きゅうかくはその程度のものってことね」

「わたくしの嗅覚が……通用しない……？」

「いや別にいいだろ……」

　帝は頭を抱えている。ついさっきまでは穏やかに雑談を楽しんでいたのに、急に疲労困憊ひろうこんぱいしたようだった。これはきっと姫沙のせいだと、凛花は恋敵を睨にらみつける。

　だが、闇やみの女帝たる姫沙は意に介する素振そぶりもない。

「それで、あなたたちはなんの話をしていたのかしら？　映画がどうとか、聞こえた気がしたのだけれど」

「レ・ミゼラブルの映画の話だ」

「言っとくけど、リメイクはゴミ以下よ！　どうせ帝は愚かだからリメイクが好きなんでしょうけど、一九五二年版が決定版にして最高傑作なのよ！　分からないなら映画など観ず、庶民と一緒にその辺の無料動画でも観てなさい！」

　凄まじい剣幕だった。リメイクと無料動画への憎悪が炸裂さくれつしていた。

「お、おお……俺も一九五二年版が好きだぞ……？」

　帝は気圧されている。

　姫沙は目をぱちくりさせた。

「え、そうなの？　あれ、面白かったわよね！　ジャン・バルジャンが追い詰められていくのが惨めで、格好悪くて！　家族を助けるため牢屋に入れられたときは大笑いしたわ！」

「鬼か！」

「だってそうでしょう、本当にデキる男なら、監獄を吹っ飛ばしても警察ごときに捕まるはずはないんだから」

「お前のデキる男の基準はどこなんだ……」

「とりあえずミサイル……？　を、生身で撃墜できる……ぐらい……？」

「スケールが壮大だ……」

　帝は自分の手の平をじっと見つめる。切なげな顔だった。

「でも、一九五二年版が面白かったのは確かよ。帝も観ていたなんて驚き──」

　姫沙がぎくりと硬直し、言葉を止めた。

「どうしたんですの？」

　不思議に思って凛花が姫沙の視線をたどると、校舎の窓の向こうに木影がいた。自分の渡した情報が役に立っているか、凛花を見守ってくれているのだろう。

　姫沙は木影から目をそらし。

「最悪の映画だったわ！　リメイクの良さが分からないなら死んだ方がいいわね！」

「さっきとおっしゃっていることが正反対ですわ!?」

　凛花は混乱した。

「そうかしら？　私は常に一貫した論理で話しているのだけれど。一九五二年版が面白いなんて言ったことはまったくないし、あなたの記憶がおかしいんじゃない？」

「えええ……」

　帝も啞然あぜんとしている。

　この豹変ひょうへんぶりはなんなのだろう、と凛花は困惑した。

　木影の存在に気付いた途端に変わったから、木影に原因があるのは確かだが、因果が摑つかめない。ひょっとしたら、近頃ちかごろの帝と姫沙が喧嘩ばかりしているのと関係があるのかもしれない。

「だいたい、主人公のライバルのジャヴェール警部はぬるすぎるのよ！　いくらジャン・バルジャンが改心したからって、犯罪者を捕まえようともせず、かといって法を曲げることもできず、板挟みになって身投げするなんてね。私だったらジャン・バルジャンを射殺しゃさつした上で、監獄を吹っ飛ばすわ！」

「両方潰つぶすのかよ！　というかお前はなにがなんでも監獄を爆破ばくはしたいんだな！」

　姫沙は肩をすくめて鼻を鳴らす。

「だって、あの物語のテーマは社会の不条理でしょう？　不条理というのはシステム全体を侵食しているものなのだから、解決したいのならまずはすべてを破壊して構築し直さないと。まあ、それでも不条理が社会から消えることはないから無駄でしょうけど」

「南条さん……」

「姫沙……」

　凛花と帝は目を瞬いて姫沙を見つめた。

　姫沙は怪訝けげんそうに二人を見返す。

「な、なによ？」

「いや……、あの映画をかなりしっかり観てるんだなと思ってな。興味深い」

　帝は感服したように言った。

　最悪の映画だと酷評する割には、奥まで読み込んでいる。帝の好みに合わせて急ピッチで勉強した凛花とはレベルが違う。

「そ、それはそうよ！　私は叡智えいちの権化ごんげだもの！　全身が脳細胞だもの！」

「それはさすがに気持ち悪いだろ！」

「気持ち悪くないわ！　七色の脳細胞だもの！」

「余計に気持ち悪い！」

　息ぴったりで言い争う帝と姫沙を眺め、凛花は。

　──さすが、帝様が想いを寄せる女性……そう簡単には勝てませんわね。

　ひとまず、今のところは引き下がることにした。







　夕暮れの空き教室で、凛花は問いただす。

「木影さんって……北御門家の当主様から、帝様と南条さんの密偵を命じられていらっしゃいますよね？」

「え」

　呼び出された木影はぎくりと身を震わせた。

　教室に他の生徒の姿はない。恋愛工作において協力関係になってからというもの、二人は定期的にここで秘密の作戦会議を開いていた。

「や、やだなー、クラスのお友達をこそこそ嗅かぎ回るなんて、わたしがするわけないじゃないですかー」

「瓦屋さんは普段から帝様のことを調べ回っていますわよね」

「う。そ、それはっ、個人的な趣味というか！　わたしが帝くんのお父さんから依頼されたのは、凛花ちゃんのヘルプに入ることだけというか！」

　木影は手を振り回してまくしたてるが、明らかに焦りが表れている。

　そもそも最近の帝と姫沙はおかしいのだ。たいした理由もなく、顔を合わせるごとに喧嘩しているし、かといって互いを憎んでいる様子でもない。

　そして、先日の姫沙が木影を見て突然態度を変えた件。あれは、どう考えても。

「帝様と南条さん……とっくに瓦屋さんの監視に気付いていらっしゃいますわ」

「そ、そうなんですかあっ!?　なんでなんで!?　バレないようにしてたはずなのに！」

　木影は驚きの声を上げてしまい、すぐに口を押さえた。

「……あ」

「やっぱり、監視なさっていますわよね」

　凛花は木影を真まっ直すぐな視線で捉とらえた。

「ち、違うんです！　帝くんと姫沙ちゃんの恋愛事情なんて監視してないんです！　報酬に北御門家の専属情報官の立場なんて約束されてないんです！　そのミッションは極秘だって帝くんのお父さんから言われてるから違うんですうううっ！」

「全部おっしゃっていますわ」

「あああああ……」

　木影は床に手を突いてへたり込んだ。

『瓦屋のうっかりミスは国を滅ぼす』とは社交界でよくささやかれる言葉ではあるが、凛花の想像を超えている。情報屋が情報を漏らすなど、普通なら考えられない。

「あ、あの……この件は……どうかご内密に……」

　木影はすがるような目で凛花を見上げた。

　凛花はうなずく。

「もちろん構いません。ただ、帝様と南条さんに気付かれている以上、きちんと監視ができるかは分かりませんけれど」

「ううぅ……そうですよねぇ……。どうしましょう……。このままじゃ、帝くんのお父さんに怒られて島流しに……」

「今の時代に島流しはないかと……」

「今の時代は星流しですか!?　火星への片道切符を渡されて開拓民になるんですか!?　嫌ですっ、わたしはまだ地球でやらなきゃいけないことがあるんですっ！」

　木影は近くの机にしがみついて訴える。そうでもしていないと強制連行されると思っているかのような怯えっぷりだ。

　凛花は口元に指を添えて思案する。

「でも、逆に考えると……瓦屋さんの目が北御門様の目、ってことですわよね」

「どゆことですか？」

　木影は小首を傾げた。

「つまり、今の帝様は常にお父様に見られているのと同じ状態で、瓦屋さんの前ではわたくしのアプローチを拒めない、ということですわ」

「なるほどー。許婚ですもんね！」

「どうにか……この状況を上手うまく活用できるとよいのですけれど……」

「うーん、なんかないですかねー……」

　二人して考え込んでいると。

「はいはーい！　アタシに任せてーっ！」

「きゃあっ!?」「ひゃー!?」

　いきなり教卓の下から美月が飛び出してきて、凛花と木影は悲鳴を上げた。美月は身軽に教卓に飛び乗り、戦隊ヒーローのようなポーズをびしっと決める。

「呼ばれて飛び出て美月ちゃん！　期待に応こたえて登☆場っっ!!」

「呼んでませんようっ！」

「あれれ？　おっかしいなー。呼ばれた気がしたんだけどなー」

「み、美月さん……いつからいらしたんですの？」

　凛花はバクバクと鳴る胸を押さえる。

「うーんとね、なんかね、ずっとだよ？　凛花ちゃんと木影ちゃんがしょっちゅうここでお喋しゃべりしてるみたいだったから、アタシも毎回混ぜてもらってたの！」

「えっ、そうなんですか!?　わたし、全然記憶にないんですけど……凛花ちゃんとわたしの二人だけだった気がするんですけど……」

「それは記憶喪失だよ！」

　美月は木影を真正面から指差した。

「あわわわわ……やっぱり……アブダクションの前後は記憶がなくなると言いますし……」

　肩をわななかせる木影。

「落ち着いてください、瓦屋さん。わたくしの記憶にもございません」

「だよねー。アタシ、ずっと静かに教卓の下でゲームしてたし」

「まったく混ざっていませんわ!?」

「そうとも言う！」

「そうとしか言いませんわ……」

　凛花は激しい脱力感を覚えた。姉とは違って無邪気な少女だが、姉よりも捉えどころがなくて扱いづらいことこの上ない。

　美月が教卓から飛び降り、にこにこしながら凛花に体を寄せてくる。

「でねでねっ、アタシ、いいアイディアがあるの！　一晩でむぎゅーって帝くんと凛花ちゃんをくっつける方法！」

「……なんですの？」

　思わず食指を動かされた。

「ほら、海の近くに、静川グループの系列のショッピングモールがあるでしょ？」

「ええ」

「あそこに帝くんを凛花ちゃんがお買い物に誘うの！　同じ時間に木影ちゃんもお買い物に来てうろうろしとくの！　そしたら帝くんはしっかりデートしなきゃいけなくなるでしょ？」

「帝様と……お買い物デート……」

　凛花は想像してうっとりした。両家の圧力もあって、ディナーには定期的に付き合ってもらっているが、きちんとしたデートはしたことがない。

「ついでに店員さんたちにも帝くんの写真を配って、許婚だから応援してねって頼んでおくの。静川グループからお給料もらってる店員さんたちの前だと、帝くんも許婚らしくしなきゃでしょ？　つまり、モールが帝くんをみんなの視線の網で閉じ込める大きな檻おりになるんだよ！」

「す、すごいです……」

　木影が感嘆の声を漏らした。

　凛花も美月の策に空恐ろしい思いをする。脳天気なように見えて、この子はやはり南条家の人間だ。まだ中学生だというのに、凛花では考えつかない搦からめ手を提案してくる。

「そして、最後の仕上げ！　閉館の時間になったら、木影ちゃんがコントロールルーム？　みたいなとこに行って、帝くんと凛花ちゃんをシャッターでホントに閉じ込めちゃうの！　一晩じっくり二人で過ごせば……ね？　後は分かるよねっ？」

「帝様と……二人きりの夜……そんなっ、帝様っ大胆すぎますっ……はあっ……」

「凛花ちゃん!?　よだれ出てますよ!?」

「あ……失礼いたしました」

　凛花はレースのハンカチで上品に口元を拭った。あまりの衝撃的なシチュエーションに白昼夢を禁じ得なかった。

「ねっ、いいアイディアでしょ？」

「最高です……これで勝利確実です……」

「当日はアタシもついてって、いろいろ手伝うから！　頑張ってね！」

　美月は元気にピースサインを突き出した。

「ですが、どうしてわたくしに協力してくださるのですか？」

　南条姫沙は彼女の姉、そして美月自身も帝に少なからぬ慕情ぼじょうを寄せているはず。あえて凛花に入れ知恵するメリットが不明だ。

「おねーちゃんを……怒らせてみたいから？」

　くすりと艶あでやかな笑みを浮かべ、美月が目を細めた。その目に宿っているのは、すべてを遊戯の対象とし、搔き回まわして悦楽に悶もだえる愉快犯の光……いや、闇。

　愛らしい真紅の唇は、奇妙な色香を漂わせ、秘めやかに濡ぬれている。

　凛花は背筋に冷たいものが触れるのを感じた。

「なんてねっ！　もちろん、凛花ちゃんのことが大好きだからだよーっ！」

　美月は楽しそうに笑いながら、空き教室から去っていった。







　日曜のショッピングモールは、人で溢あふれかえっていた。

　埋め立て地を利用し、広大な敷地を贅沢に使って建てられたモール。四階まで吹き抜けの空間にエスカレーターが張り巡らされ、二階からは二重の通路がコの字に走っている。

　モールに集められた店は、メンズやレディースの服飾に、雑貨や書店やクリニックまで、実に様々だ。あちらこちらで勧誘のパンフレットが配られ、家族連れが騒いでいる。

　帝は凛花と並んでモールの一階をそぞろ歩く。

「ありがとうございます。せっかくの休日なのに、お買い物に付き合ってくださって」

　清楚せいそなワンピース姿の凛花が、恭うやうやしくお辞儀した。

「凛花には申し訳ないことをしているからな。借りを返せるなら、なんでもするよ」

　それは正直な気持ちだった。許婚として、純粋な想いを向けてくれている凛花に応えられないのは、帝も心苦しいものがある。

「なんでも!?　で、では、手を繫つないでいただいたり……とかも、できるのでしょうか……」

　凛花は消え入るような声で尋ねた。

「あ、ああ……そのくらいなら、凛花がしたいなら……」

　帝はぎこちなくうなずいた。背後から視線を感じる。モールに着いたときから、ずっと木影に尾行されているのだ。

　なぜ木影がここにいるのか、考えても無駄だろう。

　木影はいる。どこにでも。一匹見かけたら千匹はいる。そんな存在だ。

　そして、木影の監視がある以上、帝は凛花の頼みを拒むわけにもいかない。北御門家の当主に買い物の様子を報告され、当主から『どうして許婚と手も繫がないのか。他に好きな相手がいるのか』などと詰問されれば、大変なことになる。

「お、お願い……いたします……」

　凛花が顔を伏せ、緊張に身を固くしながら手を差し出した。

　芸術家のように繊細で、白魚のように美しい手の平が、小さく震えている。

　本当に彼女は許婚のことが好きなのだと、帝は改めて実感してしまった。自分にまで緊張が伝染してしまい、気後きおくれがちに凛花の手を握る。

「あっ……」

　凛花の頰が、みるみるうちに紅く染まった。

　やわらかい感触。握り返してくる、乙女のもどかしい動き。

「い、行こうか……」

「はい……。わたくし、幸せです……」

　とろけるような笑顔で寄り添われ、帝は体が熱くなる。

　鼓動が速い。この許婚は、社交界では姫沙と双璧を成すと噂される美しい少女だ。心根だって美しく、帝のことを一心に愛してくれている。そんな彼女に対し、帝が欠片かけらも魅力を感じないと言ったら欺瞞ぎまんになる。

　二人は通路沿いの店を眺めながら歩いた。

「凛花がこの手の場所で買い物をしたがるなんて意外だな。あんまりきちんとした品は置いてないと思うが」

　庶民の生活を馬鹿ばかにしているわけではないけれど、北御門や静川のような家では御用達の店が決まっていて、ショッピングモールなどには出かけないのが普通だ。

「美月さんから教えていただいたのです。とても楽しいから、行ってみたらと。こういうのを……ショッピングデートと呼ぶのですよね？」

「え、ええと……デートになるのか……？」

「なります。これはデートです！」

　凛花はきっぱりと言い放つ。ちょっとムキになっているのが可愛かわいらしい。

　確かに、年頃としごろの男女が手を繫いでショッピングモールを散歩している姿は、傍目はためから見れば完全にデートだろう。

　そのことを意識してしまい、帝は凛花に触れている肌が灼やけるのを感じる。羞恥しゅうちに汗ばんだ手を拭こうとするが、固く握られていて引っ込めることができない。

「ちょっと手を放してもいいか？」

「わたくしを置いていくおつもりなのですか!?　お見捨てになるのですか!?」

「大げさすぎる！　汗搔いたから手を拭きたいだけだ！」

「拭かなくても大丈夫です！　帝様の汗ならご褒美ですから！」

「なんのご褒美なんだ、なんの！」

　丸めた手の平を口元に添えて考え込む凛花。
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「わたくしが……生きていることへの……ご褒美……？」

「そうだよな……生きるのは大変だよな……」

　純情可憐かれんな少女のはずなのに、時々許婚のことが分からなくなる帝である。そして凛花は断固として帝の手を解放しない。

　捨て犬のような瞳ひとみをした凛花から腕にしがみつかれ、帝は辺りの視線が突き刺さるのを感じた。通りがかるあちらこちらの店から、店員たちのささやきが聞こえてくる。

「お嬢様と婚約者の方、とっても仲良しなんですね」「お嬢様、幸せそう……」「美男美女同士で絵になる～！」「北御門グループの御曹司おんぞうしなんですよね」「お嬢様、羨うらやましいっ！」

　周囲の声に、帝は違和感を覚えた。

「なんか……妙に身元がバレている気がするんだが……」

「ここは静川グループの系列ですもの。大切な許婚を歓待するよう、お父様から全店舗に通達が出ているのですわ」

「全……店舗……？」

　それすなわち、静川の屋敷を訪問しているのと大差ない。挙動一つ、凛花への態度一つが、静川家への報告対象になるだろう。加えて、北御門家の方からはストーカー、もといクラスメイトの木影が出張してきて、なんでも報告しようと手ぐすねを引いている。

　両家に監視されたデート。いわば、広範囲型お見合い。

　帝は絶大なプレッシャーを感じた。

「そ、そうか。デート、満喫しないとなぁ～！」

「はいっ。このお店、ちょっと見ていってもよろしいですか？」

　凛花がブティックの前で立ち止まった。

「無論だ！　今日の俺は凛花のために存在する！」

「もったいないお言葉ですわ……！」

　二人は店に入る。

　店内は、真っ白な壁と床でモード系の雰囲気に統一され、シンプルで上品な洋服が並んでいた。商品を厳選しているのか、品数はさほど多くない。

　店のブランドで全身を固めた女性店員が、二人に歩み寄ってくる。

「お嬢様に婚約者の北御門様！　よくいらっしゃいました！　今日はなにをお探しですか？」

「特に買いたい品が決まっているわけではないのですけれど……その、帝様の好みのお洋服を選んでいただけたら、と」

「好みを聞かれても、女物の服はよく分からないしな」

　急に畑違いの難題を出され、帝は頭を搔いた。ファッションに比べれば、好みの政治家や好みの野草について質問された方が答えようがある。

「直感でよろしいのです。帝様が今すぐ襲いたくなるような服を教えてくださいませ」

「お前に教えたいのは、もうちょっと慎みを持てということだ！」

「失礼いたしました。帝様との繁殖活動が円滑に進む服を教えてくださいませ」

「余計に酷くなった！」

　普段は慎み深い大和撫子やまとなでしこだけれど、妙なところが大胆すぎる。しかし、そんなことを問われると、露出度の高い服の方に目が行ってしまうのが男児というものである。

　帝の視線に店員が勘付き、いそいそと洋服を取ってくる。

「お嬢様、でしたらこういうのはいかがでしょう？」

　ぎりぎりまで丈を切り詰めた、超ミニのスカート。胸元むなもとしか隠せないような肩出しのブラウス、こちらはモスリンの生地が透けている。

　凛花は恥ずかしそうに頰を染めた。

「なんだか、はしたない感じがいたしますわ」

　お前がそれを言うかと、帝は突っ込みたいが突っ込まない。

　店員は大きく首を振った。

「いえいえ、はしたないなどということは！　婚約者様も肉食獣の目でこの服を見てらっしゃいましたし……イケます！」

「まあ……肉食獣の目で……？」

「違うからな!?」

　帝は全力で否定する。北御門家の男児にとってエロは禁忌。よって自らが性欲を持っているなどと、断じて認めるわけにはいかない。

　店員が凛花の耳元でささやく。

「男なんて基本は性欲です。この服を着て二人きりになればイチコロですよ」

「は、はい！　実はまだ……で」

　凛花も声を潜める。

「まだですかー。困った婚約者様ですねー。不能なんですか？」

「以前、朝に見たときは力強かったのですが……どうしたらよろしいのでしょう？」

「そうですね、セイコウ率百パーセントのインナーもご用意いたします」

「ありがとうございます！」

　赤裸々である。そして普通に聞こえている。

「ガールズトークは男の子がいないところでしてくれないか……？」

　帝は両耳を塞ふさぎたい気持ちでいっぱいだった。

「婚約者様ったら、そんな男前なのにシャイなんですね！　さーさー、どうぞご試着ください！　婚約者様もご一緒に！」

　店員は帝と凛花を試着室へと押していく。

「なぜ俺も一緒に入る!?　おかしいだろ!?」

「おかしくなどありません！　デートの相手の買い物に一言申すは男子の務め！　下着もお買い上げになるんですから、中でじっくり見ないと！　それとも婚約者様は他の人にも見られる外でお嬢様の下着姿を見たいのです!?」

「え、そ、そうなのですか？　わたくし、いくら帝様のご趣味でも、帝様以外の殿方に肌を晒さらすのは……ああっ、ですが、帝様のご命令とあらばどんな辱はずかしめも……」

　凛花は目をじわっと潤ませ、悲しみに震えた。

「そんな趣味はない！」

「婚約者様は外道ですね！」

「ないと言ってるだろ！　そもそも下着姿は見たくない！」

　とんだ風評被害だった。けれど本当に見たくないかどうかは不明だった。

　理不尽な疑惑をぶつけられ、静川家の息がかかった店員に強く抵抗できないままに、帝は更衣室へと押し込まれてしまう。カーテンが閉ざされ、外から洋服と下着が投入される。

　凛花は赤い頰でうつむいて洋服を抱き締める。

「……申し訳ございません。着替え、すぐに済ませますから」

「あ、ああ……」

　帝は凛花に背を向けて待機した。

　本来なら男が足を踏み入れることも許されない聖域。

　その空間で強制的に凛花と二人きりにされ、帝は緊張する。

　視界に入っていないとはいえ、そもそもが一人用のスペース。凛花の気配をすぐ後ろに感じ、時折、彼女の手や肩が当たってくる。

　悩ましい衣擦れの音、ファスナーを引く音。

　床を見つめた帝の目に、ワンピースが落ちるのが見えた。続いて、白いレースのブラまで。解放された彼女の裸身から甘い匂いが放たれ、帝の本能を強烈に責め立ててくる。

　ふわりと、凛花の腕が後ろから帝の首に回された。

　守るもののない双丘のたおやかな感触が、帝の背中に押しつけられる。

「お、おい……」

　帝は耳が燃え盛るのを感じた。

「……こんなところに帝様と二人でいたら、わたくしもおかしな気分になってしまいますわ」

　すねたような口調で、凛花がささやいた。熱い吐息といきがかかり、帝は首を縮める。

　裸の彼女を見られるので、外には飛び出せない。弾みで変なところに手が触れてしまいそうで、凛花を引き剝はがすこともできない。帝は体を硬直させ、甘美な拷問に堪える。

「馬鹿なことは……やめろ……」

「馬鹿でも構いません。帝様が少しでも振り向いてくださるなら」

　凛花の手が帝の首元に回り込み、ボタンを一つずつ外していく。

「ちょっ、なにしてる……」

「試着室なのですから、帝様も着替えないと……」

「レディースの店で俺がなんに着替えるんだ！」

「しいっ……帝様、外に聞こえます」

　細くしなやかな指が、帝のシャツの中に忍び込んだ。帝の胸と腹を、ひんやりとした感触が滑っていく。帝は彼女の手を握り締めて捕らえた。凛花の腰が帝の腰に押しつけられ、少女の秘めやかな呼吸が伝わってくる。

「許婚としての……戯たわむれがお嫌なら、多くは望みません。少しだけ、今少しだけ、帝様をこの身で感じさせてくださいませ……」

「凛花……」

　彼女の声は切なげで、帝は冷たく振り払うことができなかった。夢中で抱き締めてくる凛花と二人、頭がくらくらするような甘い空気を吸いながら、じっとたたずんでいた。







　閉館を告げるアナウンスが、夜のショッピングモールに響いている。

　刹那せつなの休暇を楽しんでいた買い物客たちが慌ただしく駐車場へと出ていき、店員たちは片付けを急いでいる。

　やがて人の波が引き、静まりかえったモールの真ん中で、美月がソファから元気よく立ち上がった。ほっぺたには、食べ終えたばかりのソフトクリームがついている。

「さて！　凛花ちゃんもめいっぱいデート満喫しただろうし、そろそろかなっ！」

　美月は凛花にチャットでメッセージを送り、スイーツレストランの前に呼び出した。

　数分と経たたないうちに、凛花が息せき切ってやって来る。頰が紅潮しているのは、走ってきたせいか、それとも帝との時間に興奮しているのか。

「凛花ちゃん！　帝くんのスマホは預かった？」

「はい、わたくしの連絡先の写真を設定すると言ってお借りしてきました」

「よしっ、これで帝くんは外に助けを呼べないね！」

「なんのご用ですの？　帝様をあまりお待たせしたくないのですけれど」

　凛花は後ろをちらちらと気にしている。

「えっとね、実は凛花ちゃんにプレゼントを用意してるの！　二人の『ないとらいふ』を応援するグッズっていうか、これさえあれば帝くんもメロメロになる道具っていうか！」

　美月がウインクすると、凛花は物凄い勢いで食いついてくる。

「帝様がメロメロに!?　つまり、わたくしなしでは一分一秒たりとも生きられず、夫婦の寝室にこもったまま一生出てこられなくなる道具ですの!?」

「う、うん。帝くんを廃人にする気満々だね」

「いえっ、そんな、夫を廃人になど！　でも、わたくし以外のあらゆる人間が不要だと帝様が思ってくださるのが理想ですわ」

　両手を合わせて柔和に微笑む凛花。

「凛花ちゃんも凛花ちゃんで、おねーちゃんといい勝負だよねえ」

　あはは、と美月は笑う。しかしながら、これぐらいの心意気がなければ南条姫沙という史上最凶のモンスターとは闘えないのかもしれない。

　──帝くんって、危ない子に好かれやすいのかなぁ？

　とりあえず自分のことは棚上げにして、帝の身を案じる美月である。

「それで、プレゼントはどちらに？」

　凛花は見るからにうずうずしている。

「うんとね、大っきいから箱に入れて置いてるの！　そこのアクセ屋さんを曲がった先にあるから、取ってきてもらってもいい？」

　美月は二階通路の端、トイレの方向を指差す。

「ありがとうございます！」

　足早に去っていく凛花。

　それを見届けてから、連絡係の美月はスマートフォンで木影に通話をかけた。

　事前に話し合った作戦通りなら、木影はモールの制御室に着いているはずだ。計画の邪魔になる警備員たちは凛花の命令で既に帰らせている。

『ふぁいっ！　もひもひ！　瓦屋ですっ！』

　スマートフォンのスピーカーから、木影の慌てた声が聞こえた。続いて、喉のどを詰まらせたような悲鳴、胸を叩く音。

「木影ちゃん、ごはん食べてた？」

『は、はい！　今夜は長いミッションになるので、体力をつけようとあんパンと牛乳を』

「いいよねー、あんパン。甘くておいしーよねっ！」

『あんパンは完全栄養食ですから！　宇宙飛行士の必需品ですから！』

「うんうん！　そろそろシャッター下ろしてもらってもいい？　帝くんと凛花ちゃんをモールに閉じ込めるから！」

『了解ですっ！』

　木影が通話を切るや否いなや、大きな音と共にモール中のシャッターが閉じ始めた。

　一階の玄関、二階と三階の駐車場への連絡口だけではなく……凛花がいる狭いエリアのシャッターも。ここが閉鎖されてしまえば、凛花は帝と合流できない。

　大きな箱を引きずって戻ってきた凛花が、下りていくシャッターに驚く。

「ま、まだ閉めないでください！　美月さん！　瓦屋さんに連絡を！」

「ごめーんっ！　さっきから木影ちゃんに通話繫がらないんだよね！　死んだのかも！」

「死んでいませんよ！　シャッターも動いているのですから！」

「つまり……死んだのはアタシ!?　ここはあの世とこの世のあいだ!?」

「なにをおっしゃっているんですか！　開けてください！」

　シャッターを摑む凛花の抵抗も虚しく、区画は完全に隔離されてしまう。ちょうどここは監視カメラの死角になっているから、木影に気付かれることもない。

「だいじょーぶ！　帝くんのことなら、アタシが責任持ってお世話しとくからーっ」

　美月は親指を立てて保証すると、凛花のそばから駆け出した。

「美月さん!?　裏切りましたね!?」

「裏切ってなんかないよー、交代してもらっただけだよーっ」

　そもそも、これはゲームなのだ。ゲームは全力で戦略をぶつけ合うもの、一瞬の油断が命取りになる。凛花の抗議の声が響いているが、気にしている暇はない。

　美月は制御室にたどり着くと、ドアを開け放って中の木影に呼びかける。

「木影ちゃん！　聞いて聞いて！　すごいんだよ！」

「ふぁっ!?　ふぉ、ふぉうふぃふぁんふぇふは!?」

　木影はモニターの前でまだあんパンをぱくついていた。よほど好物なのか、制御盤の上には大量のあんパンが山積みになっている。

「ＵＦＯが！　ＵＦＯが出たの！」

　美月の叫びに、木影は椅子から飛び上がった。弾みで牛乳瓶びんが転がり、破片が散らばる。

「えええ！　ホントですか!?　円盤型ですか、葉巻型ですか、フライングヒューマノイド型ですか、それともスカイフィッシュ型ですか!?」

　専門用語を列挙されて美月は戸惑うが、とりあえず適当にでっち上げておく。

「うーんとね、ＤＯＮ兵衛べえみたいな形だった！」

「ＤＯＮ兵衛みたいなＵＦＯが!?　激レアです！」

「もー、ＳＳＲだよ！　限界突破だよー！　青のりも撒まき散らしてたし！」

「ＵＦＯが青のりを散布!?　いったいなんの目的で……そのＵＦＯはどこへ!?」

「学校の方に飛んでったよ！」

「情報提供ありがとうございます！　すぐ追跡します！」

　木影は鍵束たばを引ひっ摑つかむと、全速力で制御室を飛び出していく。

　美月はデスクに手を突いてモニタを眺める。

　ショッピングモールを出ていく木影。

　端のエリアからなんとか脱出しようとしている凛花。

　中央エリアのソファで本を読みながら凛花を待っている帝。

　モールのスタッフはすべて帰宅させたから、他に人はいない。

　スイッチを押すと、最後の隔壁が閉じ、帝にアクセスできる人間が美月だけになる。

「くふふ……ここからはアタシのボーナスタイムだよっ！」

　美月は丸めた手の平を口元に添えて笑った。







　いつまで経っても凛花が戻ってこない。閉館時間を過ぎてシャッターも下りてしまったし、どうしたものかと帝が考えていると、軽かろやかな靴音が駆け寄ってきた。

「お、凛花……」

　本から顔を上げる帝。

「帝くうーんっ！　お待たせーっ！」

　弾けんばかりの笑顔で、美月が手を振りながら走ってくる。

「待ってねえよ！　ていうかなぜお前がここにいる!?」

　凛花の要素の欠片もなかった。

「ゲーム買いに来てたんだよー。買ってすぐプレイしてたらハマっちゃって、ラスボス倒してたらモール閉まってて！　泣きそうになってたら帝くん見つけたの！」

「ああ……そういうことか」

　さすがの廃ゲーマーというべきか、しかし、こんな状況で心細くなるのは年相応だ。

「大丈夫、なんとかするよ。一緒に来い」

「わーい！　帝くんのエスコートだーっ！」

　美月は大喜びで帝の腕に飛びついた。相も変わらず大胆な少女だが、邪念がないのが明らかなので帝も抵抗がない。それに、迷子の手は引くのが普通だろう。

　美月は目を輝かせて帝を見上げる。

「ねーねー、どこ行く？　洋服屋さん？　アクセ屋さん？　映画とかは観れないよねー」

「外に行くんだよ！　なんで全力で遊ぼうとしてるんだ！　泣きそうじゃないのか！」

「泣きそうだよー！　怖くて怖くて……あ、そうだ！　イベントコーナーでお化け屋敷やってたよねー？　あそこ行こうよ！」

　帝の腕を引っ張る美月。

「全然怯えてないだろ！　さっさと帰るぞ！」

「えー。帝くんのいけずー。まだまだ夜はこれからなんだよー？」

「夜になったら子供は寝る時間だ！」

「子供じゃないよー。えっちなこともできるよ？」

　誘うような眼差まなざし。紅い唇を人差し指で撫なでる。

「知らん！」

　首筋が熱くなるのを感じつつも、帝は毅然きぜんとして歩き出す。この無邪気な小悪魔にからかわれる度に真に受けていたら、あっという間に消耗してしまうだろう。

　まずは凛花と合流しようと二階の通路を巡るが、まったく見つからない。

　帝のスマートフォンは凛花に預けているから、許婚にも外にも連絡が取れない。美月のスマートフォンは電池が切れているらしく、手も足も出ない。

「探検だー♪　帝くんと探検だー♪」

「恐ろしいほど呑気のんきだな……」

　スキップ気味に歩く美月に、帝は呆あきれる。

　止まったエスカレーター、営業終了の看板で塞がれたフードコート。

　静まりかえったショッピングモールをうろつくのは、まるで文明崩壊後の世界をさまよっているかのようで不思議な感覚だった。人がいないのに煌々こうこうと灯ともった照明が、奇妙な雰囲気を醸かもしている。

「どうして……電気が消えない……？　俺たちが取り残されていること、警備員は気付かないのか……？」

　帝が顎を顎をつまんで思案していると。

「ほらほら、見てみて帝くん！　肩車っ！」

　美月がマネキンの肩によじ登ってはしゃいでいた。

「危ねえよ！　下りろ！」

「危なくないよー！　これアタシのお母さんだもん！」

「……ついに頭が!?」

「こういうの、ずっとやってみたかったんだけど、やろうとすると店員さんが怒るんだよねー。なんできゃー!?」

　案の定、マネキンの腰が真まっ二ぷたつに折れて、美月が地面に投げ出される。固い床に少女が激突しようとした寸前、帝が滑り込んで美月をキャッチした。

「わー！　帝くんかっこいー！　さすがー！　王子様みたーい！」

　美月は帝の首にむしゃぶりついて顔を擦りつけてくる。

「お前は少しは自重してくれ……」

　帝は心臓が破裂しそうだった。姫沙の妹に大怪我けがなどあったら大変だし、抱きかかえた美月の体がやわらかすぎるのも心臓に悪い。

「あれれ？　帝くん、ちょっと照れてる？」

　にまーっと、美月が悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「照れてない」

「でも顔赤いじゃん。アタシにドキドキしてるでしょ？」

　帝の頰を人差し指でつつく。

「してない」

「してるよー。帝くんの心臓の音、聞こえてくるもん」

　美月は帝の胸に耳を当てて、目を閉じた。少女のうっとりとした表情、伏せた睫毛まつげの長さに、帝はますます鼓動が速くなるのを感じる。

　姫沙に似た顔は、ずるい。彼女は姉ではないと頭では分かっていても、心と体はなかなか分かってくれないのだ。大脳皮質の薄っぺらな理性は、爬虫類脳に抗あらがえない。

　美月が帝の耳元に唇を寄せ、甘くささやく。

「このまま……抱っこしてベッドまで連れてってくれるんだよね？」

「誰だれが連れていくか！　自分で歩け！」

　帝は限界に達して美月を放り出した。

「きゃーん！　帝くんが怒ったー！」

　けらけら笑いながら、美月は止まったエスカレーターを駆け下りていく。

　どんなに叱しかられても彼女は懲りる素振そぶりがない。最凶の姉に何度殺されかけても気にしないのだから、それはもう筋金入りだ。

　早く美月を家に帰さなければ……と焦り、帝は一階に下りる。辺りには大きなスーパーマーケットや、銘店街、化粧品店などが無秩序に並んでいる。

「帝くーん、こっちこっちー！」

　呼ばわる美月は、洋菓子店でマドレーヌを頰張ほおばっている。

「おい、勝手に食べるな！」

　帝は肝きもを潰した。

「むぐむぐ……だいじょぶだよ～、このモール、凛花ちゃんちの系列だし」

「お前は人の冷蔵庫を勝手に開けてプリンを食べるのか……？」

　尋ねる帝に、きょとんとする美月。

「食べるよ？　友達なら許してくれるはずだし！」

「ちなみにお前の友達の定義は……」

「みんなみんな友達だよ！」

「食べ放題だな！」

　フレンドリーすぎるのも考え物だった。

　この子なら、なんの悪気もなく世界中の民家に入ってデザートを楽しんでいくかもしれない。そして住人も本当に許してしまいそうな人徳が、余計に始末が悪かった。







　一方、姉の姫沙は。

「うぐぐぐぐ……」

　ショッピングモールで生じている問題には気付きもせず、屋敷の自室でスマートフォンと睨み合っていた。

　画面に表示されているのは、帝とのチャット画面。メッセージは既読含めてゼロ。

　以前、帝から通話がかかってきたときに、頑張ってチャットアプリのＩＤも交換していたのだが、未いまだに一度もやり取りをしたことがなかった。

　だが、今のままではいけない。

　妹でさえ、毎晩のように帝とチャットをしているのだ。帝の晩ご飯を嬉々として姉に報告してくるのだ。この前など『帝くんとのペアアイコン作ったー！』と自慢していたのだ。

　看過してはならない、妹の専横を。

　負けてはならない、中学生ごときに。

「大丈夫……緊張なんかしてない……してないわ……」

　初めてメッセージを送るという行為に、心臓がこわばっている。スマートフォンを操あやつる指が、みっともないほど震えている。

　しかれども、南条の戦いに退却は許されない。究極の頭脳で一週間考えに考え抜いた、最適にして最高の文章を、姫沙は今こそ送信する……！




『こんばんは』




　磨き抜かれた文章である！

　一切いっさいの無駄がない！

『今何してる？』だと帝の様子が気になって仕方ないように受け取られてしまうし、『ちょっと相手してよ』だと構ってほしいのが分かりやすすぎる。

　しかし、純粋な挨拶あいさつなら。

　これならなんの問題も不利も生じないと、南条家きっての天才は判断したのだった。要するにビビりきって安パイに逃げていた。

　そして、帝の返信を待つことしばらく。


「………………来ないわ！」



　姫沙はスマートフォンをベッドに放り投げた。

「どういうこと!?　どういうことなの!?　既読？　とかいうのもつかないし！　この私を無視しているの!?　それがなにを意味するのか分かっているのかしら！」

　傲然と指差してスマートフォンを怒鳴りつける。南条家直流の呼びかけに応じないなど、世が世なら斬きり捨すて御免ごめんの大罪である。

　姫沙ははっとした。

「……待って。これはきっと帝の作戦よ。本当は返信したいのに、あえて遅らせることで、私を動揺させて恋愛ゲームを有利にしようとしているんだわ！　このくらいで私は動揺しないけど！　ええ、してたまるもんですか！」

　だとしたら、今回のゲームは我慢勝負だ。返事を催促したら姫沙の負け、なにがなんでも帝が自分から返信するまで耐え忍ばなければならない。そして、今度は帝が根負けするまでわざと返事を送らないでおくのだ。それが南条流の報復というものだ。

「そっちがその気なら、こっちも容赦しないわ！　泣いて謝るまで許してあげないから！」

　姫沙はスマートフォンを握り締めて宣戦布告した。







　いつもの夜のごとく、トレーニングルームでΣシグマがバーベルを持ち上げていると、横に置いたスマートフォンが鳴り始めた。

　この威圧的なクラシックの着信音は姫沙専用だ。通常の通信手段を利用してはいるものの、南条家内部での通信は高度に暗号化されており、決して外部に漏れることはない。

　Σシグマはバーベルを台に置き、タオルで首の汗を拭ってからスマートフォンを取った。

『なにか用かい？』

「電話会社を爆破して！」

　開口一番の攻撃命令だった。

「……それは構わないけど、理由は？　南条家の機密情報でも握られたのかい？」

『違うわ！　帝から……チャットの返信が来ないのよ……ぐすっ……二時間も待ってるのに……絶対、電話会社が途中で通信を遮断しているのよ……ぐすっ……』

　号泣である。

　泣きながら殲滅せんめつを命じる指揮官だけは勘弁願いたいΣシグマである。

「いや……そうとは限らないだろ。単純に北御門クソミカドの坊主が忙しいのかもしれないし」

『私とのチャットにも出ないほどの忙しさってなに!?　戦場にでもいるの!?　それなら塹壕ざんごうに隠れてチャットすればいいじゃない！』

「んな悠長な戦争があるかい！」

『じゃあ爆破して！　戦場を爆破して！』

「落ち着けってば！　ほら、多分あれだよ、デートでもしてんだよ！」

　とっさに出た適当な言葉だったが、それを聞いて急に姫沙の声が氷点下まで冷える。

『……私以外の、女の子と……？　なにその泥棒猫……淫乱底辺下等生物……』

「あ」

　地雷を踏んだのをΣシグマは認識した。この状況はまずい。ぶち当たった地雷からは慎重に足を外さないと、大惨事に巻き込まれてしまう。

　Σシグマは頭を搔きながら、主あるじの沈静化を図る。

「今のは……えーと、可能性の話だよ。家族と食事中かもしれないし、温泉にいるのかもしれない。あんまり気に病むことはないんじゃないか？」

『帝につけた発信器、探知して』

　有無を言わせぬ口調。

「……了解」

　Σシグマはため息をついて、私兵部隊の作戦室へ向かった。発信器などを使っても恋愛ゲームが有利になるとは思えないのだが、主の命令なら仕方ない。

　作戦室に入るや端末の電源を入れ、対象のコードを入力して検索を始めた。南条家が某国に開発させた監視衛星にアクセスし、神の眼で全世界を走査する。

　すぐに帝の現在地を特定して、Σシグマは姫沙に報告の電話をかけた。

「分かったよ。北御門クソミカドの坊主は、ヴァルハウォークってショッピングモールにいるみたいだね。港湾地区にあるデカめのモールさ」

『なるほど……確かショッピングモールって、庶民のデートコースだったわよね。そこで身の程知らずの女が帝をたぶらかしているのね……』

「そうと決まったわけじゃ……」

『ちょっとショッピングモールを襲撃してくるわ！　地獄を見せてあげる！』

　姫沙は話も聞かずに通話を切り、Σシグマは頭を抱えた。







「ここも駄目か……」

　帝はモールの南側玄関で肩を落とした。

　頑強に閉ざされたシャッターが進路を塞ぎ、押しても引いてもびくともしない。東と西と北は既に巡ってきたから、これで玄関は全滅だ。

「ねーねー、帝くーん。そんなのどうでもいいからー、もっと探検しよーよー」

　美月が帝の腕にしがみついてせがんでくる。

「どうでもよくはないだろ！　下手すると朝まで出られないぞ……」

「いーじゃん、朝になったら出られるんだし。帝くんとお泊まりできるからいーじゃん！」

「それがまずいと言ってるんだ！　姫沙にバレたらどうなるか……いや、北御門の家に気付かれても騒ぎになる……」

　帝は身震いした。凛花と二人だったら当主も大歓迎だろうが、他の女と二人で夜を過ごすなど、北御門家の男児にとって言語道断。童貞を保っているかどうかは厳しく調査されるだろうし、親族会議の危険性すらある。

「そのときはアタシが責任持って南条家捨てて北御門家のお嫁さんになるよ！」

「実家を捨てることに躊躇いがない！」

　悪の権化だとしても実家は実家ではないだろうかと思う帝だった。

「だから……ね？」

　美月が帝の耳に冷たい鼻先を擦りつけ、とろけるような声でささやく。

「おねーちゃんには、今夜のことは絶対ヒミツにするからぁ……一緒に遊ぼうよ……？」

「遊ぶって言っても、ゲームセンターもカラオケも映画館も閉まってるだろ」

　少女のやわらかな吐息から、帝は懸命に触覚を遮断する。人気のまったくない非日常の空間で、少しでも意識を美月に奪われれば骨の髄まで侵食されそうな怖さがあった。

「帝くんってばー、分かってるくせにぃ。……姉妹しまい丼どんって知ってる？」

「知らんがなんかどうしようもない概念であることは伝わった！」

「じゃー、アタシが教えたげる！　えっとねー、姉妹丼ってゆーのはねー、おねーちゃんと妹を同時に……」

「聞きたくない！　俺の澄みきった心を汚すな！」

「もー！　照れる帝くんかわいー！」

　足早に立ち去ろうとする帝に、笑いながら抱きついてくる美月。からかっているだけなのか、本気で帝を籠絡ろうらくしようとしているのか、分からないところが厄介だ。

　と、そのとき、恐ろしく不穏な気配が帝の背後から漂ってきた。


「美月さん………………？」



　押し殺したような、ドスの利きいた声。

　姫沙でも出現したのかと帝は振り返るが、違った。立っていたのは、許婚の凛花。髪を乱し、肩で息をしながらも、全身から憤怒ふんどのオーラを立ち上らせている。


「あっちゃー……来ちゃった……。怒ってる？」



「当然ですわ！　迂回路を見つけてここまで来るの、大変でした！」

　凛花に詰め寄られ、美月は帝の後ろに隠れる。

「まーまー、そんな怖い顔しないでよー。凛花ちゃんは一日しっかり楽しんだからアタシの番かなーって思ってさー」

「交代なんてしませんわ！　ここからが本番なんじゃありませんの！」

「本番……？」

　デートは終わっているはずなのに、と帝は首を傾げた。

　凛花は慌てたように咳払せきばらいする。

「な、なんでもございません。とにかく、わたくしが追いついたからには、もう美月さんの好きにはさせませんから！」

「それはどうかな？　アタシは誰がいてもけっこー好き勝手やるよ！」

　二人の少女のあいだで激しい火花が飛び散……らない！　凛花が睨みつける視線を、美月は屈託のない笑顔で吸収してしまっている。

「事情はよく分からんが、凛花が来てくれて助かったよ。どこを捜しても見当たらないから、心配していたんだ」

　凛花は胸元で手を組んで目を瞬かせる。

「まあ……帝様！　わたくしのことが心配で夜も眠れない日々を……!?」

「そんな長く行方不明になってないけどな！」

「どうしてアタシのことは心配してくれないの!?　酷いよ帝くん！」

「どこに心配する要素があるんだ！」

　この異常事態を、美月は全身全霊で満喫していただけだ。たとえ地球最後の日が来ても、彼女は見晴らしの良いところにピクニックに行ってはしゃいでいることだろう。

「でも、これで外に連絡が取れる。俺のスマホ、返してもらっていいか？」

「は、はい」

　凛花が小ぶりのバッグからスマートフォンを取り出した。

　帝は外へ電話をかけようとするが、スマートフォンの電源が入らない。

「おかしいな、電池は残っていたはずなんだが。凛花、モールの管理会社に電話できるか？」

「それが……電池が切れてしまっておりまして……」

　凛花はすまなさそうな顔でバッグを抱き締めた。

「三人同時に……スマホの電池が切れる……？　そんなことがあるのか……？」

　帝は首をひねった。

「あるある！　普通にあるよ！　偶然って重なるよねー、あははー！」

「ですわよね！　もう夜も遅いですし、一日中出かけていたら電池も切れますわ！」

　美月と凛花が焦ったようにまくし立てる。

「俺が思うに……これは……ひょっとして……」

「ひょ、ひょっとして？」

　身構える美月。

「わ、わたくしは知りませんわ！　なにも知りません！」

　縮こまる凛花。

「高高度核爆発ばくはつの電磁パルスによる機能停止が起きたんじゃないのか……？」

「えっ？　あ、うん！　それだよきっと！」

「いや、しかし、その線なら発電所もやられるから、照明も消えているはずだな。どちらにしても、武装組織が良からぬ目的でジャミングをかけているのは確かだ」

　帝は自信を持って推理した。南条家、北御門家、静川家、どの一族を狙ねらった謀略かは不明だが、テロであるのは間違いない。敵は警備体制の内部にまで忍び込んでいる。

「きゃ、きゃー、こわーい、みかどくん、たすけてー」

「わ、わたくし、しにたくありませんわー」

　美月と凛花が帝の両腕にしがみついてくる。肩が震えているから、二人ともよほど怯えているのだろう……なぜ口調が棒読みなのかは気になるところだが。

「事態は予想以上に深刻なようだな……。二人とも、俺から離れないようにしてくれ」

「はい！　一生離れませんわ！」

「アタシ、帝くんのおんぶお化けになるー！」

　少女たちを連れ、帝はエスカレーターを二階へと登っていく。やたらぎゅうぎゅうとくっついてこられているせいで、とてつもなく歩きにくい。

　帝は駐車場への出口を当たってみるが、やはりシャッターで遮さえぎられていて使えない。

　通信設備が整っているであろう警備員室に向かうが、結果は同じ。

　最後の手段とばかりに警報装置を押してみても、まったく反応しない。

　万策尽きたとは、このことである。

「やっぱり、監禁されているのか……。どうしたら……？」

　少女たちの身が危ない。武装組織ごときに簡単にやられる北御門ではないが、万一にも二人に被害が及およんだら、帝は自分が許せないだろう。

　通路沿いのソファに腰を下ろして思案していると、美月の朗らかな声が聞こえた。

「帝くーん！　今日はここで寝ようよー！」

「ちょうどいいところに宿がございましたわ！」

　ベッドの陳列コーナーから少女たちが呼んでいる。美月などはふかふかの枕を幾つも持ってきて並べているし、凛花もシーツを綺麗きれいに敷き直している。

「お前たちも少しは脱出方法を考えろよ！」

「えー、脱出なんてしなくてよくなーい？　アタシ、眠すぎてＨＰゼロだし！」

　美月はベッドの上でぴょんぴょん跳ねた。

「元気いっぱいだろ！」

「ここは態勢を立て直すのが一番かと存じます。きっと外は敵軍に包囲されていますわ」

「だったら寝てる場合じゃないだろ！」

「細かいことばっか言ってー。せっかくのパジャマパーティーがしらけちゃうよー」

「いつからパーティーに!?」

　少女たちの危機感の薄さが理解できない。帝以外の誰一人として、ショッピングモールから抜け出す気がない。もしや自分がおかしいのか、いっそモールに順応して原住民になるべきなのか、と帝は自らの良識を疑ってしまう。

「でも……そうだよね。まだ呑気に寝てる場合じゃないよね」

「ええ。真剣に考えておかないといけないことがございましたわ」

　美月と凛花が神妙な顔をする。

「なんだ、お前たちもちゃんと分かっているじゃないか」

　帝が胸を撫で下ろすと。

「まずは、帝くんがアタシと凛花ちゃん、どっちのベッドで寝るか決めないと！」

「一番大事な問題はそれですわ！　絶対に帝様は譲りませんから！」

「期待した俺が馬鹿だったよ！」

　やはり少女たちは帰宅予定が皆無だった。それどころかベッドに悩ましく寝そべり、鼻にかかった甘い声で帝を差し招く。

「帝くぅーん、こっちの毛布、ふわふわできもちーよ？　アタシのこと、腕枕して寝かしてくれるよねっ？」

「夜は許婚同士で秘めやかに過ごすものですわ……帝様のこと、わたくしの愛で天上の世界に連れていってさしあげます……」

　二人の毛布は緩ゆるやかに広げられ、その暗い深淵に帝を誘い込もうとしている。呑のまれてしまえば、きっと意識を溶かすような温かくてやわらかな時間が待っているのだろう。

　離れていても匂ってくるような少女の色香に、帝は後じさった。このままではまずい。武装組織の何百倍も、彼女たちの破壊力は危険だ。

「こんな場所にいられるか！　俺は一人でも出口を探す！」

「それホラーで最初に死ぬ人の台詞せりふ！」

「お待ちくださいませ！　わたくしをお守りください！」

「目立たないところに隠れてろ！　ルートを確保して戻ってくる！」

　帝は全力でその場から離脱した。
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　どうも違和感が酷い。スマートフォンがタイミング悪く三人とも電池切れになったのも、なぜか美月がモールにいたのも、少女たちが断固として帰還を拒否するのも。

　もしかして……これは武装組織の陰謀ではなく、美月か凛花いずれかの計画なのではないか、とまで帝は思った。

　──多分、美月だな。

　ただし、凛花も気付いていて状況に便乗びんじょうしている可能性もある。そうだとしたら、少女たちのペースに合わせていては永遠にこの巨大な檻から抜け出せない。

　帝は四階へ駆け上り、レストラン街の近くに通風口を見つけて内部に侵入した。

　這はって進むのがやっとの狭さだが、躊躇ちゅうちょしてはいられない。富士山でのゲリラ戦を想定した訓練で鍛えたほふく前進で突き進み、どうにかモールの外へ出る。

　だが、脱出できたと喜んでいる場合ではない。

「高いな……」

　そこはショッピングモールの外壁の縁だった。地上までは数十メートルといったところ、転落したら確実に死ぬ。足場はほんのわずかな出っ張りしかないし、それも暗くてよく見えない。

　モール内は明るかったのに外の照明が消えているのは、外部の人間を不審がらせないためなのかもしれない。地上に武装組織の姿はないし、この状況が美月の罠わなであるとの確信を帝は深める。後少し勘付くのが遅れていたら、きっと魂を抜かれていた。

　帝はつま先の感触を頼りに、壁の突起を探りながら下りていく。

　妙に体が冷たいのは、吹き上げてくる夜風のせいか、それとも緊張のせいか。五感を研ぎ澄まし、磨き上げた筋肉をフルに使って、慎重に地上を目指す。

　二階にさしかかった辺りで、大きめの足場にたどり着き、帝は一息ついた。後半部分を攻める前に態勢を整え直そうとしていると、奇妙な声が聞こえてくる。


「……っ……っ……っ……っ……」



　すすり泣くような、うめくような、か細く高い声。しかしここは空中、まともな人間がいるはずもない。いるとしたら……幽霊か魑魅ちみ魍魎もうりょうの類か。

　その泣き声は、足場の中央付近、柱の陰になっているところから流れてきていた。暗闇くらやみの中に、なにかがうずくまっている。乱れた長い髪がおどろおどろしい。

「誰だ!?」

　帝が叫ぶと、『それ』が顔を上げる。

「……ぁ。みかどぉ……」

　大きく見開いた瞳、頰を流れる涙、膝ひざを抱えた両腕。

「姫沙!?　なにしてるんだ!?」

　帝は目を疑う。通学路ならまだしも、こんな空中でクラスメイトと遭遇するとは。

　姫沙は泣きながら訴える。

「玄関が閉じてるから、窓から入ろうと思って登ったら……途中でそれ以上登れなくなって……下りたくても下りられないし……スマホも落としちゃったし……ぐすっ……ぐすっ……」

「うっかり木に登ってしまった子猫か！」

　帝は呆れた。

「なんで夜のモールに入ろうとしてるんだ？　店も閉まってるぞ？」

「帝につけた発信器をたどって来たに決まってるじゃない！　それぐらいも分からないの!?」

「まず発信器がついてるってのが初耳なんだけどな！　後で外さないとな！」

　姫沙は弱々しく胸を張る。

「帝ごときが簡単に外せるようなところにはつけていないわ！」

「じゃあ即刻お前が外せ！」

「お断りよ！」

　帝はため息をついた。

「だいたい、なんのため発信器をたどってきたんだ……」

「だって……帝がチャットの返事しないから……」

「は？　チャットの返事？　俺にメッセージ送ったのか？」

　こくりとうなずく姫沙。

「それだけ？　それだけでわざわざモールの壁登って死にかけてるのか？」

　こくりとうなずく姫沙。

　帝は微かすかな期待を込め、なおも尋ねる。

「返事が来ないのが……心配で？」

「し、心配はしていないわ！　許せないからよ！　この私を無視するのが！　どうせどこかの薄汚い女とイチャイチャしているんだろうから、全員殺してやろうと思って来たのよ！」

「怖すぎるだろ！」

　とはいえ、今の姫沙から鬼のような目で睨まれても、泣いているせいで迫力がない。

　姫沙は膝に顔をうずめ、寒くてたまらなさそうに肩を震わせる。その寄る辺ない姿に、帝は胸が締めつけられるのを感じた。

「ほら……着とけよ」

　上着を脱いで、姫沙の華奢きゃしゃな肩にかける。

　姫沙は目を見開いた。

「これ……くれるの？」

「やらん、貸すだけだ」

「私に触れたからには、もうこれは私のモノよね！　むしろ世界中のモノが私のモノなのだから、これは私に戻ってきただけよね！」

「なんて横暴な論理だ！」

　もはや論理でさえないし、貸してもらっておいて強奪ごうだつに走るなど、南条家の極みすぎる。帝はよほど容赦なく奪い返そうかと思うが。

「絶対返さないから……ええ、返さないわ……」

　姫沙は上着に頰を擦りつけ、嬉しそうに微笑む。そんな彼女の仕草を見ていると、たちまち毒気も抜かれてしまう。

「とりあえず、俺は先に下りて助けを呼んでくる。ここで待っていろ」

「だめ！　置いてかないで！」

　立ち去ろうとする帝のズボンを、姫沙が摑む。

「さすがにお前を背負って下りるのは厳しいから……」

「じゃあここにいてよ！　無理！　もう無理だから！　置いてったら身投げするわ！」

　珍しく、心底怯えきった様子だった。それも当然だろう。南条家の後継者とはいっても、十七歳の少女。小学生でエベレスト登頂を課せられる北御門家とは違う。

　けれど、姫沙の言う通りにしていたら、いつまで経っても家には帰れない。

「……どうしたもんかなぁ」

　帝は下界を見渡しながら、途方に暮れるばかりだった。
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　朝の玄関フィールドに姫沙きさの存在を確認。

　周囲に第三者の機影なし。

　帝みかどは敵機の撃墜に入る。

「……おはよう、姫沙。この前は随分寒そうだったが、風邪かぜは引かなかったか？」

「自分の体調管理ができない愚かな一般大衆とは違うもの。風邪なんて引くわけがないわ」

　姫沙はにこやかな笑みをたたえて帝を見返す。

　ショッピングモールの壁で震えていたときとは打って変わって、隙すきのない出で立ち。

　艶つややかな黒タイツの足をするりと上履きに通す仕草が麗うるわしい。うつむいて垂れる前髪、微かすかに覗のぞく首筋に、帝は己おのれの防御力が高速で削られていくのを感じる。

　姫沙はずるい。なにもしていないときでも、彼女の存在そのものが破滅的な攻撃を放っているのだ。いわば歩く究極兵器、ラグナロクの機動要塞である。

　帝は大急ぎで精神障壁を張り直し、攻撃態勢に移る。

「俺おれの上着は持ってきたか？」

「え？　持ってきていないけど。私がもらうって言ったじゃない」

　姫沙は怪訝けげんそうな顔をした。明らかに帝の所有物だし、そんな表情をされる筋合いはないのだが、今は追及するときではない。

「そっかそっか、持ってきていないかー」

「な、なによ……」

　しきりにうなずく帝に、姫沙が警戒を見せる。

　帝は口角をつり上げ、挑むかのように言葉の矢を放つ。

「そこまで……『俺の』服を手元に置いておきたいのか？」

「は、はあ!?」

　姫沙の顔が真まっ赤かになった。

　この少女は攻撃力は高いが、逆に防御力は紙切れに等しい薄さなのだ。故に、姫沙に対しては積極的な攻撃こそが最大の防御となる。

　敵が怯ひるんだ隙を見逃さず、帝は追撃を加える。

「だってそうだろう、もう上着は必要ないのに、あえて返さずにいるんだから」

「あの服はデザインが気に入ったのよ！　帝のだからってわけじゃないわ！」

「それなら自分で買えばいい。ノービリスという店にまったく同じものが売ってある」

「買いに行くのが面倒なのよ！」

「使用人に一言命じればいいだけなのに？」

「ぐぐぐ……」

　姫沙は小さな拳こぶしを握り締めて後じさった。頰ほおも耳も真紅に染まり、膝ひざは震えている。ダメージは通っているようだ。帝は己の有利を確信するが。

「まあ、返しても構わないのだけれど。寝るときに着ていたのよね……肌の上に直接」

「……直接!?」

　大胆な自白に、心臓が跳ねる。

「そう、直接。肌触りが良かったし、シャワーを浴びた後きちんと服を着る体力もなくて。下着も着けないで、上着にくるまって眠ったわ」

　姫沙は自らの両腕を抱き締めて身をくねらせる。彼女がそんなポーズを取るだけで、制服があるのに一糸まとわぬ姿でいるかのような、奇妙な錯覚さっかくが帝に生じる。

　黙劇パントマイム。

　熟練した演技者は、風邪の流れや木々のささやきすら、その所作しょさ一つで観客に感じさせるという。帝の目には、姫沙の肩から立ち上る蒸気、そして湯上がりの火照りきった肌までもが、鮮やかに映っていた。

「それで……帝は、私が裸で着た上着が、どうしても欲しいのかしら？」

　姫沙がくすりと笑う。恥じらいと挑発の絶妙に入り混じった、艶美えんびな笑み。

「くっ……うっ……」

　帝は心臓を撃ち抜かれ、胸を押さえて後じさる。

　はぁはぁと息を切らして睨にらみ合う二人。既に双方のダメージは甚大である。

　しかし、ここで退却した側が本丸まで攻め込まれるのは瞭然たる事実。

　姫沙は帝に距離を詰め、その胸元むなもとになまめかしく指を這はわせる。

「ねえ……どうなのよ、帝。ちゃんと欲しいとおねだりできたら、返してアゲルわよ……？」

「欲しく……ない……」

　飽くまで帝の服のはずなのに、いつの間にか姫沙が上から目線になっていた。

「噓うそばっかり。あなた今、私の裸を想像したでしょう？」

「想像など……っ」

　間近でささやく姫沙の唇に目を奪われつつも、帝は必死に反撃の手段を探す。北御門きたみかどの男子たるもの、どんな状況でも必ずや勝利を摑つかまねばならないのだ。

　そのとき、木影こかげが校庭から玄関に入ってきた。

「あー！　帝くんと姫沙ちゃん！　なにしてるんですかあーっ？」

　びくっと身をこわばらせる二人。

　監視者の突入である。

　即座に恋愛ゲームを中止し、喧嘩けんかの演技に切り替える。

「ちょっと……南条が校則違反の爆発ばくはつ物を持ち込んでいたから、その生活態度は学生として間違っていると怒っていたところだ……」

　学生とか校則とか以前の問題だろ！

　と帝は自分に突っ込みたくなるが、急ごしらえの設定だったから仕方ない。

　木影は顎あごをカメラに乗せて首を傾げる。

「えー、でも、怒ってるって雰囲気じゃなかったんですけど……。姫沙ちゃん、帝くんのおっぱい触ってましたし……」

「男におっぱいがあるか！」

「ありますよー、おっぱいぐらい！　男女差別はよくないです！　男子だってブラを着ける自由が許されるべきです！」

　憤然と主張する木影。

　姫沙も帝に合わせて釈明する。

「こ、これは、胸を触っていたんじゃなくて、帝をぶん投げようとしていたのよ！　ＴＮＴ爆弾みたいな細かいことで、いちいちうるさいから！」

「細かくはないだろ！　機動隊が出動するレベルだろ！」

「出動してきても吹っ飛ばすわ！」

「大事件だ！　お前はもっと高校生の自覚を持て！」

「しゃー！」

「せめて日本語を喋しゃべれ！」

　しかし猫みたいに毛を逆立てる姫沙も可愛かわいかった。

　帝と姫沙は互いを睨み据え、火花を散らす。

　これで喧嘩だと思ってもらえただろうかと、帝は恐る恐る横目で木影を見やる。

　木影は涙を流していた。

「け、喧嘩は……ひぐっ……やめて……えぐっ……くださぁい……」

「なんで泣くのよ!?」

「大好きな人たちが喧嘩してるの見るのはイヤですよぅ……帝くんと姫沙ちゃん、とってもお似合いなのにぃ……」

「そ、そう!?　そんなにお似合いかしら!?　どこがどんな感じに!?」

「落ち着け南条！　今は喧嘩中だ！」

　妙なところに食いついてしまった姫沙を帝が制止する。

　確かにお似合いという言葉には強く惹ひかれるものがあるが、そこを掘り下げるわけにはいかない。ひょっとしたら帝を罠わなにかけるための木影の策略かもしれないのだ。

「えっとですねー、眉毛まゆげの感じがお似合いだと思います！」

「ま、眉毛？　どういうことなの!?」

　困惑する姫沙。

　──いや、木影が策略とか、それはないな。

　帝は考え直す。木影は本能とよく分からない論理で動いているだけだ。人を自らの陰謀で追い込むなどといったことはできやしない。

　木影は悲しそうに帝と姫沙の顔を見比べる。

「最近、どうして喧嘩ばっかりしてるんですか？　教室の雰囲気もギスギスしちゃってますし……もっと仲良くした方が素敵な学校生活になると思うんですけど……」

　姫沙は肩をすくめる。

「愚問ね。これが南条なんじょう家と北御門家なのよ。私たちはずっと……大昔から、争ってきたのだから。そうでしょう、北御門さん？」

「……ああ」

　帝はうなずく。

　互いに向ける憎悪と策謀、血で血を洗う戦い。それこそが、北御門と南条の本来の姿。たとえクラスメイトであろうと、決して馴なれ合う関係ではない。

　後継者たる帝と姫沙は、憎み合うことを生まれながらに義務づけられている。

　愛し合うこと自体が、罪となる。

　その残酷な真実を再認識してしまい、帝は奥歯を嚙かみ締しめた。

　けれど、運命の流れに身を任せるのは、北御門の──いや、帝の流儀ではない。己の意志を貫き通すのが、帝なのだ。







　木影は四つん這いになって校庭の茂みに潜り込む。

　膝は草で切れるし、制服も髪も葉っぱだらけだが、まったく気にしない。情報屋の瓦屋かわらや一族がそんなことで躊躇ちゅうちょしていたら、ご先祖様に笑われてしまう。

　中等部のときから帝を追い続けて知り尽くした茂みの道。園芸部や用務員でさえ知らない隙間すきまをくぐり抜け、縦横無尽に校庭を這い回る。

　花壇脇わきの茂みからカメラを出すと、レンズに帝の姿を捉とらえた。

　帝の近くには姫沙もいて、二人でなにやら話している。会話の内容までは聞こえないが、まずは一枚撮っておこうと、木影はカメラの絞りを調整する。

　と、レンズの視界いっぱいを、巨大な目が占領した。

「ひゃああああああっ!?」

　木影が仰天してカメラから身を引くと、美月みづきがにこにこしながら覗き込んでいた。

「み、美月ちゃん……びっくりさせないでください……」

「なにしてるのー？　かくれんぼ？　アタシも混ぜて！」

　無邪気に目を輝かせ、芝生に手を突いている。

「かくれんぼじゃないです。帝くんと姫沙ちゃんの写真を撮ってるんです」

　ターゲットの二人に勘付かれないよう、木影は美月を茂みに引っ張り込んだ。

「そっかー。なんかイイ写真撮れた？」

　面白そうにカメラに手を伸ばしてくる美月から、カメラを避難させる。この悪戯いたずらっ子に大事な仕事道具を玩具にされて壊されたらたまらない。

「なかなか撮れませんねー。相変わらず二人ともピリピリしてますし……。どうにかして二人が前みたいにくっついてるシーンを確保したいんですけど……」

「木影ちゃんも大変だねー」

「はい……帝くんのお父さんからは、まだ結果が出ないのかってしょっちゅう急せかされますし……でも、やり甲斐はあります！」

　木影は拳を固めた。

「やり甲斐？」

　きょとんと首を傾げる美月。

「はい！　帝くんって、今まで見つけた被写体の中で一番興味深いんです！　笑ってるときの表情、困ってるときの表情、怒ってるときの表情……どれも味わいがあって、いくら撮っても飽きないんです！　レンズ越しに見ているだけで、なんか……楽しくなるんです」

　木影は微笑んだ。自分の素直な気持ちを語るのが、嬉うれしくて、くすぐったい。そういえば、このことを明かしたのは今日が初めてだった。

　美月がまじまじと見つめてくる。

「もしかして木影ちゃん……」

「なんですか？」

　木影は目を瞬いた。

　美月は勢いよく首を振る。

「ううん、なんでもない！　わざわざライバルを増やさなくてもいいもんねっ！　気付いてないなら気付かなくていいよ！」

「ええっ!?　本当になんなんですか!?」

「気にしなくて大丈夫！　地球の未来が……ううん、たいしたことじゃないから！」

「すごく気になりますよ！　教えてくださいっ！」

　情報屋の自分が把握していない情報があるなんて、と木影は焦あせる。知っておかなければならない、大切なことのような予感がする。

「仕方ないなー。じゃあ教えちゃう！　もしかして木影ちゃん……左と右の肺が逆についてるんじゃない!?」

「そ、そうなんですかあっ!?　全然気付きませんでした！」

　しかし逆についていることでどんなデメリットがあるのかは分からなかった。

　詳しく話を聞こうと思う木影だが、美月は笑って茂みを去り、帝と姫沙の方へ駆け寄っていく。監視しているのを告げ口するつもりでは、と木影は心配して距離を詰める。

　しかし、あの美月が人の予想に従うわけもなく。

「帝くーん！　またおねーちゃんと喧嘩してるの!?　おねーちゃんなんてほっといて、アタシとデート行こうよ、デート！」

　後ろから帝に元気よく飛びついて、首にぶら下がる。

「や、やめろ……これは首が絞ま……」

「ちょっと！　私が殺そうとしてる北御門さんを先に殺さないで！」

　人の獲物を横取りするな、といった感じに憤怒ふんどする姫沙。

「アタシは帝くんを殺したりしないよ！　今から遊んでもらうんだから！」

「遊ぶ前に……死ぬ……」

　帝は白目を剝いている。

　──シャ、シャッターチャンスです！

　姫沙と帝の仲の証拠になるシーンではなかったが、とりあえず木影は激写しておいた。







　空き教室から、ごそごそと妙な音が聞こえてくる。

　不思議に思って帝が覗き込むと、天井てんじょうからパンツが生えていた。

　錯覚かと目を擦ってから、再び確かめる。

　やはり錯覚だった。よく見れば、天井からはパンツだけではなくスカートも生えていた。

「……新種の生物か!?」

　帝が驚愕きょうがくすると、天井からスカートの上、女子の制服も出てきて、顔も現れる。

「静かにして。今、大事なところなんだから」

　スカートの持ち主は姫沙だった。どうやら姫沙が天井の穴に上半身を突っ込んでいたらしい。ちゃんと足は脚立に乗っている。

　パンツの衝撃が大きすぎたせいで、それ以外の部分が帝の意識に入らなかったのだ。人間の脳というものは、かくも当てにならない。

「……お前はなにをしているんだ？」

　帝はスカート付近には視線をやらないようにしながら尋ねる。単なるパンツならまだしも、姫沙のものと分かったらとても直視できない。

「瓦屋さんが監視に使っている隠し通路を見つけたから、トラップの準備をしていたのよ」

　姫沙が脚立を下りてくる。

「命に関かかわるヤツじゃないだろうな……」

「まったくもって安全よ。被害者は精神崩壊するだけだから」

「まったくもって安全じゃないだろ！」

　病は気からという格言を帝は信じていた。

「あんまり監視がしつこいから、当然の報いよ。三日ぐらいダウンして大人しくなってくれないかと思って」

　姫沙が机の上から怪しげなケースを取る。

　両手で抱えられるぐらいの金属のケース。四隅で青いランプが瞬いていて、内部から小さなモーター音が幾つも聞こえる。

　姫沙は誇らしげに説明する。

「この中に大量の虫が詰め込まれているの。天井裏に張り巡らしたケーブルに接続しておけば、瓦屋さんがケーブルに触れるだけで箱がオープンして、大軍団が襲いかかるのよ！」

「お前、虫は苦手じゃなかったか？」

「苦手ではないわ！　世界を滅ぼしたくなるほどの生理的嫌悪を感じるだけよ！」

「よくそんなものを箱に詰めて平気だな」

　ケースの中で無数の小さな音が這い回るのを聞いていると、さすがの帝も寒気がする。ついつい後じさるが、姫沙は得意気にケースを見せびらしながら近づいてくる。

「本物の虫は使っていないもの。これはね、南条家傘下の軍事企業が開発した、昆虫型偵察機なの。見た目は虫そっくりだけど、完全に機械なのよ。詰めたのは私じゃないし」

「要するに姫沙は中を見ていないと」

「見るわけないでしょ！　それに、ケーブルに触れるか、このスイッチを押さない限りは、絶対にケースは開かないから安心なのよ！」

　勢いよく側面のスイッチを指差す。

　だが、その勢いが命取りだった。

「……あ」

　姫沙の指先がスイッチに触れ、禍々まがまがしい電子音が鳴る。ケースの外壁が赤黒く明滅し、駆動音と共に中央から広げるようにして開いていく。

「きゃあああああっ!?」

　姫沙は大きな悲鳴を上げて帝に飛びついた。夢のようにやわらかい感触が、帝の腕の中に自ら身を任せてくる。

「お、おい！」

　全身が高熱に見舞われる帝。

　そして、運が悪いと言うべきか、木影の隠し通路に繫つながっている空き教室なのだから必然と言うべきか。

「なにがあったんですかーっ!?」

　カメラを抱えた木影が、大慌てで室内に飛び込んでくる。

　凍りつく帝と姫沙。

　申し開きができないほど二人の体は密着し、指は絡からみ合っている。帝の片手は姫沙の細い腰を握ってしまっている。瞬時に離れることもできず、木影の視界を奪うこともできない。

「これは……これはあああああああっ！」

　木影は歓喜の声をほとばしらせ、続けざまにシャッターを切った。

　眩まばゆいフラッシュ。容赦なく二人を貪欲どんよくな顎に呑のみ干すレンズ。

　決定的なシーンが恒久の記録に刻まれる。

「やりましたー！　ミッションコンプリートですーっ！」

　木影はカメラを抱き締め、廊下へ飛び出した。

　空き教室に残された帝と姫沙は、抱き合ったまま呆然ぼうぜんと立ち尽くす。トラップから機械の昆虫軍団が這い出してくるのを気にしている余裕もない。

　が、すぐに我を取り戻し。


「………………!!　捕まえて殺さなきゃ!!」



「殺すな！　でも捕まえるぞ！」

　全速力で木影の後を追う。

　昼休みの廊下を、木影は慌ただしい靴音を響かせて逃げていく。一瞬振り返るが、二人がよほど必死の形相をしていたのか、『ひっ』と悲鳴を漏もらして速度のギアを上げる。

「待ちなさいっ！　なにもしないから！　絶対なにもしないからーっ！」

「待ちませええええんっ！　絶対なにかされますよー！」

「じゃあ撃つわ！　止まったらじわじわとつらいけど、止まらないと一発で終わりよ！」

　走りながら姫沙が拳銃を構えて安全装置を外した。

　帝は肝きもを冷やして姫沙の手を摑む。

「銃はやめろ！　というかどこに隠してた!?」

「乙女の秘密よ！　撃つのは足だけだから！　他ほかのところは足止めしてからやるから！」

「クラスメイト相手に凶暴すぎる！」

「それほどでもないわ！　本当に凶暴なら爪つめで八つ裂きにするもの！」

「なんの獣だ！　サーベルタイガーか！」

　銃をもぎ取ろうとする帝、構わず引き金を引こうとする姫沙。二人が争っているあいだに、木影は脱兎のごとく階段を駆け下りていく。

「ああもうっ、帝のせいで逃げられちゃうじゃない！　どうしてくれるの!?」

「俺のせいかよ……なんとかする！」

　帝は高速で頭脳を回転させて木影の行動を予測。

　この状況なら、木影は校外への脱出を図るはずだ。階段から最も近い出入り口は、中庭沿いの渡り廊下。ここは三階だが、今は非常事態だから致し方ない。

　帝は窓を開け放ち、中庭を走る木影の姿を確認すると、窓枠に飛び乗った。

「ちょっ、帝!?」

「行ってくる！」

　ぎょっとする姫沙を背中に、ためらいなく宙に身を躍らせる。

　風が身を切る自由落下。

　着地の寸前に膝を折り曲げ、筋肉を意思の力で膨張させて、無理やり衝撃を吸収する。芝生に食い込む上履き。帝は木影の真正面に立ちはだかる。

「ひゃー!?　なんか降ってきましたーっ!!」

　木影は縮み上がった。

　帝は木影を壁に追い込むようにして、ゆっくりと距離を詰めていく。

「さあ……瓦屋。そのカメラをこっちに渡すんだ。俺に任せてくれれば、大事にはならない」

「あわわわわわ……」

　カメラを抱えて後じさる木影。生まれたての子鹿のように膝が震えている。

　帝は穏やかに語りかける。

「別に、お前はたいした写真を撮ったわけじゃないんだ。だが、世の中には肖像権というものがある。盗撮は明確な罪だ。俺はクラスメイトを監獄に送り込むようなことは、なるべくならしたくない。なるべくなら……この意味が分かるな？」

「は、は……」

　はい、という言葉さえ出ないほど怯おびえているらしい。

「よし、それじゃあ、俺の方に来てくれ。大丈夫、お前の安全は保証……」

「ごめんなさああいっ！」

　木影の口から、丸薬のようなものが飛び出した。それが地面に激突すると、華々しい閃光せんこうが放たれ、辺りに白煙が噴き上がる。

「煙幕だと!?」

　帝はとっさに目を閉じて鼻と口を覆おおうが、間に合わない。再び開いた目には閃光が焼きついており、ぼんやりとしか視界が確保できない。

　駆け去っていく足音を耳だけで追い、地を蹴けって飛びついた。木影の匂におい。少女の華奢きゃしゃな体を腕の中に抱きすくめる。

「きゃー、なんで分かったんですかー!?　帝くんエスパーだったんですかあっ!?」

　もがく木影を、しっかりと押さえ込む。

「視力を奪われたぐらいで北御門は倒れない……首が残っている限りは最後まで戦い続ける」

「怖いですよ！　もう人間じゃないですよ！」

「カメラを渡してもらおう。ここか……いや、ここか……？」

　帝は触覚だけを頼りにカメラを探す。

「やっ、あっ、ひゃあんっ」

　木影の喉のどから甘い声が漏れた。

「へ、変な声を出すな！」

「だ、だってぇ……そんなに胸を触られたらぁ……」

「胸!?」

　確かに、帝の手の中に鷲摑わしづかみされている感触は、カメラにしては弾力性がありすぎた。そして大きすぎた。試しに握り締めてみると、木影が身をよじる。

「んんんっ！　ダメですよおっ、帝くうんっ！　揉もんじゃダメですうっ！」


「…………っ!!」



　全身の血液が燃え盛り、帝は木影から飛び退く。

　あり得ない。北御門の男児がそんな不埒ふらちなことをするなど。あってはいけない。

　混乱しているあいだに木影は消え去り、気付けば煙幕の晴れた中庭に帝だけが残されていた。

　校舎から姫沙が走ってきて周囲を見回す。

「帝！　瓦屋さんは!?」

「え……瓦屋……？　誰だれ……？」

　ぼんやりと聞き返す帝。

「瓦屋木影よ、うちのクラスの！」

「クラス……とは……？」

「記憶喪失!?　なにぼーっとしてるのよ!?　煙たいし、顔も赤いし、なにがあったの!?」

　姫沙が心配そうに帝の顔を覗き込んでくる。

「その……間違って瓦屋の、む……」

　胸を揉んでしまったと答えようとして、帝はぞくりと背筋が凍るのを感じた。

　これはまずい。正直に話したらまずい。なぜか分からないが、本能が『やめておけ』と警告している。流血沙汰では済まない、大惨事になると。

　この感覚が生じたのは、かつて帝がライオンに素手で戦いを挑んで生死の境をさまよった直前のことだった。あのとき帝は学習したのだ、自らの直感に逆らってはならぬと。

「瓦屋さんの……なにかしら？　ねえ……帝？」

　姫沙が優しく尋ねる。

　だが、その目は魔族の眼。生きとし生けるモノを滅ぼし絶やすかのような暗黒のオーラが、細い肩からとぐろを巻いて立ち上っている。

「む、無垢むくな魂を……壊そうとしてしまったんだ……」

　帝は言葉を絞り出した。

「ふうん……帝がそんなことをするなんて驚きね……」

「あ、あくまで間違って、だ。力加減がきちんとできていなくてな……」

「……そう。それなら、いいんだけれど」

　姫沙の表情が緩ゆるみ、帝は安堵あんどの吐息といきを漏らす。

　青く晴れ渡った空が眩まぶしかった。自分は今日も平和に家に帰れるのだという事実が、ありがたくて仕方なかった。

　しかしながら、実際は安心している場合ではないし、平和でもない。木影の姿は影も形もなく、行方ゆくえは見当もつかない。

「とりあえず、Σシグマにジャミングをかけさせて、周辺エリアの通信は遮断したわ。北御門家当主にメールで写真を送ったり、サーバにバックアップを取ったりされるのは防げるわ」

「助かる。後は、直に接触される前に木影を確保しないといけないが……」

　帝が考え込むと、姫沙はスマートフォンをひらつかせる。

「完全武装の私兵部隊がこっちに急行中よ。十五分で抹殺するわ」

「いやいや抹殺するな！」

「もう他に方法がないでしょう!?　これ以上、私たちのゲームを邪魔され続けていいの!?　今回データを取り返しても、いつかまた同じことになるわよ！」

　睨み上げる姫沙。

　彼女の懸念けねんはもっともだ。試行回数を重ねれば重ねるほどに、木影は成功へと近づき、帝と姫沙はゲームオーバーへと近づいていく。

「だから……それも今回限りで解決する。こうなったら、瓦屋を味方に取り込むしかない」

「味方に!?　やっぱり瓦屋さんとなにかあったのね!?　どうせ胸が大きいから味方にしたいんでしょう!?　あの胸……まな板になるまで削いであげるわ……」

「グロいのはやめろ！　そういうのじゃないから！　しっかりしろ!!」

　どこからか大量にダガーを取り出して構える姫沙を、帝は急いで止めた。







「はあっ……はあっ……はあっ……」

　木影は息を荒げて裏路地を駆ける。

　無我夢中で学校を脱出してから、目の死んだ武装集団に追いかけ回され、取り囲まれて捕まりそうになり、銃声が背後で響くのを聞きながらの逃走劇だった。幾度も死を覚悟した。

　だが、瓦屋一族の団らんを守るため、そして北御門家の専属情報官になるため、任務はなにがなんでも遂行しなければならない。捕まるわけにはいかないのだ。

　ようやく追っ手の靴音が聞こえなくなり、木影は速度を緩めた。

「も、もう……だいじょぶ、ですよね……」

　路地の壁に手を突き、乱れた呼吸を整える。命がけの持久走に喉が渇ききっていた。

　目を上げれば、近くに自動販売機があるのが見えた。力強い駆動音を唸うならせ、『つめた～い』の文字が躍って、キンキンに冷えたジュースが揃そろっている様子だ。

　ひとまず水分を補給しようと、木影はよろめきながら自販機に歩み寄った。

　コインを入れてボタンを押すが、ジュースは出てこない。何回試しても同じ。

　壊れているのかと思い、釣り銭レバーをひねる。取り出し口に左手を入れ、出てきたコインをつまむと。

　取り出し口が、木影の左手に喰くらいついた。


「ひゃ────────────っ!?」



　文字通り、肉食獣の顎あごのように嚙みついてきたのだ。抜け出そうとしても放さず、恐ろしいほどの力で圧迫してくる。

「ど、どうなってるんですかこれーっ!?」

　肝を潰つぶす木影の視界に、緊急停止ボタンという表示が映った。取り出し口のちょうど反対側に小さな穴があり、内部に赤いボタンが見える。

　自動販売機の緊急停止ボタンとはなんぞや。

　などと、理性的な思索を試みている時間はない。今にも左手は自販機に貪むさぼり尽くされようとしている。有機物に対する無機物の侵食である。

「えええーいっ！」

　木影は意を決して緊急停止ボタンの穴に右手を突っ込んだ。

　頼もしいファンファーレが鳴り響き、穴が右手に喰らいつく！


「なんでですか────────────────!!」



　木影はこの世の無慈悲な理不尽に絶望した。

　自販機に両手を拘束され、路地裏の薄暗がりに尻しりを突き出した体勢で、木影は震える。汗を搔かいた太ももが急に寒くなってきて擦り合わせる。

　大きく見開いた双眸そうぼうに見えるのは、購入ボタンに輝く『CLEAR!!』の文字。なにがクリアされたのかは分からないが、ろくなことではなさそうだった。

　金属音がして、今さらジュースの缶が取り出し口に落ちてくる。

　火花が走って缶が開き、内部から紫色のスモークが溢あふれ出す。

　スモークを吸った木影の意識が急速に薄れる。

「あ、あぶだくしょん……」

　ついに自分は宇宙人との第三種接近遭遇を果たしたのだと、木影は確信した。







　その南条家の施設は、巨大な倉庫に見えた。

　運動場よりもだだっ広ぴろく、仕切る壁のない空間。

　高い天井に強烈な照明がぎらつき、剝き出しの鉄骨を浮かび上がらせている。床には分厚い鉄板が敷き詰められている。

　帝が奇妙に感じるのは、その『倉庫』には荷物も棚もなく、外の騒音がまったく聞こえてこないほど防音に優れているということだった。

　辺りには溝が張り巡らされ、やたら本格的なバキューム掃除機、消防レベルに太いホース、小型の焼却施設のようなものまである。

　いったい、なにを焼却するのか。

　なぜ、溝に赤い染しみがついているのか。

　──考えても仕方ないよな！

　帝は諦あきらめた。

　隣の姫沙と美月に尋ねることもできるが、南条の闇やみに深入りするのは危険だ。深淵を覗くとき深淵もまたこちらを覗き込んでいる、とはフリードリヒ・ニーチェの名言である。

　倉庫の真ん中には椅子がボルトで固定され、木影が鎖と手錠で縛りつけられていた。

　制服のあちこちが破け、靴下も脱がされて素脚。たおやかな腕や胸に鎖が食い込んだ姿は、背徳感を駆り立てずにはいられない。

「むにゃむにゃ……自販機が……生きた自販機があ……」

　今は瞑目し、悪夢にうなされているようだ。どんな非人道的な捕まえられ方をしたのだろうかと、帝は背筋に冷や汗が伝うのを感じた。

　はっと、木影が目を覚ます。辺りを見回し、怯えた声を上げる。

「こ、ここは!?　ＵＦＯ!?　ＵＦＯの中ですか!?　太陽系から何光年離れちゃいましたか!?」

　姫沙が木影のかたわらに立ち、やわらかく微笑んだ。

「大丈夫、まだ地球よ。安心して」

「えっ、おねーちゃんが優しい……？　これは世界の終わりの始まり……？」

　目を丸くする美月。

　姫沙が穏やかにうなずく。

「まあ……今から、地獄に行くんだけどね……」

「全然優しくない！　手荒なことは駄目だぞ!?」

　帝は念を押すが、そもそもの場所が不穏すぎて説得力がなかった。

　恋愛ゲームの存在は北御門家には内密なので南条家の施設を使ったのだけれど、もっとまともな貸倉庫でも用意すべきだったかと悔いる現状である。

「帝くんに姫沙ちゃん!?　み、美月ちゃんまで!?　裏切ったんですか!?」

　木影から非難され、美月は元気よく両手を握る。

「裏切ってないよ！　尋問とか面白そうだから乗ったんだよ！」

「余計悪質だ！」

「わ、わたし尋問されるんですか!?　むむむ無駄です！　なにをされても、任務の内容は絶対に喋りませんから！」

　力いっぱい唇を閉じる木影だが、任務などと口走っている時点で間諜かんちょうとして三流だった。尋問される前から自分の怪しさを宣言してしまっていた。

　姫沙が艶美な笑みを浮かべる。

「好きなだけ抵抗してくれて構わないわ。その方が尋問のしがいがあるもの」

「あわわわわ……」

　木影は早くも泡を吹いている。

　姫沙は木影の顎を指でつまみ、弄もてあそぶようにして瞳ひとみを覗き込む。

「でも、私は慈悲深いから、先にチャンスをあげるわ。あなた……北御門家の当主から、私と帝の仲を探るよう命じられているわよね？」

「ひぇ!?　し、知りません！　命令なんてされてません！」

「もう裏は取っているわ。吐いた方が身のためよ？　故郷のお母さんも泣いているわよ？」

「なぜ刑事なんだ……」

　悪の南条家からは最も遠い職業だった。

「弁護士！　弁護士を呼んでください！　それまでは黙秘します！」

　木影は怯えながらも頑として口を割らない。南条家相手にそれだけの胆力を見せるとは、瓦屋家の跡取りもなかなかの勇者だ。

「だったら、仕方ないわね。愉たのしいパーティを始めましょう」

「道具もたくさんあるよー！」

　車輪を転がし、美月がカートを押してくる。

　カートの上に置かれているのは、ペンチ、金づち、カッター、針、ノコギリ、千枚通し、針金などの、凶悪な工具の数々だ。

「うふふー、まずはこれからー」

　美月がペンチを握り締める。

「ま、まさか、そのペンチは……」

　目を大きく見開く木影。

「そう！　木影ちゃんの想像通りだよ！」

「や、やめてください！　自白以外ならなんでもしますから！　お昼ご飯のパシリとかもできますからーっ！」

「大事な友達にパシリみたいなひどいことさせられないよー」

「拷問の方がひどいですよ！」

「ふんふふふふーん♪」

　逃げようと必死にもがく木影には構わず、美月はペンチを器用に操あやつり、針金を曲げる。

　カッターで布を細く切り裂き、針金の先端に取り付けていく。

　ノコギリで木材を切断し、木材の端に針金を絡ませる。

「ま、まさか……美月ちゃん……そのペンチは……」

「そう！　工作に使うんだよ！」

　先端が極度にふわふわした木の棒を完成させ、高々と掲げる美月。

「も、もう、驚かせないでくださいよー。わたし、てっきり拷問用かと……」

「いっくよー！」

「ふえっ？」

　油断した木影に、美月が襲いかかった。靴にもソックスにも守られていない足裏、乙女の白い柔肌を、木の棒のふわふわで蹂躙じゅうりんする。

「きゃはははははははははは!?」

　突然の攻撃に笑い声を抑えられない木影。

「ちょっ、美月ちゃっ、なにするんですか、あはは！　くすぐったいです！　あはははは！　やめてくださいっ、わたしくすぐられるの苦手なんできゃはは！」


「あーん、木影ちゃんってばイイ声ー！　もっと笑って！　こちょこちょこちょーっ！」



「ほーら、ここはどうかしら？　ふふふ……弱いみたいね」

　姫沙も木影の首筋をくすぐって援護する。
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　南条姉妹しまいによる、全身のくすぐり波状攻撃。

　美しい少女二人が寄ってたかって手を蠢うごめかし、木影があられもない声を響かせている様子に、帝はごくりと唾つばを呑む。

　木影の立場に代わりたいような、代わりたくないような、アンビバレンツな地獄。

　三人の少女が絡み合っている姿を注視するのが後ろめたく、目のやり場に困る。

「なかなか……吐かないわね……」

「もー疲れたよー」

　姫沙と美月が息を切らして手を止める。


「……っ……っ……っ……ッッ!!」



　木影は椅子の上でのけぞり、びくびくと体を痙攣けいれんさせている。

　紅潮しきった頰、艶やかに濡ぬれた唇。瞳は虚うつろだし、口の端からよだれは垂れているしで、だいぶキマってしまっている。

　くすぐり攻撃、意外と馬鹿ばかにできない。

　最初は強硬手段を取ろうとしていた姫沙に帝がブレーキをかけた結果、くすぐりで穏便に済ませることになったのだが、ひょっとするとこれは拷問より強力かもしれない。

　北御門家の人間として、帝は国家の機密を漏らさぬよう拷問に堪える訓練は受けているけれど、この手の攻撃に対処するトレーニングは行ったことがない。

「こうなったら……注射しかないわね」

　姫沙がカートの上から注射器を取り、アンプルを差し込んだ。

　凶暴な輝きを放つ針に、木影が恐れおののく。

「そ、それ……まさか自白剤ですか!?」

「違うよー？　くすぐったさが一億倍になるお薬だよー？」

「死にます！　わたし舌を嚙んで死にます！」

「すーぐ気持ちよくなれるからー。高校生なんだし、注射ぐらいガマンしなきゃ！」

　美月はげんこつを握り締めて励ました。

「注射じゃなくてその先が怖いんですよ！　これ以上くすぐられたら、わたしがわたしじゃなくなっちゃいます！　無理です！」

「大丈夫、横で手を握っててあげるから！」

「そんな優しさをくれるくらいなら許してくださあああいっ！」

　じたばたと暴あばれる木影。本気で舌を嚙みそうなパニック状態だ。

　クラスメイトを精神崩壊させるわけにもいかないし、帝が割って入る。

「もう、そのくらいにしておけ。可哀想かわいそうだろ」

「か、神様……」

　木影は目を潤ませて帝を仰あおいだ。

「神様ではないけどな」

「仏様！　ありがとうございます！　もうなんでも話しますから！」

　急に従順な態度になってしまう捕虜である。

　姫沙が悔しげな顔をする。

「なるほど、弱っているところに優しい言葉をかけて、反動で籠絡ろうらくする作戦ね……なかなかやるじゃない」

「そういう汚い作戦は考えていない！」

　美月が小さく肩をすくめる。

「了解、ボス！　じゃあ拷問はこの辺でやめるね！」

「その言い方だと俺が拷問を命令したみたいに聞こえるよな！」

　木影が血の気を失った唇をわななかせる。

「ま、まさか……帝くんが黒幕だったなんて……」

「違うからな！」

　恐るべき風評被害を食い止め、木影を納得させるまでに半時間を要した。北御門家が汚れ仕事を教唆きょうさするなど、たとえ誤解であろうと看過されることではない。

　ようやく落ち着いた木影を、帝は拘束用の椅子から解放する。

　姫沙と美月は木影が逃げ出さないよう、油断なく出入り口に目を配っている。

「……で、結局、瓦屋は俺の父さんに依頼されて動いているんだよな？」

　帝が穏やかに尋ねると、木影はぎこちなくうなずく。

「は、はい……。帝くんの情報を探るために北御門家のお屋敷に忍び込んだら、捕まっちゃったんです。監視に協力すれば北御門家から情報を流す専属情報官にならせてやる、協力しないとわたしの家を潰すって言われて……ごめんなさい」

　スカートの布を握り締め、深々と頭を下げる。垂れた横髪が震えている。

「いや、そんな理由があるなら仕方ないんだ。厳しく追及して悪かったな」

「い、いえいえ！　悪いのは全部わたしなんです！　帝くんは悪くないんです！」

　慌てて手を振る木影。

　根は曲がった子ではない、というより、素直すぎるくらい素直な少女なのだ。きっと、帝たちの事情を筋道立てて話せば分かってくれるはず。

　以前、チャットで美月が帝と姫沙の恋愛ゲームのことを話していたし、この場で事情を知らないのは木影だけだ。あえて明かすのはギャンブルかもしれない……しかし。

「父さんが調べようとしている件についてだが。俺と姫沙は、恋愛関係などにはない」

「ホントですか……？」

　木影は疑わしそうな表情をする。それも当然だろう、今の状況においては帝が誤魔化ごまかしの口八丁を並べるのが定石じょうせきなのだから。

　だが、帝の正道は定石を超える。

　誠意を貫いてこその、北御門。

「俺たちがやっているのは、ゲームだ」

「帝!?」

　姫沙が驚いて止めに入る。

「大丈夫だ、話しても。必ず説得する」

　帝は確信を込めて告げた。

　そして、強い意志は姫沙にも伝わる。

「……失敗したら、本当に口封じしかなくなるわよ」

　その言葉は真実だろう。南条家に木影が消されるのを防ぐためにも、絶対に交渉を成立させねばならない。

「ゲームって……なんですか……？」

　木影は不思議そうに尋ねた。

「恋愛ゲーム。俺と姫沙のどちらが、先に相手を惚ほれさせるかというゲームだ。負けた方は勝った方の奴隷となり、自分の家を捨てる」

「後継者が家を捨てたら、その家滅んじゃうじゃないですか！」

「そう。だから、このゲームは日本の未来を決める、北御門と南条の最終戦争でもある。光に支配された世界か、闇に支配された世界になるか……一億数千万の民衆のすべてがかかっているんだ。甘っちょろい恋愛とは程遠い」

　叶かなうことなら、甘っちょろい恋愛であって欲しかったと帝は思う。

　ゲームの体裁を取らず、ただひたすらに緩やかで幸せな時間を楽しみたかった。

　けれど、それは北御門と南条の宿命が赦ゆるさない。

「そんな……すごい勝負が……同じ教室で繰り広げられてたなんて……」

　木影は戦慄せんりつした。

　美月が唇に人差し指を当ててウインクする。

「ちなみにー、恋愛ゲームのことは、ここにいる三人とうちのおばーちゃんぐらいしか知らないから内緒だよ？　凛花ちゃんは気付かないで参加しちゃってるけどねっ」

「どうして北御門家の当主さんに話さないんですか？　大事な勝負なら、応援してくれると思いますけど……」

　帝は重々しく首を振った。

「それはない。父さんは堅実派だし、北御門が潰れるリスクを取ってまで南条を潰そうとはしない。父さんに気付かれたら、恋愛ゲームは即刻中止させられる。俺は今の学校を辞めさせられ、姫沙から引き離されるだろう」

「み、帝くんが転校……」

　木影は表情を曇らせた。

「こっちについてくれたら、瓦屋一族の安全は俺が保証する。北御門家の実権を握り次第、専属情報官に瓦屋を任命する。だから、協力してくれないだろうか。これは北御門家次期当主としての……いや、友人の帝としての、頼みだ」

　帝は木影の目を真まっ直すぐに見つめ、手を差し出した。

「え、えっと……あのっ……あうぅ……」

　木影は慌てたように目を泳がせる。

　──やはりだ。誠意は通じる。

　帝は確信を強めた。

　そもそも、木影は帝の父親に対して義理や人情はない。飽くまで脅されて従っているだけであり、少なからず反感も抱いているはずだ。そこに説得の余地がある。

　姫沙が木影に歩み寄った。

「……私からも約束する。私が南条家の当主を継いだら、瓦屋さん、あなたを南条家の専属情報官にしてあげるわ」

「えっ？　二つの家の専属情報官になれるんですか!?」

「いいえ、一つよ。私が勝ったら、帝は北御門家を出るんだから。要するに、ゲームの勝敗がどうなっても瓦屋さんに損はないということ」

「なるほど……」

　つぶやく木影の手を、姫沙が握り締める。

　珍しく神妙な面持ちで、静かに語りかける。

「このゲームに……私はすべてを賭かけているの。今、邪魔をされるわけにはいかないの。瓦屋さん、お願い。私たちに協力して」

「おねーちゃんが命令じゃなくお願いしてるの初めて見た！」

　美月が驚きの声を上げた。

「私だってお願いぐらいするわ。普段は相手の頭に銃を突きつけながらだけど」

「それはお願いじゃねえ！　脅迫だ！」

「素手で交渉をするなんて非常識よ」

「交渉の意味、分かっているのか……？」

　帝は南条家の闇に空恐ろしくなるが、今回ばかりは脅迫ではなく正真正銘のお願いだ。

　それほど姫沙が自分との恋愛ゲームを大切にしているのかと思うと、体の奥がじんと痺しびれるように熱くなるのを感じる。

　だって、同じなのだ。

　帝にとっても、この恋愛ゲームはなによりも大事な勝負なのだから。

「どうかしら……瓦屋さん」

「……頼む」

　姫沙と帝の二人は、木影の前でじっと返答を待った。


「…………………………」



　木影はうつむいて考え込む。

　重苦しい沈黙。

　混沌の召喚者とも言われる少女の手に、二人の未来は握られている。それはまるで、気まぐれな運命の女神の采配さいはいに身を委ゆだねるような、恐ろしいプレッシャーだった。

　そして、もし木影が提案を突っぱねたら、追い詰められた姫沙がどう暴走するか分からない。二重の圧迫感に、帝は固唾かたずを呑む。

「……分かりました」

　木影が口を開いた。

「いいのか」

　帝の視界に希望の光が差し込む。

「はい。ただ……条件があります」

「なんでも言って！　両家の総力を挙げて用意するわ！」

　金か、地位か、それとも名誉か。いずれにせよ、恋愛ゲームが続けられるなら安いものだ。姫沙のそばにいられる、そのことは、帝にとって何物にも代えがたい。

　木影は耳を赤くして、もじもじと身じろぎする。

「わたし……帝くんの部屋に、入ってみたいんです」

「……は？」「……え？」

　帝と姫沙の両方が固まった。

　あまりにも予想外、斜め上の条件だったのだ。

「それ……どういう意味かしら？」

　姫沙は目を細くして木影を見据えた。なにやら攻撃的なオーラが立ち上っている。

　蛇に睨まれた蛙かえるのように、木影は身を縮める。

「あ、あの、北御門家の当主とか後継者の部屋って、謎なぞだらけじゃないですか！　使用人や友達でさえ入れないって言われてますし！」

「えー、そうなの!?　アタシ、今度帝くんの部屋に遊びに行こうと思ってたのに！」

　腐っても南条家の人間である美月が、無茶なことを言う。

　北御門家の内情を知られているのは不覚だが、さすがは瓦屋一族。帝は首肯する。

「事実だ。北御門家の男児は、決して誰にも弱みを見せない……親にさえな。鉄壁のセキュリティで隔絶されているから、自分の部屋に入れるのは自分だけだ」

「めちゃくちゃ寂さびしくない!?　アタシはおねーちゃんの部屋に入り放題なのに！」

「美月はもうちょっと遠慮しなさい！　家族にもプライバシーってものがあるのよ！」

「アタシはないよー？　おねーちゃんになら内臓見られても平気だよー」

「別に見たくないわよ！」

「アタシはおねーちゃんの内臓見たいよ？」

「絶対見せないわよ！」

　姫沙は美月から飛び退いた。

　帝もさりげなく自分の腹を手で守る。親しい仲にも礼儀ありという言葉があるが、いくら美月に悪意がなくとも、知らぬ間に腹の中まで踏み込まれたらたまらない。

「わたし、まだ瓦屋家の誰もたどり着いたことがない北御門家の後継者の部屋を調べてみたいんです。情報屋の血が騒ぐんです！」

「確かに、機密も機密、北御門最大の謎ではあるだろうが……」

「帝くんのお部屋に行っちゃ……ダメでしょうか……？」

　木影がおずおずと上目遣うわめづかいで帝を見つめる。

　言葉だけ聞いていたら、かなり刺激的なおねだりだった。クラスメイトの女の子が、どうしても部屋に来たいとせがんでいるのだ。

　しかし、帝はそんな甘いシチュエーションに呑気のんきに応じられる一般人ではない。

「俺は……まあ、構わないが……、大変だと思うぞ？　部屋のセキュリティは自分で切れるが、屋敷の警備はどうにもできないし……」

「頑張ります！」

　木影は拳を握り締めた。

「本気!?　私でさえ入ったことないのに！」

「入りたいのか……？」

　帝が尋ねると、姫沙は顔を赤くして顎を突き上げる。

「し、下見よ！　私が帝を奴隷にして北御門家を潰してから蹂躙する部屋のこと、前もって見ておきたいでしょ!?　爆破ばくはポイントもチェックしなきゃいけないし！」

「人の部屋を爆破するな！」

　奴隷にされても思い出ぐらい美しいままにしておいてほしい帝だった。故郷の村を火の海に変えるなど、もはや完全に魔王だ。

「じゃあじゃあっ、今からみんなで帝くんの部屋に行こーよ！」

　美月がはしゃぐが、姫沙はため息をつく。

「さすがにそれは無理よ。南条の人間が北御門の屋敷に侵入するなんて、全面戦争を始めるようなものでしょう。まだそのときではないわ」

「そっかー、まだかー」

「ええ、まだ……ね？」

　南条姉妹がくすくす笑って顔を見合わせているのが不穏だけれど、話はまとまった。

　木影を屋敷に侵入させる作戦は明日決行ということになり、ひとまず解散する。

　──嫌な予感しかしないんだが……大丈夫、だよな？

　帝は不安を抱えながら、煌々こうこうと光の灯ともった倉庫を去った。







　翌日。

　北御門の屋敷から数百メートル離れた裏道で、帝たちは作戦の準備を整えた。

　路肩には姫沙専用のリムジンが停まり、運転手役のΣシグマが苦虫を嚙み潰したような顔で見張りをしている。相変わらず主の人使いが荒いと思っているのだろう。

　帝は姫沙に尋ねる。

「侵入用の道具は姫沙が用意するって話だったが、持って来たか？」

「もちろんよ！」

　木影が肩に緊張を滲にじませる。

「南条家特製の道具なんですよね……光学迷彩かなにかですか？」

「ふふん、そんなちゃちなモノじゃないわ」

「もっとすごいもの!?　一瞬で周辺五キロの人間を気絶させるパルス発生器とかですか!?」

「もっと確実で、強力で、完璧かんぺきに瓦屋さんを隠せるモノを用意したわ！」

「あ、ありがとうございます！　わたしのためにそこまで!?　南条家の最先端技術を使わせてもらえるなんて、感動です!!」

　木影は期待に目を輝かせて待ち構える。

「あなたのための侵入ツールは……これよ！」

　姫沙が誇らしげにリムジンから引っ張り出した物体は。

　合成樹脂で作られた、頑丈そうな袋。太いジッパーが側面に走っている。

　木影が当惑気味の歓声を上げる。

「わ、わー、ちょうどわたしにサイズがぴったりー。なんですか、これ？」

「南条家特製……潜水袋よ！」

「潜水袋、とは……？」

　嫌な予感がしたので、帝は一応確かめておく。

「反逆者を密封して海に沈めるための袋よ！」

「処刑道具じゃねえか！」

「わたし死にたくありませんよーっ！」

「ちなみにこの潜水袋がすごいのは、その密閉性なの。絶対に誰にも中身を勘付かれないよう、逃げられないよう、光も、匂いも、空気さえも、完全に遮断してくれるのよ」

　木影が恐る恐るといったふうに指摘する。

「え、えっと……空気がなかったら、わたし窒息しちゃいますよね……？」

「大丈夫、帝の努力次第よ！　急げば間に合うわ！」

「危なすぎるだろ！　空気穴ぐらい開けてやれ！」

「穴が開けられるようなヤワな素材じゃないわ！　うちの技術力をなんだと思っているの!?」

　姫沙は憤慨する。

　しかし怒られても困るのである。共同作戦ということもあって、姫沙を信頼して任せたのだが、やはり自分で道具を調達すべきだったかと帝は反省する。

　美月がリムジンから顔を覗かせた。

「ねーねー、潜水袋の入ってた段ボールがあるけど、これでいいんじゃないかなー？」

「それだ！」

　帝は段ボール箱を車内から引っ張り出す。

　大きさも人間一人分くらいだし、良い感じに空気穴もあるしで、問題ない。

　木影を中に座らせ、段ボール箱を閉じる。運搬に支障はなさそうだ。

「……よし。じゃあ、行ってくる」

　帝は段ボール箱を抱え、北御門の屋敷を見据える。

　住み慣れた自分の家が魔王の牙城がじょうのように思えるのは、今日が初めてだった。

　途中で木影の存在に気付かれれば、大騒ぎになる。帝と木影は徹底的な尋問を受け、堪えきれなくなった木影の口から作戦が漏れるだろう。

　そうなれば、恋愛ゲームの結末は破滅。

　姫沙との関係は、北御門家によって叩き潰される。

　失敗は許されないのだ。

　帝が気を引き締めていると、姫沙が近くに寄ってくる。

「……帝。注意しておくことがあるわ」

「……なんでも言ってくれ」

　策略のプロフェッショナルである南条家のアドバイスなら、必ずや役に立つはずだ。真剣な眼差まなざしを向けてくる姫沙の言葉を、帝は静かに待つ。

「か、瓦屋さんと……へ、変なことしちゃダメだからね？」

「……は？」

　予想外の助言に、ぽかんとする帝。

「だから、二人きりになるからって、エッチなことしちゃダメだって言ってるの！　み、帝の部屋に入るのは、飽くまで交換条件だから！　女子が男子のお部屋訪問するとか、そういう甘い状況じゃないから！　間違えないようにね!?」

　頰を赤く燃やしての主張。

　美月が手で口を覆い、姫沙を横目で見て笑う。

「あー、おねーちゃんってば心配なんだー？」

「そ、そりゃそうよ！　正式な対戦相手は私なんだし、プレイヤーじゃない人間となにかあったらゲームが破綻はたんするでしょ!?　み、帝は……私の獲物なんだから……」

　姫沙は唇を尖とがらせ、人差し指を突き合わせてつぶやく。


「くっ……！」



　帝は胸の奥が五寸釘ごすんくぎに貫かれるのを感じた。

　これは嫉妬しっとと呼んでいいのだろうか、分からないが、心配されるのは嬉しい。男ではなく獲物扱いされているのは気になるけれど、それでも。

「……大丈夫だ。今回の目的は理解している」

　帝は言い切った。

　北御門家の童貞力は、女人にょにんと二人きりになった程度で揺らぐものではない。

　それは鉄壁の砦とりで。心の貞操帯を、帝は生まれながらにして装着されているのだ。

　段ボール箱の中から木影も告げる。

「わたしも大丈夫です！　エッチなことってよく分かりませんし……ええと、とりあえず脱がなきゃいいんですよね？　よく分かりませんけど大丈夫です！」

「……箱に目張りでもしておいた方がいいかしら」

「わざわざ窒息させようとするな！」

　雲行きが怪しくなってきたので、帝は早々にその場から離脱した。

　段ボール箱をしっかりと抱え、北御門家の屋敷を目指す。決して重くはないのだが、女の子の入った箱を運ぶのは未知の体験で、取り落とさないよう神経を使う。

　屋敷の門に近づくと、門の上のセンサーが回転し、来訪者のスキャンを開始した。

　帝は段ボール箱の脇から顔を出し、自らの顔と虹彩を認識させる。

『お帰りなさいませ、帝様』

　照合成功の音声と共に、重厚な鉄扉がゆっくりと開く。

　帝は緊張しながら、北御門家の敷地に足を踏み入れた。

　玉砂利が敷き詰められ、松の古木に彩いろどられた広大な庭。各所には、景観を損なわない配置で監視カメラが光っている。

　地面には生体センサーが張り巡らされており、脈拍のパターンから侵入者を感知するようになっているので、段ボール箱を一瞬でも下ろせばゲームオーバーだ。

　装着したインカムから美月の声が響く。

『帝くーん！　真っ直ぐ進んで、灯籠とうろうのとこで止まって！』

「了解」

　監視衛星の映像を元に、リムジンの美月が潜入ルートを教えてくれる。

　帝が灯籠のそばに身を潜めると、警備員が靴音を鳴らして通り過ぎていくのが見えた。箱の中身を詮索せんさくされるのは危険だから、遭遇は避けなければならない。

『次、倉庫のとこまで二秒で走って！　角を右に曲がって、そのままダッシュ！』

「ああ！」

　美月の指示に従い、帝は全力で駆けた。

『なんか帝くんを操作してガンシューのスニーキングやってるみたい！　たのしー！』

「ゲーム感覚はやめてくれ……俺は生身の人間だぞ」

『分かってるってばー。アタシが責任を持って帝くんを生きて帰らせるよ！　残機は二機もあるしね！』

「俺の残機は常に一機だからな!?」

『あっ！　そこの池にジャンプしたら五千ポイントゲットだよ！』

「現実にポイント制度などない！」

　廃ゲーマーにオペレーターを頼んだのは間違いだったのかもしれない。南条姉妹との共同作戦、二人のスペックは問題ないのだが、性格に問題が多いのだ。安心して命を預けられない。

　そんなふうに、危なっかしいオペレーターが相手だったものだから。

　裏口から屋敷の内部に入り込むと、帝は安堵の吐息をついた。屋内の警備員は、庭に比べれば数が少ない。見通しが悪いから隠れるのも楽だ。

　監視カメラの位置と周囲の足音に注意しつつ、帝は自宅の廊下を進む。

「あ、あの……帝くん……まだでしょうか……？」

　段ボール箱の中から、木影が不安そうに訊いてきた。

「しっ。声を出すな」

「で、でも……わたし、乗り物酔いしちゃって……」

「乗り物酔い？」

「はい……男の子に乗るのって初体験で、なんだか変な気分に……」

「変な言い方をするな！」

　帝は首筋が熱くなるのを感じた。

「へ、変ですか……？　どこが変なんですか……？」

「それは……俺に瓦屋が乗るって言い方が……」

「……？　わたし、帝くんに乗ってますよね？」

　木影は飽くまで邪念がない。

　その悩ましい体つきとは正反対に、どこまでも無垢な少女なのだ。情報屋としての仕事に命をかけているせいで、他のことには頭が回らないのかもしれない。

「と、とにかく急いで部屋に行くから、ちょっと我慢してくれ！」

　箱の内部が大惨事にならないよう、帝は歩調を速める。

　足音が響かない程度に廊下を走り抜け、後少しで自室にたどり着こうとしたとき。

「おや、坊ぼっちゃん。どうされました、そんなに慌てて」

　執事の西田にしだに、ばったりと出くわした。

　御年七十五の白髪老人。

　皺しわ一つなく着込んだ燕尾服に、古めかしいモノクル、時代の刻まれた額には、いかなる汚点も見逃さぬ風格が漂っている。当主の生まれたときから北御門家に仕えており、帝にとっては祖父よりも祖父に近しい存在だ。

「お、おう、西田か。ちょっと、急ぎの用事があってな」

「急ぎの用事とは？　その大荷物はいったいなんでございましょう？」

　執事が段ボール箱にモノクルを寄せてくる。

　帝は緊張を覚えながら釈明をひねり出す。

「これは……山で集めてきた野草だ。有事のサバイバル技術をより高めるため、研究しておこうと思ってな」

「さすがは坊ちゃん、良い心がけです。たとえ地球が破裂しても、北御門家さえ生き残っていればなんとかなりますからな」

「それはどうにもならんだろ……」

「なりますとも。世界の要は北御門家ですし、坊ちゃんの遺伝子からまた新たな人類を生み出せばよろしいのです」

「俺と同じ顔しかいない人類とか悪夢だ！」

「いいえ、楽園です」

「そうか……楽園か……」

　穏やかにうなずく執事に、帝はたじろぐ。

　この老人、忠義者なのは良いことなのだが、あまりに忠義の度が過ぎて、北御門を神格化してしまっているところがある。さすがに自分だけの世界など帝は嫌だし、せめて姫沙と二人で新世界のアダムとイブになりたい。

「さあ、荷物をお貸しください。この西田がお運びいたしましょう」

「い、いや……これは自分で運ぶ……」

　歩み寄ってくる執事から、帝は後じさる。

　中では木影が息を殺しているが、微かな呼吸音までは消しきれていない。薄皮一枚隔てて少女の熱気が伝わってくるし、他人に持たせるわけにはいかない。

「荷物の運搬などは、坊ちゃんがなさる仕事ではございません。そういったことは我々、下々の人間にお任せください」

　圧倒的な善意。しかし世の中には、ありがた迷惑という言葉もある。

　今の帝が置かれた立場こそ、まさにその状況。

「野草を詰め込みすぎて、かなり重いんだ。西田の腰の骨が折れる」

「構いませんとも！　坊ちゃんのためなら、この西田、腰だろうと肋あばらだろうと首の骨だろうと、喜んで差し出す所存でございます！」

「首は死ぬだろ！」

「そうおっしゃらずに！」

　半ば無理やりといった勢いで、執事が段ボール箱を抱えた。

「ぐあああああっ!?」

　案の定、乾いた衝撃音が腰から鳴り響き、執事は海老反りになって床に倒れる。段ボール箱が投げ出され、『きゃー!?』と木影の悲鳴が漏れる。

「大丈夫か西田あっ!?」

　帝は愕然がくぜんとした。

「まだまだ行けると踏んだのですが、さすがに年寄りの冷や水が過ぎましたな……この老体は捨て置いて、坊ちゃんは新たな時代を……築いてくださいませ……」

　執事は絶え絶えの息を漏らす。

　見事なブリッジ、アクロバットな体勢で白手袋を痙攣けいれんさせているのに、モノクルだけは落とさないのは、執事の貫禄。ポマードで固めた白髪にも、一切いっさいの乱れがない。

「え、ええと……救急車、呼ぶか……？」

「必要ございません。このまま少し休んでいれば治ります」

「そのポーズは休んでいたのか……」

　長い付き合いになる使用人だが、未いまだ分からないことが多い。

「それはそうと、坊ちゃん。今し方、段ボールの中から悲鳴のようなものが聞こえた気がしたのですが……？」

「き、気のせいだ。野草にカエルでも紛まぎれ込こんでいたんだろ」

「カエル……？　あどけない女性の声に聞こえたのですが……」

「生後二週間の雌めすのカエルだからな！」

　帝は段ボール箱を持ち上げて駆け出す。

　廊下を慌ただしく走り抜け、自室の扉に手の平を押し当てて認証を済ませる。室内に飛び込むと、背後でオートロックの扉が閉じた。

　帝は段ボール箱を床に放り出し、額の汗を拭ぬぐう。

「よし……着いたぞ……ここまで来れば問題ない……」

　すっかり息が上がっていた。さして重量はないので体力的には問題ないのだが、心理的な消耗が激しかった。

　──部屋に女の子を連れ込むという行為は、こんなに大変なのか!!

　世の男性諸君の叡智えいちと胆力たんりょくに、帝は心からの敬意を送る。

　膨大な警備員と監視カメラ、使用人たちの厳しい目をかいくぐって潜入作戦を成功させるなど、生半可な覚悟でやれるものではない。

「た、たすけてくださぁい……」

　段ボール箱から、木影の情けない声が聞こえた。

「すまない！」

　帝はすぐさま段ボール箱を開け、中の光景に目を見開く。

　体操座りで箱に入っていたはずの木影は、横に倒れて死にかけていた。途中で落とされたせいか、四肢のあちこちを擦りむき、髪は乱れている。

　満身創痍まんしんそういである。

　しかし、胎児のように身を丸め、虚ろな瞳で荒い吐息をつく姿は、やけに艶なまめかしい。ブラウスがめくれ上がり、細い腰がさらけ出されてしまっている。

「あのぅ……出していただけると助かるんですけど……自分じゃ身動き取れないです……」

「あ、ああ！」

　一瞬ぼんやりとしてしまった帝は、木影の腕を摑んで引っ張り出そうとする。

「ひゃっ!?　あんまり乱暴にしたら痛いです！」

「どうしたらいいんだ、これ……？　腕と足が絡まってる……？」

「優しく……優しくお願いします……」

　密封されていた木影の腕と脚は汗ばんでいて、握る帝の手も滑る。胸や尻など、やたらと危険なポイントが出でっ張ぱっていて取り扱いが難しい。
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　変なところを触らないよう、帝は慎重に木影を箱から取り出す。

「はぁ……はぁ……死ぬかと思いました……」

　ぐったりと絨毯じゅうたんにうずくまる木影。体の下敷きにされた胸がゴム鞠まりのように潰れ、力なく突き出された尻は素肌が際きわどい部分まで覗いている。

　太ももの上方、わずかに見える白い布は、いったいなんだろうか。決して下着ではないはず、と自分に言い聞かせる帝だが、目のやり場に困るのは変わらない。

「……とりあえず、服を整えた方がいいんじゃないか？　休憩しないと調査できないだろうし、お茶でも持ってくるよ」

「いえ！　今すぐ調査開始です！」

　木影は段ボール箱を弾はじき飛ばす勢いで跳ね起きた。

「元気だな！」

「やっとたどり着いた魔境ですから！　北御門家の奥地へ向かった探検隊が目にした謎の生物とは!?　明らかになる五億年の陰謀！　休んでる暇なんてありませんっ！」

「人の家をアマゾン扱いするな！　ここにいる生物は俺だけだ！」

「帝くんが気付いていないだけで……他にもいるはずです……きっと……」

「怖いことを言うな！」

　呆あきれる帝には構わず、木影は興味津々で家宅捜索を開始する。

　机の引き出しを次から次へと開ける。

　棚を漁り、洋服ダンスに首を突っ込み、ベッドの下を覗き込む。

　完全にプライバシーの侵害だが、協力の条件として調査を許した以上、帝は止めるわけにもいかない。クラスメイトの少女にすべてを暴かれるという恥辱にじっと堪える。

「帝くん、帝くん！　この子、誰ですか？」

　木影が引き出しからアルバムを引っ張り出してきて見せた。

　三歳の少年が猫に囲まれて縮こまっている写真。猫は人なつっこく体を擦りつけているのに、少年は泣きべそをかいている。

　よりにもよって最悪な思い出を、と帝は奥歯を嚙み締める。

「それは……俺だ」

「えぇ!?　帝くんですかあっ!?　すっごく怖がってますけど！　猫に負けてますけど！」

「仕方ないだろう……当時は猫のことをライオンの一種だと誤解していたんだ」


「確かにライオンはネコ科ですけど！　はー、帝くんにもこんな時期があったんですねー、へえ～～～～～～……」



　木影は帝の顔と写真の少年を熱心に見比べる。

「なにが言いたい……」

　帝は首筋が熱を帯びるのを感じた。

「別になにもないですよ～？　ただ、なんというか～、昔は帝くんもドジで可愛かったんだな～と思いまして～？」


「くっ…………」



　一生の不覚である。

　ドジという概念を固めて人間の服を着せたような木影から、ドジ呼ばわり。それは北御門家への冒瀆ぼうとくであり、帝の尊厳を甚はなはだしく損なうものだった。

「これっ、スキャンさせてもらいますねっ！」

「外に漏らすなよ……？」

「分かってまーすっ！」

　木影は持参した端末に嬉々として写真を読み取らせ、データを収集していく。

　やむを得ない事情があったとはいえ、自分はとんでもない取引に手を出してしまったのではなかろうか、と帝は思った。木影に首根っこを摑まれるような愚行なのではないか。

　──いや、瓦屋は姫沙とは違う。悪用なんてするわけない。大丈夫だ。

　帝は自分に言い聞かせながら、情け容赦ない掠奪りゃくだつを見守る。

　木影は床に膝を突き、押し入れに上半身を突っ込んで奥を探る。

　内部から搔き出され、うずたかく積もっていく発掘品。

　調査に夢中になっているのか、木影の突き上げた尻がふりふりと揺れている。何度も危うくスカートの中まで見えてしまいそうになり、帝は肝を冷やす。

　木影が歓声を上げた。

「すごいモノ見つけました！　古文書こもんじょです！」

「古文書……？」

　怪訝に思った帝の視界に、木影が掲げるノートが映る。

　擦り切れた綴じ目、日焼けした表紙。

　美しい筆文字で記された、『我が心の輝き』とのタイトル。

　見た途端、魂が軋きしみ、帝の深奥に刻まれたおぞましい記憶が蘇よみがえる。


「それは駄目だ──────────」



　叫んで奪い返そうとするも、間に合わない。

　木影は普段の鈍重さからは想像できない俊敏な動きで、帝の手をかいくぐる。床を蹴って軽々と飛び退き、本棚の上まで退避する。

　まるで猫……いや、忍しのび。

　武士と戦火の時代、瓦屋一族は大名や将軍家に雇われ、間諜かんちょうとしての仕事も果たしていたと伝えられている。そこに脈々と受け継がれる血は、驚くほどの身体能力を秘めていた。

　木影は無慈悲にノートを開き、知的好奇心のままに音読する。




『光』

　光れ！　光れ！　光れ！

　北御門の正義よ！　あまねく地に広がる平和よ！

　この世界に存在するのは、ただ光のみ！

　悪はすべて消え去り、やがて骸むくろと化す

　誓いの言葉はただ伝える、刃は常に天から下されると

　我が、我こそが、光の継承者なり！

　万歳ばんざい！　万歳！


　そして、風の吹くままに………………Fine







「がっ……ああああああっ…………」



　帝は胸を搔きむしって悶もだえ苦しんだ。羞恥しゅうちのあまり床を転げ回った。

　木影は青ざめた顔でノートを眺めている。

「え……なんですか、これ……歌詞……？」

「ああああああああああ……」

　喉を搔きむしる帝。

「ゾンビみたいな声出してないで教えてください！　この恥ずかしい文章はなんなんですか！　人に見られたら死にたくなりそうな不気味な文章の正体は!?　怪文書!?」

　ノートを大きく広げ、かつての帝の罪を容赦なく眼前に突きつける。

「一時期……書くのにはまっていた……ポエムだ……」

　帝は途切れ途切れに懺悔の言葉を漏らした。

「ええー!?　これがポエム!?　なにかの暗号かと思いました！　この最後のFineっていうのは、どういう意味なんですか？」

「終わり……という意味だ……」

「どうして詩の最後に楽譜の記号が!?」

「格好いいと思ってたからだよ！」

　木影は照れくさそうに指で頰をなぞる。

「あ、あと、少し気になったんですけど、個人的な感想なんですが、『我こそが光の継承者なり』っていうのは、さすがにちょっと酔いすぎかなぁって……」

「もう許してくれ！　小学生の頃の詩なんだから仕方ないだろ!!」

　帝はノートを取り返そうとするが、木影は全速力で逃げ回る。

「まだ読みたいです！　帝くんのポエム、とってもセンスに溢あふれていて面白いです！　北御門家最大の謎にしてスキャンダルに、わたしは到達してしまいましたー！」

「だからこの部屋は本人以外立ち入り禁止なんだ!!」

　そう、確かにセキュリティなどの問題もあるが、それ以上に。

　北御門家の当主、そして後継者は、己の弱みを他者に見せることが許されない。しかし、一人の人間であるからには、羽を伸ばす必要もあるし、奇行に走ることもある。

　その恥部を分厚い扉の向こうに覆い隠し、封印するのが、この部屋なのだ。

　自室でだけは、北御門家の男児も自らを露あらわにすることができるのだ。

「えーと？　『帝、それは真実。森羅万象から与えられし、究極の真名』？　わぁ……」


「音読をやめろ──────────」



　ベッドの上で逃げ回りながらノートを調べる木影に、帝は飛びかかった。

「きゃあっ!?　帝くん、本気すぎま……」

　バランスを崩した木影が足を滑らせ、後頭部がベッドの木枠へ叩たたきつけられる。

　ダァン、と恐ろしいほどの衝撃音が響き渡り、木影は動かなくなった。ベッドに仰向あおむけで倒れ伏し、豊かな胸にノートを被かぶせて伸びている。

「お、おい？　瓦屋!?　瓦屋!?」

　帝は木影のそばに屈かがみ込み、懸命に呼びかけた。

　返事はない。

　怖々、木影の後頭部を触ってみるが、大きなタンコブができているだけで、出血もない。

　そして、木影の小さな唇からは。

「むにゃむにゃ……帝くんの情報ゲットです……ふへへ」

　世にも幸せそうな寝言がこぼれていた。

「寝落ちしただけかよ！」

　帝は安堵するが、しかし。

　いつまで経たっても木影は目を覚まそうとせず、帝のベッドを占領している。

「瓦屋。男子の部屋で昼寝なんて、はしたないぞ」

　帝が肩を揺さぶると、

「決定的な証拠は……放しません……確保お……」

　木影は眠ったまま帝にしがみついてきた。

「起きろ！　これはさすがにまずい！」

「えへへえ……あったかいです……」

　伸びやかな腕が帝に絡みつき、ベッドへと引きずり込んでいく。

　帝は抜け出そうとするが、あちこち体のやわらかいところが密着していて身動きが取れない。か弱い女の子を突き飛ばすわけにもいかない。

「どうしたらいいんだ……」

　甘い少女の香りに囚とらわれ、帝は途方に暮れた。







　午後七時すぎ。

　ベッドで惰眠だみんを貪っていた木影が、まぶたを開いた。

　ゆっくりと体を起こすと、朧気おぼろげな眼差しで辺りを見回す。

「あれ……ここは……？　わたし、どうしたんでしょう……」

「起きたか。俺の部屋に調査に来たと思ったら、いきなり眠ってしまったんだ」

　帝は近くの椅子から木影に語りかける。

　あらゆる手段を尽くして木影の腕から脱出は果たしたものの、すっかり消耗しきっていた。この少女と来たら、全身が女の武器で構成されているスタイルなのである。

　木影がぼんやりとつぶやく。

「なんだか、眠る前にすごく面白いモノを読んでた気がするんですけど……」

「気のせいだ」

「でも、最高に楽しかった覚えだけはあるんです……確か、帝くんの過去に関係する……」

「気のせいだ」

　帝は断固として押し通した。ポエム帳の存在も、それを木影に読まれたという事実も、歴史の闇に葬り去ってしまいたかった。

「そうなんですね！　わたしったら、夢と現実がごっちゃになってたみたいです！」

　木影は素直に受け入れて笑う。

　──アホで良かった!!

　帝は彼女の両親に感謝した。

　もしここに南条家の遺伝子が少しでも混じっていたら、絶対に誤魔化されないだろうし、未来みらい永劫えいごうにわたって責め苛さいなまれ続けるところだった。

「しかし、人の家で急に寝るなんて、大丈夫か？　どこか体が悪いんじゃないか？」

　帝が心配すると、木影はばつが悪そうな顔をする。

「いえー、ちょっと疲れてるだけです！　帝くんと姫沙ちゃんの情報を調べるため走り回ってて、ここ一週間ぐらいほとんど寝てなくて」

「本当に大丈夫か!?　それじゃ意識を保ってるのも大変だろう」

「全然平気ですよー。意識ならばっちりグゥ……」

「ばっちり消えかかってるな！」

　喋りながら床へ転げ落ちそうになる木影を、帝はとっさに抱き止める。帝の腕の中に包まれ、木影がはっと目を覚ます。

「あ！　ご、ごめんなさい！」


「いや…………」



　耳を赤くして起き上がる木影。

　なんとなく居たたまれない空気が流れる。

　たとえ混沌の召喚者でも、やはり女の子。男の空間にブラウスとスカートは馴染なじまない。密室に二人きりでいて、まったく意識するなと言うのが無茶な話だ。

「……なんでそんなに必死なんだ？　いくら俺の父さんに脅されてたって、体を壊すまで頑張らなくていいだろう」

「頑張らなきゃ……ダメなんです。わたし、早く一人前の情報屋になりたいですから」

　木影は膝の上で手の平を握り締めた。

「情報屋としては、既に充分優秀だと思うが」

　それこそ、迷惑なぐらいに。

　学校の至るところに監視用の抜け穴を張り巡らせ、帝の送迎車のトランクに忍び込み、潜水服でクルーザーまで尾行して死にかける。

　その熱意、その執念は、帝の知るいかなる情報屋よりも凄すさまじい。

「まだ足りません！　頑張ってるだけで、結果は出てませんから。世間がびっくりするような情報は一つも摑めてませんし、北御門家については分からないことだらけです！　お父さんや、お母さんみたいに、もっと奥の奥まで社会の闇を探れる情報屋にならないと……瓦屋の人間として、恥ずかしいんです。北御門家の専属情報官になれば、少しは二人に近づけるかもって、そう思って……」

　正面から帝の目をとらえ、切々と訴える。

「瓦屋がそこまで真面目まじめに語るのって、珍しいな」

「どういう意味ですか!?　わたしはいつでも真面目ですよー！」

「そうだったのか……」

　だが、帝は新鮮な光景を見ている気がする。

　宇宙マニアの混沌少女も、実はきちんと将来を考えて動いていたのだ。好奇心のまま行き当たりばったりで暴走しているだけではなかったのだ。

　木影は遠くを眺めるようにして告げる。

「わたし、夢があるんです。いつか、世界の裏に存在するすべての真実を解き明かす情報屋になるって夢が。だから、わたしはなにもかも知らなきゃいけないんです。帝くんのことも、姫沙ちゃんのことも、ＮＡＳＡの陰謀も」

　彼女の野望はどこまでも大きく、高く、荒唐こうとう無稽むけいだったけれど。

　真実の追求者──その呼び名が相応ふさわしい木影の瞳は、澄み通っていた。

　本音で話してくれた彼女に、帝もまた誠意を持って語らねばならぬと感じる。

「俺にも、夢がある」

「世界征服ですか!?」

「違う」

「宇宙征服ですか!?　スケールが大きいです！」

「征服系ではない。もっとささやかで、庶民にとっては普通のことで、だけど大切なモノだ。その夢には……どうしても姫沙が要る」

「姫沙ちゃんが……」

　木影は目を瞬いた。

　正確には、姫沙が手段として必要なのではない。

　夢そのものが、目的が、姫沙なのだ。

　しかし、そこまで言い切ってしまえるほど、帝は羞恥心しゅうちしんへの耐性を備えていなかった。二人だけの部屋だろうと、愛の告白には人数が多すぎる。

「俺が姫沙を手に入れるためには、恋愛ゲームで勝つしかない。北御門と南条は、普通のやり方では相容あいいれない」

「まあ、敵同士ですもんね……」

「だから……協力してくれ、俺の夢に。俺も、お前の夢に力を貸す」

　帝は木影に手を差し出した。

「……はい。お部屋も見せてもらえましたし……同盟成立です」

　木影は帝の手を握り締める。

　北御門家が瓦屋家を間諜として利用するのは、歴史の中でも何度かあった。従来の北御門家は瓦屋一族を厄介やっかいな連中と眉まゆをひそめつつ、その情報収集力は認めていたのだ。

　けれど、対等の関係で結ぶのは、これが史上初。

　考えてみれば、北御門家と南条家が互いの吸収と融合を望み、瓦屋家と契ちぎり、静川家まで闘争に関わってきている時点で、今は歴史の分岐点なのだろう。

　なにかが、変わろうとしている。

　恐らくは、時代が。

　あるいは、日本が。

　帝が物思いに耽ふけっていると、木影がぽつりとつぶやく。

「帝くんって……姫沙ちゃんのこと好きなんですか？」

「は!?　いきなりなにを!?」

　帝は体が凍りつくのを感じた。

「だって、どうしても姫沙ちゃんが欲しいんですよね。それ、好き……ってことですよね？」

　木影は食い入るような眼差しで、帝の目の奥を覗き込んでくる。

　真実の追求者の熱気。

　互いの手は握ったままで、彼女のやわらかな肌の感触が心に痛い。帝は手を引っ込めようとするが、木影は帝の手を両手で握り締め、胸元で捕まえる。

　帝の鼓動が急激に速まっていく。

「い、いや……どうだろう……なんというか……その、だな……」

　しどろもどろな言葉。

　頭の中が混乱していて、体ていの良い弁解が見つからない。

　帝が弱り果てていると、木影が手を離した。

「やっぱり……いいです。無理に言わなくても」

「そ、そうか？」

　胸を撫なで下ろす帝。

「はい。なんか……答えは聞きたくない気がしますから」

　木影はどこか寂しそうな目をする。

　知識欲の塊の彼女にしては珍しい反応。

　静かになった木影は、それ以上は家宅捜索を続けず、早々に帰っていった。
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　放課後の空き教室で、関係者一同が顔を合わせる。

　打ち捨てられ、机が乱雑に積み重ねられた倉庫代わりの部屋だが、帝みかど、姫沙きさ、美月みづき、凛花りんか、木影こかげの五人が揃そろい、日本の次代を担う大会議場と化している。

　帝に呼び出された凛花は、戸惑いがちな視線を参加者に巡らす。

「ええと……状況がよく分からないのですが……ひょっとして、瓦屋かわらやさん……？」

　木影は両手を合わせて頭を下げる。

「ごめんなさい！　任務で帝くんと姫沙ちゃんを監視してるの、バレちゃいました！　でも、凛花ちゃんに協力して帝くんとくっつける任務はバレてないので大丈夫です！」

「今おっしゃいましたわ!?」

「ああっ!?　どうしてこんなことに!?」

　絶望に暮れる木影。

「そんなミッションまであったのね……危ないところだったわ……」

　姫沙がごくりと喉のどを鳴らした。

　壮絶な尋問（くすぐり地獄）を受けても吐かなかったのに、なにもないときにうっかり自白してしまうのが、さすがは混沌の召喚者である。帝はいつ自分のポエムをうっかり暗唱されてしまわないかと恐怖に駆られる。

　美月が元気よく手を挙げる。

「はいはーい！　ちなみにアタシはぜーんぶ知ってたけど面白いから黙ってたよーっ！」

「美月は後で覚えていなさい」

「やたー！　なんか怖いことされるーっ！」

「喜んでる場合じゃないのよ！」

　こっちはこっちで、相変わらずの脳天気である。恐怖の女帝からの脅迫をものともせず、憤怒ふんどしている姉にむしゃぶりついて鬱陶うっとうしがられている。

　全員が好き勝手な発言をほとばしらせ、収拾がつかなくなってきたので、帝は本題に入る。

「それで、だ。父さんの……北御門家当主の介入を終わらせるため、手を打ちたい。当主に疑われたままでは、思うように動けないからな」

　姫沙が頰ほおに手の平を添えてうなずく。

「そうね。とりあえず、瓦屋さんを留学という体ていでＮＹに飛ばしましょう」

「嫌ですよ！　わたしはまだ日本にいたいですよ！」

「だったら、『人間はどのくらい真空に耐えられるか？』という実験の体でロケットの先にくくりつけて月に飛ばしましょう」

「嫌で……それは惹ひかれます！　宇宙に行けるビッグチャンスは惹かれます！」

　木影は目の色を変えた。

「よく言ったわ。すぐに免責契約書を用意するから、サインなさい」

「サインだろうとハンコだろうと土下座だろうとなんでもしますよーっ！　これでわたしも未知との遭遇！　です！」

「落ち着け、瓦屋。恐らく一分と保たない」

　南条家の差し出す悪魔の契約にクラスメイトが引きずり込まれるのを、帝は急いで制止した。熱く夢を語ってくれた少女が大気圏脱出時に熱く燃え尽きるのは避けたかった。

「じゃあ、どうするの？　木影ちゃんが生きている限りは、帝くんとおねーちゃんはいつまでも安心できないよ？」

「美月ちゃん!?　わたしになにか恨みでもあるんですか!?」

「ないよー！　ホントのこと言ってるだけだよー！」

　無邪気にピースサインを作る美月。姫沙と違って悪意がないのがタチが悪い。

　帝は咳払せきばらいして切り出す。

「こういう作戦はどうだろう。俺おれと凛花が仲睦まじい学校生活を送っているところを、瓦屋に撮影してもらうんだ。その写真を提出すれば、父さんも納得すると思うんだが」

「それって……演技ということですわよね？」

　凛花が細い眉まゆを寄せた。

「あ、ああ。凛花には申し訳ないが……協力してもらえないだろうか」

「もちろん帝様のご命令でしたら、わたくしは従いますけれど……」

　その表情は冴さえない。

　彼女は演技ではなく本当に帝のことを愛してくれているのだから、当然の反応だ。そもそも、北御門家当主の疑いを晴らすのは、凛花にとってデメリットでしかない。

　帝は罪悪感を覚えながら、深々と頭を下げる。

「……すまない。でも、できればお願いしたい。一日だけ、俺と学校で手を繫つないだり、寄り添って座ったり、キスをしたり……してくれないか」

「キス!?　帝様とキスができますの!?　慎んでお引き受けさせていただきます!!」

　凛花は帝の手に飛びついた。

「いくらなんでも、そこまでしなくていいんじゃないかしら!?　み、帝の初めてのキ、キ、キスを、そんな使い方するなんて！」

　食ってかかる姫沙。


「わわわわわたし、濡ぬれ場ばの撮影はまだ練習が足りなくてっ……！」



　慌てふためく木影。

　大騒ぎである。

「あ、飽くまで演技だ！　本当にやらなくても、なるべく顔を近づけて、キスをしているように写真に収まればいいんだ！」

「ですが……顔を近づけた拍子に、ちょっとした事故で唇が触れてしまったり……なんてこともあり得ますわよね……？」

　凛花は頰を艶然えんぜんと染め、夢見るように帝を見つめてくる。

　乙女の唇はうっすらと濡れそぼっている。

「い、いや……そういうのはナシだからな……？」

「はい、分かっております……可能性の話をしただけですわ……」

　物欲しげな瞳ひとみが語っている。そのときになったら、彼女は必ずやると。今までにない絶好のチャンスを、むざむざ逃したりなどはしないと。

「うぐぐ……」

　姫沙は顔を真まっ赤かにして、凛花を睨にらみ据えていた。







　南条家の邸宅、その奥深く。

　黄金のシャンデリア、モスリンのカーテン、クイーンサイズの天蓋てんがいつきベッド。

　宮殿のように豪華な調度品に囲まれた私室で、姫沙は帝にチャットを送る。

「……あの作戦、本当にやるの？」

「やるしかないだろう。このままじゃゲームが破綻はたんする」

「それはそうだけど……演技でも静川さんとイチャイチャするんでしょう？」

「もしかして……嫉妬しっとしてるのか？」

「するわけないじゃない！　自分を何様だと思っているの!?　私の将来の靴置きよ！」

「家具になるのかよ！」

「それぐらいが帝にはお似合いよ！　倉庫に仕舞われないよう、今のうちにせいぜい私のご機嫌を取っておくことね！」

　屋敷が炎上しているスタンプを貼はってから、ベッドにスマートフォンを放り投げた。その後を追うようにして、自分もクッションのあいだに身を埋める。


「はぁ………………」



　ため息が漏もれた。

　姫沙の主導で始まった恋愛ゲームのはずなのに、次から次へと参戦者や妨害者が増えて、なかなか思い通りにいかない。繁栄と成功を約束された南条家の後継者にとって、自らの意思に反する戦況は帝とのゲームが初めてだった。

　そもそも、この恋はあまりにも無謀なのだ。

　南条家と、北御門家は、日本の対極。

　黄泉比良坂よもつひらさかの淀よどみを喰くらう闇やみと、高天原たかまがはらの太陽を頂く光。

　世界が引っ繰り返っても、決して相容あいいれる存在ではない。

　その真実を、姫沙は最近の学校生活で改めて思い知っていた。

　演技とはいえ、帝と鉢合わせするごとに喧嘩けんかを吹っかけ、言い争い、憎悪ぞうおの火花を散らしていたのだ。心にもない罵倒を浴びせて彼を傷つけ、自分も傷ついた。

　だが、それこそが、本来二人のあるべき姿なのだ。

　運命に身を委ゆだねれば、姫沙は帝の正真正銘の敵となる。凛花や美月が帝と幸せな家庭を築くのを横目で見ながら、知略の限りを尽くして帝を滅ぼす使命に生きなければならない。

　──拷問だわ。

　未来を想像するだけで、姫沙は視界が暗くなるのを感じた。

　この南条姫沙は、闇の女帝になるべくして生まれてきたのだ。たとえ一族の宿命に対してであろうと、膝ひざを折るなど屈辱。帝と争うような将来は、姫沙が認めない。

　そのためにも恋愛ゲームには勝たねばならないし、北御門家当主の妨害を排除するため、今回の作戦は成功させなければならない。

　かといって、帝の唇を、彼の心を、許婚の凛花に奪われるわけにはいかない。

「すべてを手に入れるのが……私の流儀なのよ」

　姫沙はスマートフォンを握り締め、ささやく。

　画面には、帝の写真が、狩らねばならない大切な人の笑顔が、映っていた。







「み、帝様！　本日はよろしくお願いいたします！」

「お、おう。よろしく……」

　帝が自分の教室に登校するなり、凛花が歩み寄ってきてしとやかに頭を下げた。

　搔かき上げる黒髪が朝陽に輝き、可憐かれんな頰が上気している。楚々と着こなした制服が美しい。常にも増して身だしなみに気合いが入っているように見える。

「さあ、帝様！　わたくしに抱きついてくださいませ！　それともわたくしが帝様に抱きついた方がよろしいでしょうか!?」

　凛花が両腕を広げて帝を招く。

「やる気満々だな……なんだそのテンションは……」

　帝が尻込しりごみすると、凛花は手の平を頰に添えて恥じらう。

「も、申し訳ございません。わたくしとしたことが、少しはしゃぎすぎてしまいました。帝様と好きなだけ触れ合うことができると思うと、嬉うれしくって仕方なくて」

「飽くまで演技だからな？　メリットもないのに協力してもらって、本当にすまないが……」

「いいえ！　演技でも帝様とイチャイチャできるなら構いませんわ！　それがわたくしへの最高のご褒美ですもの！」

「そ、そうか……」

　わずかなりとも喜んでもらえるなら、帝も気持ちが軽くなる。

　熱い眼差まなざしを注そそいでくる凛花を傍かたわらに、帝は姫沙の席を見やった。あまり許婚と親しくしすぎると、暗器が飛んでこないとも限らない。

「姫沙はまだ来ていないみたいだな」

「今日はいらっしゃらないのではないでしょうか？　わたくしと帝様が愛し合っているところを見たくはないでしょうし」

「あいつなら全力で妨害してくると思ったんだが……」

「帝様に連絡は来ていないのですか？　ラインでも確認してみられては」

　凛花に勧められて帝がスマートフォンを取り出すと、確かにメッセージが届いていた。

『具合が悪いから、今日は休むわ。せいぜい楽しみなさい』

　一見穏やかな文章だが、すぐ後にドクロのスタンプが貼られているのが怖い。静かな怒りが伝わってくる。

　とはいえ、姫沙が休んでいるのなら、今回の作戦はやりやすい。姫沙の好感度が下がるとか、凛花が姫沙に殺されるとか、そういった心配をしなくて済む。

「おはよーございますっ！　絶好の撮影日和ですねー」

　木影がカメラを抱えて、帝たちの方へと走ってきた。

「写真、しっかり頼むぞ。これ以上疑われないよう、父さんを完璧かんぺきに納得させたい」

「大丈夫ですよ、準備万端ですから！　暗視カメラとか音響カメラとかいろいろ持ってきましたし、洞窟どうくつや深海での撮影もばっちりです！」

「いや……深海に行く予定はないからな……？」

　ロケは学校で行うと話し合ったはずだが、自分はなにか勘違いをしていたのだろうかと帝は心配になる。少なくとも許婚と深海に潜る姿を当主に見せて意味があるとは思えない。

　木影がもじもじとカメラを指でいじる。

「でも……その……撮るのも印刷するのも恥ずかしいので、あんまりエッチなのは困るかなあって……服は着たままでお願いします！」

「誰だれも脱ぐとは一言も言っていない！」

　凛花が目を見張る。

「えっ、脱がないんですの!?　下着も気合いを入れてきましたのに！」

「入れるな！　そしてこんなところで大声で言うな！」

「両親にも今夜は帰りが遅くなると伝えておいたのですけれど……」

「遅くはならん！　ちゃんと定時には帰すから、親御さんを心配させるな！」

　あらぬ誤解を少女たちから受け、帝は羞恥しゅうちに身を燃やす。

　教室のクラスメイトたちが遠巻きにささやく。

「ねえ、聞いた……？」「静川さんが北御門くんのために下着に気合いを……」「しかも夜はお泊まり……」「さすが許婚いいなずけだよね……」「わたしっ、涙を呑のんで赤ちゃんの名付け親になるわ！」「名前はボブにしよう！」「いいや、光刃と書いてライトセーバーだ！」

　周囲の視線が痛い。なぜか名付け合戦まで始まっていて名前のセンスも痛い。日本の未来を担うべき子供に日本人らしからぬ名前を与えられる脅威に、帝は慄然りつぜんとした。

「と、とりあえず外に出るか！」

「そ、そうですわね！」

　廊下に飛び出す帝たち。

「まずは二人で軽く歩いてみてください！　許婚の自然な学校風景みたいなのを一枚撮っておきたいです！」

　カメラを構えた木影に指示され、帝と凛花は演技を開始した。

　ちらほらと生徒たちが登校してきている廊下を、並んで歩く。

　つかず離れずの距離を保ち、規則正しく靴音が響く。

　端から端まで数十メートルの旅路を終え。

「……今のはただ歩いただけだな！」

「自然すぎて許婚って感じがしないです！　普通にクラスメイトです！」

　そもそも離れすぎているせいでクラスメイトかどうかさえ分からなかった。これでは当主に親密さをアピールすることなどできない。

　木影がおずおずと告げる。

「その……せめて手を繫いだ方がいいんじゃないでしょうか。自然さは減りますけど、許婚ならあり得るシチュエーションだと思いますし……」

「確かに……。もう一回頼む」

　女の子と手を繫ぐといった大胆な行為、帝は馴染なじみがないけれど、作戦のためなら致し方ない。緊張を覚えながら、凛花の白い手に自分の手を伸ばす。

「ひゃっ!?」

　だが、凛花の手は横へ逃げる。帝が摑つかもうとすると、腰の後ろに回る。帝が回り込んで手を握ろうとすると、凛花はすぐさま飛び退く。

「なぜ逃げる!?」

　全力で避けられすぎて、さすがに帝も傷ついた。自分は許婚に好かれていたのではなかったか、それは傲慢な思い込みだったのかと考えてしまう。

　凛花は真っ赤な顔で叫んだ。

「ひ、人前で、てててて手を繫ぐなんて、恥知らずですわ！」

「今さらなにを……さっきは脱ぐの脱がないのとかすごいこと言ってただろ！」

「い、言っていましたけれど……改まって手を繫ぐのは……うぅ……」

　胸元むなもとで手を握り締め、きゅうっと唇を嚙かむ。

「なんだその反応は……」

　帝は臓腑ぞうふの奥底から奇妙な征服欲が込み上げてくるのを感じた。

　普段、凛花の方から迫られているときは引いてしまうが、逃げられると追いかけたくなる。これが狩猟本能というものだろうか。

「いいから、ほら」

　どうしても捕まえたい、掌中に収めたいとの欲望に駆られ、帝は凛花の手を鷲摑わしづかみにする。


「あっ………………」



　小さな声が漏れ、凛花の華奢きゃしゃな肩が震えた。可憐な耳たぶも、なめらかな首筋も、真紅に染まっている。気後きおくれがちに握り返される手の平の感触が、やわらかい。

　恥ずかしくて死にそうな表情の凛花を連れ、帝は再び廊下を歩く。

　後ろから木影が同行し、カメラのシャッターを切る。

　緊張しすぎているのか、凛花は足取りがぎこちない。歩幅はめちゃくちゃだし、目はまったく合わせようとしない。半分ほど進んだところでよろめき、帝の方へ倒れ込んできた。

　帝はとっさに凛花の肩を支える。

「……大丈夫か？」

「ひゃ、ひゃい……だいじょぶ、ですゎ……」

　消え入るような声。

　ふわりと匂におった彼女の髪の香りに、帝の胸が激しく搔き乱みだされる。

　──可愛かわいすぎる!!

　そう感じてしまい、頭を抱えた。

　おかしい。自分は姫沙のことが好きなはずなのに。

　なぜか今日の凛花は、その恥じらう姿や意地いじっ張ぱりな様子が、可愛らしく見えて仕方ない。漂ってくる匂いにも、無性に惹かれる。

「帝様……？　どうされましたの……？」

　凛花が上目遣うわめづかいで帝の顔を覗のぞき込んできた。

　それだけで帝は心臓が暴あばれ出だす。心配そうな凛花の瞳が、そこに宿った温かい慕情が、体の芯しんに火をつける。

「い、いや……なんでもない」

　帝は急いで凛花から体を離した。

　感情のコントロールが利きかない。このまま寄り添っていたら、思わず抱き締めてしまいそうだった。

　それは駄目だ。ただでさえ、宿敵である南条の娘に恋するという道を外れた行いをしているのに、他ほかの少女に浮気うわき心まで出すというのは。

　帝は必死に自分に言い聞かせ、凛花を視界に入れないようにする。

　そこへ陽気な靴音が響き、廊下の向こうから美月が走ってきた。

「帝くーんっ！　今日もかっこいーねーっ！」

「お前は今日も高等部と中等部の壁を気にしないな！」

「えっ、えっ？　なんで気にしなきゃいけないの!?　帝くんが高等部にいるんだから、アタシが来るのはとーぜんでしょ？　あっ、もー高等部に入っちゃった方がいいのかなーっ？」

「無茶なことを言うな……」

　脱力する帝だが、お陰かげで凛花の妙な魔力から解放されて安堵あんどする。この無邪気な中等部生は、高等部一年の後輩たちよりもしょっちゅう二年のエリアに侵入してきているのだ。

　美月はなんの恥じらいもなく、帝の腕に飛びついてくる。

「そーそー、聞いてよ帝くん！　なんかね、さっきからおねーちゃんにライン送りまくってるんだけどね、全然返事ないの！　無視とかひどいなーって思って来たんだけど」

「え？　姫沙は休みだろう？」

「違うよ？　家にいなかったもん。こっちにもいないの？」

「いないな……」

「おっかしーなー。どこにいるのかなー？」

　帝と美月が首を傾げていると、凛花が話に割り込んできた。

「あ、あの、病院に行かれているのではないでしょうか。待合室ではスマートフォンは使えませんし……」

「あれ？」

　美月は不思議そうな顔をして、凛花に近づいた。


「凛花ちゃん………………？」



「な、なんですの……？」

　間近に迫られ、たじろぐ凛花。その胸に、いきなり美月が鼻を埋める。

「すんすん……すんすんすん……」

「どうして嗅かぐんですの!?」

　仰天する凛花の喉に、美月の赤い舌が寄せられる。

「ぺろぺろ……」

「っっ!?　どうして舐なめるんですの!?」

「お邪魔しまーすっ！」

　美月が凛花のスカートに頭を突っ込んだ。

「きゃあああああああっ!?」
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　凛花の甲高い悲鳴が響き渡る。凛花はスカート越しに美月の頭を叩きまくるが、美月は悲鳴の一つも漏らさず、凛花の脚にしがみついている。

「やりたい放題だ……」

　帝は恐れを成した。

　男がやったら許婚相手でも完全にセクハラ、いや女がやってもセクハラかもしれないが、少し羨うらやましく感じてしまうのは煩悩ぼんのうを断ち切れていない証拠か。

「ふっふっふ～、アタシ、分かっちゃったよ！」

　凛花のスカートから出てきた美月が、誇らしげに胸を張った。

　これだけの暴挙に及およんで誇らしげな人間を見るのは、帝は初めてだった。

「分かったって……なにが、ですの……？」

　凛花は柳眉りゅうびを寄せて美月を睨んでいる。二度とスカートの中を侵略されないよう裾すそを握り締めているが、その姿もかなり扇情的だ。

　美月が凛花をびしっと指差す。

「どんなに巧うまくやったって、アタシだけは騙だまされないよ！　その匂い、その味、そのパンツ、間違いないよ！　凛花ちゃん、ううん、キミはもがもがもがーっ！」

　言いかける美月の口を、凛花の手が光の速さで塞ふさいだ。

　口だけではなく鼻まで塞いでいるものだから、たちまち美月の顔が充血していく。

「み、帝様……？　ちょっと、美月さんと女同士の話をして参りますわ……？」

「あ、ああ」

　頰をひくつかせる凛花に、帝は小さくうなずく。

　凛花の全身から、恐ろしい闘気のような禍々まがまがしい憤怒のオーラが滲にじみ出していて、とても異論を差し挟める状況ではない。

「むぐぐ！　むぐぐー！」

　美月はじたばたもがき、必死に目で帝に助けを求めながらも、廊下の向こうへと引きずられていく。階段の踊り場に凛花と美月の姿が消える。

　木影が青ざめた顔でささやいた。

「な、なんか、『死にたくないよ帝くーん！』って悲鳴が聞こえた気がしたんですけど……」

「き、気のせいじゃないか……？」

　帝が冷や汗を流して待っていると、すぐに凛花が戻ってきた。美月はいない。

「話し合いは終わりましたわ。美月さんは中等部へお帰りになるそうです」

　すがすがしく、やり遂げた顔だった。

　話し合ったにしては戻ってくるのが速すぎた。

　──なにか、口封じされたのか……？　でも、凛花に……？

　帝は奇妙な違和感を覚えるが、凛花は隣で穏やかに微笑んでいる。さっきまでの猛々たけだけしいオーラはどこにもない。

「そろそろ教室に入りましょうか。ホームルームが始まりますわ」

「そう……だな」

　凛花に促され、腑ふに落ちない思いを抱えたまま教室へ歩いた。







　その日は一日中、凛花は帝につきっきりだった。

　授業中は教科書を忘れたと言って帝の机に自分の机を合わせてくるし、休み時間はチャイムが鳴るなり帝に駆け寄って雑談を楽しむ。

　姫沙や美月がいないので凛花が帝を独り占めし、他のクラスメイトたちも許婚に遠慮してか近づいてこない。そんな仲睦まじい二人の様子を、木影がせっせとカメラに収めていく。

　作戦は順調だった。

　……が、順調すぎて、帝は違和感を拭ぬぐい去れなかった。

　なぜ、姫沙は少しも妨害してこないのか。

　美月が命を賭として帝に伝えようとした真実も、気になって仕方ない（別に美月は死んではいないだろうが）。

　そして、美月だけが知る凛花の味とは、いったいなんなのか。何味なのか。

　思い悩みながら、帝が校庭の掃除をしていると、凛花がやって来た。

「用具倉庫から草刈り鎌がまを借りて参りました。これではかどるはずですわ」

「ありがとう、助かる」

　帝は凛花から鎌を受け取り、溝のそばに屈かがんで草を刈り取っていく。連日の雨を呑み干さんばかりの晴天に、校庭には青草が豊かに生い茂っていた。

　凛花が嘆息たんそくする。

「困ったものですわね、こんなに雑草ばかり。玉砂利でも敷き詰めれば楽になりますのに」

「俺としては、むしって捨ててしまうのも忍びないんだけどな。雑草と一口に言うが、この辺りに生えているのはどれも役に立つ草ばかりだし」

「そうなんですの？」

　目を丸くする凛花。

「ああ。そこのヨモギは天ぷらや草餅くさもちになるし、ドクダミは煎じれば化粧水、オオバコは喉の薬になる。ノビルは炒め物にするとニラ代わりだ。タンポポからはコーヒーが作れるから、戦時でコーヒー豆が手に入らないときのティータイムに最適だ。せっかくの資源、燃やしてしまわず有効活用できれば良いんだがな」

　肩をすくめる帝に、凛花が尊敬の眼差しを送る。

「帝様は本当にサバイバル能力が高いですわね。頼もしいですわ」

　胸の前に手を組んで見上げる姿は、とても愛らしいのだけれど。

　帝の中で、さらに違和感が濃度を増す。

「どうして、俺がサバイバルに長けていると知っている……？」

　声を落として尋ねると、一瞬だけ──動体視力を鍛え抜いた帝でなければ気付かないカンマ一秒以下の刹那せつな──凛花の表情がこわばった。

　凛花はすぐに晴れやかな笑顔になり、両手を合わせる。

「帝様のことなら、わたくしはなんでも存じておりますもの」

　しかし、あり得ないのだ。帝は凛花に北御門家のサバイバル技術について話したことはない。

　凛花はストーカー気質などない健全な少女なのだから、独自の調査で知っている線もないだろうし、あまつさえ帝の盗撮写真を部屋に飾ったりするはずもない。

　帝は言葉の罠わなを仕掛けてみることにする。

「そういえば、小さい頃に凛花と二人で遊んだとき、魚を捕ってやったことがあったな」

「ええ、懐かしゅうございますわ。草で籠かごを編んでしまわれるなんて、帝様の多才さには惚ほれ惚ぼれいたしました」

　引っかかった！

　と、帝は心の中で快哉かいさいを叫んだ。

　彼女は巧うまく話を合わせたつもりだろうが、帝と凛花のあいだにそのような過去はない。彼女が噓うそをついているのは明らかだ。

　そして、帝が魚捕り用の籠を作れるのを知っているのは、無人島で帝とサバイバル生活を送った姫沙だ。

　美月がなにかに勘付いて口封じされたのも、今日に限って姫沙の姿が見えないのも、なぜか凛花の仕草や匂いに惹かれるのも、すべてが帝の推理に符合している。

　すなわち、目の前の少女は、凛花に化けた姫沙であると。

　──多分……特殊メイクかなにかを使っているんだろう。

　詐術さじゅつと策謀を究めた南条家の技術なら、そのくらい造作もないことに違いない。

　だが、彼女の瞳に宿る光が、いつもの凛花とは異なっている。悪戯いたずらっぽくて、妖あやしげで、照れが滲んでいて。

　必ず妨害してくるだろうとは思っていたが、まさか凛花になりすまして介入してくるとは、何度も刃を交えた帝すら予想しなかった。

　今頃いまごろ、凛花本人は、噓の連絡で呼び出されて学校から遠ざけられているのだろう。南条家といえど、静川家の令嬢をそう簡単に誘拐ゆうかいするわけにもいかない。

「……帝様？　どうなさいました？」

　帝がまじまじと眺めていると、凛花キサが不思議そうに首を傾げた。

「……いや。あまりにもお前の目が綺麗きれいだから、つい見とれてしまっていた」

「えっ!?　きゅ、急になんですの!?　そんなお世辞を！」

「お世辞なんかじゃない。本当に綺麗だ。見ていると呑み込こまれそうになる」

「も、もったいないお言葉、ですわ……」

　凛花キサは真っ赤な頰を両手で抱える。恥ずかしくてたまらなさそうに目が泳ぐ。

　やっぱり、反応が本物の凛花とは違う。

　本物なら、もっと素直に賛辞を受け入れて喜ぶはずだ。だが、姫沙は凛花より攻めへの耐性が低い。要するにヘタレなのである。

　──これはチャンスだ。

　帝は思った。

　今なら、帝がいくら凛花キサを褒め殺しにしても、大胆な行動でアプローチを仕掛けても、姫沙に対する好意の表明にはならない。今の彼女は飽くまで『凛花』だからだ。

　帝はまったく失点のリスクを冒すことなく、一方的に凛花キサにダメージを与えられる。

　絶好のワンサイドゲーム……いや、ボーナスゲーム。

「ホームルームが終わったら、ちょっと資料室に来てくれないか？」

「え、どうしてですの？」

　凛花キサがぎこちなく聞き返した。

「ほら、お前とのキスシーンを瓦屋に撮影してもらわないといけないだろ？」

「キ、キスシーン!?　そ、そうですわね、そうでしたわねっ!!」

　虚を突かれたように飛び退く凛花キサ。動揺しているせいか、地が出てしまっている。本物の凛花はそういう大和撫子やまとなでしこらしからぬ動きはしない。

「まあ……撮影ってのは言い訳で、本当はお前と二人きりになりたいだけなんだけどな」

「わたくしと、二人きりに……？」

　帝が歩み寄っていくと、凛花キサは校舎の壁際に追い込まれて身をすくめる。華奢な肩が緊張にこわばっている。

　帝はあえて名を呼ばず、凛花ではなく姫沙自身に告げている感覚を強める。

「ああ。お前とゆっくり時間を過ごしたい。こういうところじゃできないことも、あるからな。……来てくれるか？」

　こくこくと、凛花キサは紅潮しきった顔でうなずいた。







　遠雷が微かすかに聞こえている。

　ホームルームの途中から崩れ始めた空模様は、快晴から一転し、黒雲に支配されていた。むっとするような湿気が出てきていて、曇天のあちらこちらに細い紫電も見える。

　撮影には不向きだが、凛花キサとの決戦にはふさわしい空気。

　校舎の片隅の資料室に彼女を連れ込んだ帝は、これから己おのれが仕掛ける攻撃を脳内で復習し、思いを引き締める。

　山と積まれた荷物の隙間すきまに、レンズの輝きが見えた。木影がカメラを構えて待機している。ボーナスゲームで姫沙を攻めるだけではなく、本来の目的である『帝と凛花の熱愛ツーショット』も確保しなければならない。

　資料室の中はかび臭く、薄暗い。

　帝は壁のスイッチを押して照明をつけた。

「カーテンを閉めてくれ。中を人に見られたら困る」

「人に見られたら困ること、なさるおつもりですか……？」

　凛花キサは少し非難がましい視線を向けてくる。

「いつもしてるじゃないか」

「いつも!?」

　愕然がくぜんとする凛花キサ。帝は己の推理の正しさを確信する。

　今の言葉は、姫沙の好感度を下げる危険性もある発言だった。だが、この少女が姫沙であることを、最後にきちんと確かめておきたかったのだ。万が一にも、本物の凛花に無責任なアプローチをかけることになってしまってはいけない。

「冗談だ。今日はなぜか、自分の欲望を抑えられる自信がない」

「そんなにお腹なかが空いてらっしゃいますの……？」

「食欲じゃない！」

「お昼寝なら、保健室でなさった方が……」

「睡眠欲でもない！　分かっているだろ！」


「うぅぅ……」



　凛花キサの頰は羞恥に染まりきっていた。

　その表情が、彼女が状況を理解していることの、なによりの証拠だ。

「念のため、な？」

「は、はい……」

　二人は手分けして資料室のカーテンを閉め、廊下側の窓も地図や垂れ幕で塞いでいく。

　数分と経たたず、禁断の密室が完成した。木影は息を殺し、姿どころか気配すらも消している。

　凛花キサは少し距離を置き、気まずそうにちらちらと帝の顔を見てくる。

　帝とて、落ち着かないのは同じだ。

　だが、やらねばならない。

　勇気を振り絞り、どうしようもなく暴れる心臓を意志の力で押さえつけて。

　ぎゅっと、姫沙の躰を抱き寄せる。

「ちょ、ちょっと……帝!?　様っ……」

　帝の腕の中で、凛花キサがじたばたと暴れる。

　その抵抗までもが愛おしく、帝は凛花キサを強く抱き締める。

「ずっと……こうしたかった……」

「っ……」

　心からのつぶやきに、凛花キサが身を震わせた。

「今日のお前は、可愛すぎるんだ。隙すきさえあれば子犬みたいに駆け寄ってきて、俺に構ってほしがって。すぐ照れて顔が赤くなるし、いちいち反応が初々ういういしい」

「う、初々しくなんて……」

　恥じらう声が、凛花キサの白い喉から漏れる。

「その反応だ。そんな顔をされると、お前に触れたくて仕方なくなる。でも、人目があるから、しがらみがあるから、できなかった。俺たちの事情は、そんなに単純じゃないから」

　彼女を攻めるためだったはずの言葉に、本音が滲んでいた。

　一方的に攻撃できるチャンスとはいえ、姫沙は存在自体が究極兵器。惚れ込んでいる少女に密着していれば、帝の理性は猛スピードで削られていく。

　完全に理性を失ってしまう前に致命打を加えないと、逆にやられる。

　危機感を覚えた帝は、凛花キサの耳元に口を寄せて、ささやく。

「だから……今は、今だけは、大好きなお前とこうしていたい」


「っっっっ!!　やめてくださいましっ!!」



　凛花キサは両手で帝を突き飛ばした。

　突然の物理的攻撃に、帝はよろめく。拒絶されたのか、自分の口説くどき文句はそこまで気持ち悪かったのかと、少なからぬショックを受ける。

「このような穢けがらわしい女とくっついていたら、帝様の魂が穢れますわ！」

「穢らわしい!?」

「ええ、穢らわしいですとも！　わたくしは道でゴミを拾って食べるような女ですわ！　空き缶だろうと空き瓶びんだろうと、強靱きょうじんな顎あごで嚙み砕くだくのですわ！」

「それは人間じゃないよな!?」

「そうですわね、人間とは呼べません。底意地が悪く、全人類の不幸を望むクリーチャー。とても帝様にはふさわしくない……わたくしは、世界最低のクズですわ!!」

　凛花キサは胸に手を当て、傲然と顎を突き上げて言い放った。

　そこまで偉そうに自分をクズ呼ばわりする人間を見るのは、帝も初めてだった。

　恐らく、帝があまりにも積極的にアタックしたせいで、凛花のイメージダウンを図らなければならないと考えたのだろう。

「ですから、わたくしなどを口説くより、南条さんに愛の告白をなさった方がいいと思いますわ！　南条さんは賢く美しく、まさに妖精ようせい。愛の妖精とも言うべきお方なのですから！」

　ややこしいことになった、と帝は内心で頭を抱えた。

　自らを愛の妖精と褒め称えることができるのは、世界広しといえど姫沙ぐらいのものだろう。自信がありすぎるというか、ためらいがなさすぎる。

「落ち着いてくれ。お前は穢らわしくなんか……」

「近づかないでくださいましっ！」

　帝がなだめようとすると、凛花キサは髪の毛を逆立てて後じさる。

　そのとき、凄すさまじい雷鳴が轟とどろき、天井てんじょうの照明が搔き消きえた。

「停電か!?」

　カーテンを閉め切った資料室が、闇に包まれる。


「きゃ────────!?」



　姫沙の悲鳴、派手に転ぶ音、荷物が雪崩れ落ちる音。

　暗いせいで、なにが起きているのか分からない。帝は肝きもを冷やし、悲鳴の方へ駆け寄る。

「大丈夫か、姫沙!?」

　手の先に、やわらかい感触が触れた。

　それ以上の崩落に巻き込まれぬよう、帝は姫沙を腕の中にかばう。

「だ、大丈夫よ。怪我けがは、してな……え？」

　腕の中で、姫沙が身をこわばらせた。

　同時に帝も認識する。自分が、大変な失言をしてしまったことに。

　闇に目が慣れ、愕然としている凛花キサの顔がうっすらと見えてくる。

「き、き、気付いて、たの……？」

「いや、気付いてない。断じて気付いてないぞ」

　帝は言い張った。

　凛花キサはまなじりをつり上げ、思いっきり帝の顎に頭をぶつけてくる。

「噓！　どう考えても気付いてるじゃない！　気付いた上で私をからかってたんでしょ！　反応を見て面白がってたんでしょ！　最低！　最低っ！」

　恥ずかしくて死にそうな顔をして、げんこつでポカポカと帝の胸板むないたを殴る。動揺しきっているせいか、そのパンチに力はなく、ただ可愛いだけである。

　帝は本日最大のダメージ、致命傷を負う。

「い、いや、からかっていたというか、そういうゲームだろ!?　……ドキドキしたか？」


「するわけないでしょ──────────っ!?」



　凛花キサは悲鳴のように叫ぶと、帝の胸に顔を押しつけて隠した。羞恥に悶もだえる顔を見られるのも堪えられないらしい。

　暗闇くらやみの中、パニックに陥おちいった凛花キサにしがみつかれ、帝は対応に困る。

　正体を知っていることが判明したからには、もう彼女を抱き締めるわけにもいかない。かといって、引き剝はがすのはもったいない。欲望と建前たてまえの板挟みである。

「え、えっと……これから、どうする……？」

　思わず、間抜けな問いを投げかけてしまった。

「……作戦通りに、やるしかないでしょ」

　帝の胸に顔を押しつけた凛花キサが、くぐもった声でつぶやく。

「作戦通り？」

「だ、だから……キ、キス、するとこ……瓦屋さんに、撮ってもらうんでしょ？」

　帝のシャツを握った凛花キサの爪つめが布に食い込む。

「そ、そうだったな」

「そ、そうよ。今の私は静川さんと同じ顔なんだし、最後まで撮影を終わらせちゃった方が……早いじゃない」

　凛花ではなく姫沙にキスしてほしい、と言っているように聞こえるのは、自意識過剰か。

　もしや凛花にキスを奪われるのが嫌で、特殊メイクをして入れ替わったのだろうか。

　帝は混乱した頭で、そんなふうに思ってしまう。

　期待してしまう。

　だって、闇の中で帝を見つめる彼女の瞳は、どこまでも熱く潤んでいるのだ。

　策謀と虚偽に塗り固められた、南条姫沙の本当の気持ちは、分からないけれど。

　帝は今、姫沙の唇が欲しいと、心の底から感じた。

「じゃあ……」

「……ん」

　うなずく彼女の顎をそっとつまみ、顔を寄せていく。

　いつも傲慢なことばかり言う口が静かに閉ざされ、生意気な光をたたえる瞳が従順に閉じられている。

　小さく震える肩。彼女は逃げようともせず、じっと帝を待っている。

　その愛くるしい姿、濡れた唇に、帝は動悸を覚えた。

　恋愛ゲームに関係なく、彼女とキスできる。

　彼女が許して、受け入れてくれている。

　帝の心臓が危険なほどに高鳴る。彼女の胸も大きく上下している。

　撮影のための演技だけで構わないなどということは、意識からほとんど消え去っている。姫沙の甘く悩ましい香りが、理性を押し潰つぶしていく。

　帝は姫沙に唇を寄せ──。




「え」
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　愛らしい額に、唇を触れさせた。

　姫沙の驚く声。

　シャッター音、眩まばゆいフラッシュ。

　物陰に潜んでいた木影が、大仕事を終えて吐息といきをつく。

　すべてが上手うまくいったはずだったのに。

　切なげな表情で、姫沙がつぶやいた。

「どうして……唇じゃないのよ」

「どうして、って……？」

　聞き返す帝。

「な、なんでもない！　これで用は終わりよね！　私は帰るわ！」

　姫沙は扉を開け、慌ただしく逃げ去っていく。何度も転ぶ音、可愛い悲鳴が聞こえてくる。

　ようやく資料室に平穏が戻ってくるが、帝の心は平穏どころではない。

　甘酸っぱい残り香に包まれた空間で、身を灼やく熱に苛さいなまれてたたずむ。

「言えるわけ……ないだろ」

　帝は誰にともなくつぶやいた。

　ゲームに負けるから、いや、恥ずかしすぎて、口に出せるはずもない。

　唇へのファーストキスは、ちゃんと素顔の姫沙としたかった、なんて。
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　北御門きたみかど家の屋敷。

　朝の静謐せいひつに満たされた食堂で、帝みかどは玄米を咀嚼そしゃくする。

　食器の擦れる音、熟練の給仕が漏もらす微かすかな足音だけが聞こえる、厳粛な空気。それは単なる食事というより、一種の神聖な儀式のようですらある。

　帝の母……当主の奥方が、朱塗りの椀をテーブルに置いて尋ねる。

「それはそうと、帝さん。凛花りんかさんとは、上手うまくいっているのですか」

「もちろんだ。北御門家の未来のため、全力を尽くしている」

　帝は玄米が喉のどに詰まって窒息しかけるが、懸命に平静を装う。緊張しているなどと勘付かれるわけにはいかない。すべてが順調だと思ってもらわなければ。

　奥方が眉まゆをひそめた。

「北御門の未来のため、だけでは駄目でしょう。あなた方二人の未来なのですよ。もっと愛情を持って励みなさい。屋敷の客間なら、いつでも使って構わないのですから」

「なにを励むんだ……」

「あなたのお父様はそう、もっと積極的でしたし、飢えた野獣のようだったのですよ」

「その手の思い出話はやめてくれ！」

　朝から実の親に赤裸々な告白をされるのは、健全な男子としてつらいものがあった。夫婦のエピソードは夫婦だけの宝にしてほしい、永遠に。

　当主が穏やかな笑みを浮かべる。

「心配せずとも、問題ない。こう見えて案外、帝は静川しずかわ殿の令嬢と楽しくやっているのだ」

「そうなのですか？」

「うむ。先日など、学校で令嬢と秘密の逢瀬おうせを交わし、接吻せっぷんもしていたようだ」

「な、なぜ知っている……!?」

　帝は驚いて見せた。

　それがこの場における自然な反応であり、当主に不信を抱かせないための偽装だからだ。監視役と帝が裏で手を結んでいることに気付かれては、苦労が水の泡である。

　当主は満足げに口元を緩ゆるめる。

「親は子のことを、なんでも知っているものだ。故に、いかなる場所にいるときでも、北御門の名に恥じぬ生き方、振る舞いを忘れぬようにせねばならん」

「あ、ああ……分かった……肝きもに銘じておく」

　帝は頭を垂れながらも、内心でガッツポーズを取る。

　写真による偽装工作は成功。当主は帝の潔白を信じた。

　そして、当主が木影こかげを有用な監視役と思っている限り、当主との情報戦において帝は優位性を保つことができる。

　──もう、恋愛ゲームの邪魔はさせないよ、父さん。

　帝は政界の首領ドンの眼をじっと見据え、心の中でつぶやいた。







　雨戸を閉め切った薄暗い自室で、木影がモニタの光を眺める。

　映っているのは、帝の写真の数々。偽装作戦のときの姫沙きさも収まっている。凛花の姿をしているのがややこしいところだが、第三者には正体を見破られないだろう。

「えーっと、この写真は写りが悪いから、削除っと。だいぶすっきりしてきました！」

　木影はマウスを操あやつり、大量の写真を整理していく。

　手当たり次第に撮るせいで、パソコンの容量が圧迫されている。

　北御門家の当主には既に提出したけれど、凛花にも帝の写真をプレゼントすると約束しているし、良い品を選んであげなければならない。

「帝くんの表情が生き生きしているのは……この辺りでしょうか」

　フォルダにまとめたベストショットを、スライドショーで表示していく。

　凛花キサと手を繫つないで廊下を歩く帝。

　凛花キサを抱き締める帝。

　凛花キサの額にキスする帝。

　揃そろいも揃って、凛花キサと戯れている写真ばかりだ。これでは、頑張って編集しても凛花本人には渡せない。あの日、彼女は学校にいなかったのだ。

　帝と凛花キサのツーショットを見ていた木影は、なぜか胸がもやっとするのを感じた。

　苦い薬を呑のんで、その味がなかなか消えてくれないときのような、妙な感覚。

　偽装作戦用の大切な写真なのに、いざというときの切り札にもなるかもしれないのに、削除してしまいたくなる。凛花キサの前で赤面している帝の顔を、見ていたくない。

「あれ……？　わたし……なんで……？」

　これは、嫉妬しっとと呼ぶべき感情なのではないだろうか。

　でも、誰だれに対して？

　どうして、嫉妬している？

　木影は考えに考え、悩みに悩み。


「うぅぅ……なんか……熱出てきました……」



　オーバーヒートを起こして、絨毯じゅうたんに倒れ込んだ。







「いつの間に、帝様はわたくしにキスしてくださったのでしょうか……？」

　昼休みの中庭。

　凛花から不思議そうに尋ねられ、帝は返答に困った。

「な、なんの話だ……？」

「両親から写真を見せてもらったのです。確かにわたくしでしたけれど、まったく記憶にありませんし……あれ、別人ですわよね？」

「ちょっと……代役を頼んだというか、なんというか……。な、姫沙!?」

「えっ!?　ええ！　静川さんが学校に来ていなかったから、代わりに世界で一番優秀な役者を使ったのよ！　お陰かげで完璧かんぺきな写真が撮れたわ！」

　突然振られた姫沙は、慌てて話を合わせる。

「そうなんですの……？」

　小首を傾げる凛花。

　必死にうなずく姫沙と帝。姫沙は顔が真まっ赤かだし、帝も頰ほおが焼けるように熱い。

　とても自分から姫沙にキスしたなどと人には言えない。あのときの自分は、信じられないほど大胆すぎた。帝は思い出すだけで呼吸困難に陥おちいってしまう。

　美月みづきが腰の後ろに手を組んで嘆く。

「あーあ、代役、アタシでも良かったのになー。バッチリやれたのになー」

「サイズが違いすぎるわよ！　学年も違うし！」

「え？　代役は同じ学年の方がなさったのですか？　どなたですか？」


「ど、ど、どなたでもないわよ！　少なくとも私じゃないわ────っ！」



　悲鳴のような叫びが響く。姫沙は燃え上がった頰を両手で押さえてうずくまる。そんな姉の様子に、美月はくすくす笑う。

　凛花は柳眉りゅうびを寄せて姫沙を眺めていたが。

　諦あきらめたようにため息をつき、両手を合わせて微笑をたたえる。

「……まあ、今回は甘んじてお譲りいたします。わたくしの方も、大きな収穫がございましたから」

「収穫……？」

　姫沙が怪訝けげんそうに訊いた。

「はい。帝様とわたくしの仲が順調ということで、さらに関係を深めるため二人きりで旅行に行ってくるようにと、両親から言いつかったのです」

「はあ!?　なによそれ!?」

　跳ね起きる姫沙を、凛花は挑戦的な眼差まなざしで見据える。

「北御門家の当主様も公認の、プレハネムーンですわ。つまり、朝も昼も夜も帝様とご一緒……食事も、お風呂ふろも、寝るときも……帝様を味わい放題なのです！」

「あああああ味わい放題とかっ、あなた女としての恥じらいはないの!?」

「将来の妻として当然のことですわ！　帝様のご両親も、『孫ができるまで帰ってくるな』と言ってくださっていますし」


「あの人たちは…………」



　帝は嘆息たんそくした。

　なにがなんでも縁談を進めたいのだろうが、あまりにも強引ごういんすぎる。そして、ここまで外堀を埋められてしまっては、さすがに旅行から逃げることはできない。

「帝様！　頑張って子作りいたしましょうね！」

　清楚せいそな胸に両手を組み、頰を染めて見上げる凛花は、可愛かわいらしいのだが。

　可愛らしいからこそ余計に、帝は困る。

　二人きりの旅行のあいだ、これほど美しい少女の攻撃に耐え続けるのは至難の業わざだ。

　その脅威は、姫沙と美月も感じたらしく。

「や、やばいよ、おねーちゃん！　帝くんが食べられちゃうよ！」

「なんとか……なんとかしないと……そうよ！　こうなったら地球を……！」

　姉妹しまいで顔を寄せ、ささやき合う。

　妨害者は封じたが、参戦者は力を増している。

　恋愛ゲームは、次のステージに達していた。







あとがき










　暑いです。酷暑です。誰か助けてください。

　そうだ南極に行こう。この後書きが終わったら旅に出ます捜さないでください。




　お陰様で恋愛ゲームも三巻に入り、さらに熾烈しれつさを増すヒロインたちの戦い……ここまでやっていいんでしょうか！

　ヒロインとして許されざることもやってる気がするんですが、大丈夫なんでしょうか！

　いいんです！　とばかりに受け入れてくださった読者様と出版社様に感謝しきりの今日この頃です。

　ヒロインって純情可憐かれんで良い子じゃないといけない、みたいな圧力をしばしば感じるのですが、個人的には、性格悪ければ悪いほど可愛いと思うのです。

　噓うそは女を魅力的にすると言いますか、謎なぞめく女は神秘的と言いますか、なんか色っぽいじゃないですか！　そして誰にでも優しい人から優しくされるより、世界滅ぼしたい系魔王から自分にだけ優しくされたいじゃないですか！

　加えてツンデレにビシバシ痛めつけられて愛されたい、ヤンデレに盗撮写真を部屋中に貼りまくられて寿命が縮むほど愛されたい（欲望垂れ流し）。

　それはともかくとして、コンゲームとか大好きなので、ラブコメの中に容赦ない化かし合いを突っ込めて嬉しさ二千パーセントです。フェチ含めて欲望のままに書いちゃってるんですが、本当によろしいんでしょうか。日に一度は誰かに問いただしたいぐらいには心配です。




　担当編集者の宇佐美様、ＧＡ文庫編集部の皆様、出版業界の皆様。拙著をガンガン推してくださって誠にありがとうございます。大盤振る舞いの特典で自室は埋まっております。あと見本誌でそろそろ押し入れの床が抜けます。

　今回も最高にキュートでエロスなイラストの数々を描いてくださったｋａｋａｏ先生。口絵のヤバさが……ヤバいです（小説家なのに語彙ごい喪失）。肌色が肌色が……ふにゅふにゅがあっ！　ありがとうございます！

　そして、本書を応援してくださっている読者の皆様。本当にありがとうございます。これからも可愛くて危ないヒロインたちを、どうぞよろしくお願いいたします！





大気圏外に脱出したい





二〇一八年七月三十一日　　天乃聖樹











著者

天乃聖樹（あまの せいじゅ）

　関東在住の作家・シナリオライター。

　佐世保出身、７月20日生まれ。

　著書は『十歳の最強魔導師』『ごはん食べたい！』など。

　実りの季節につき、姫沙のツンデレ度50％ＵＰ、みんなのお色気１００％増量中！

　もぎたてフルーツな美少女たちをご賞味ください！




イラスト

kakao（かかお）

　どうも、イラスト担当のkakaoです。

　イラスト描いたり、漫画を描いたり幅広く活動しています。

　相変わらず姫沙が可愛すぎてニヤニヤが止まりません！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています
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ga-info@cr.softbank.co.jp
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